
 

らに実践的な工夫が求められる。 

 

【大学担当者側からの意見】 

事例を通じての課題は以下の５点であると考えている。 

 

○ 適切な時期に、適切な期間・回数によりある程度継続して支援していかないこ

とには成果は出ない。いずれか一つでも欠けることのないような企画を立案実行

すること。 

○ キャリア・コンサルタントと学生の相性に十分に意識を払うことが必要。受け

入れ現場もキャリア・コンサルタントの面談に立ち会うところから始める必要性

あり。 

○ キャリア・コンサルタント、スーパーバイザー、大学側担当スタッフの密接な

連携が必要不可欠。 

○ 対４年生については企業マッチングまでをも実施しないと成果は出にくい。そ

の観点からも前述の大学側スタッフとの連携は必要（企業採用情報はどうしても

大学側が入手管理するしかない）。 

○ 特に対４年生については学生の気持ちを汲み取っての運営が必要（例：企業の

採用活動早期化に伴い、３年生の活動と重なってしまい、キャリアセンターは３

年生で溢れ、入室しにくい雰囲気を作ってしまっている・・・これが原因で就職

活動をあきらめる学生も多い⇒別会場の設定などの措置が必要）。 

 

上記５点が今回、本学でキャリア・コンサルタントを試験的に導入する機会を得て、

得られた貴重な課題である。また見方をかえれば、各大学で通常行われているキャリ

ア形成支援のあり方の課題が浮き彫りにされたということもいえよう。導入の時期、

手法、大学担当者との連携、キャリア・コンサルタントとの相性、などなどの課題は

あるが、総じていえることは、導入して効果があったということである。効果の具体

的な中身は、４年生では、学生からの評価にもあるが、じっくりと話しを聴いてくれ

たことで自己肯定感がもて、就職活動に再び前向きになったということであろう。ま

た３年生では、自己分析が促進でき気づきが促されこれからのスタートする活動にむ

け視野が広がったという手ごたえであろう。しかし、見逃してはならないことは、今

回来校したキャリア・コンサルタントが押しなべて日常的に臨床の場を持っている経

験豊富な、しかも力量のあるコンサルタントだったということである。よってこの効

果を一般化することはできないであろうが、それはさて置き、潤沢な数の職員が確保

できない各大学の状況下、量としての学生をこなさなければならない大学担当者にと

って、一人ひとりを丁寧にみていく、つまり本来のキャリアカウンセリングを行うと

いうことの必要性と効果を指摘されたと言い換えてもよいだろう。つまり、我々の日

常的な業務の補完的な意味合いを持ったということである。フリーター予備軍を抱え

る大学にとって、キャリア・コンサルタントの導入と効果は無視できないということ

である。以上を前提として、今後の導入につながるべくクリアしなければならない課

題をいくつか挙げる。 
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① キャリア・コンサルタントの質の確保 

今回の４年生むけのトータルなプログラム（個人カウンセリングとワークショッ

プ）の場合、カウンセリングスキルとワークショップ企画・運営スキルは必須とな

る。またメンタルな問題を抱えた学生を見立てるスキルと相談所へのリファースキ

ルは大学では必須。場合によっては、大学の心理カウンセラーや精神科医との連携

も起こりうる。スーパーバイザーの存在は大学へのキャリア・コンサルタント導入

では条件として挙がってくる。（双方のリスク管理の観点からも当然であろう。）次

にあげる②のコーディネーターが兼ねることは可。 

 

② キャリア・コンサルタント側のコーディネーターと大学側のコーディネーターの

存在が必須。緻密な連携が必要となる。 

 

③ ３年生対象のプログラムの場合は、自己分析のワーク、エントリーシートを使用

したワークなどスポット的にキャリア・コンサルタントを導入することも考えられ

る。 

 

④ 各大学において、入学から卒業までのキャリア・デベロップメント・プログラム

の流れに沿って適切な内容を双方で検討し、導入時期・期間・手法・対象の設定と

一番重要なのは目標設定をはっきりとしていくことである。 

 

⑤ 上記①から④をクリアしたところでの最大の課題は、経費である。 

 当面、各大学でのキャリア・コンサルタント導入の効果（何をもって効果とする

かは各大学の判断）を測定することが重要であろうし、各大学への説得材料となろ

う。 
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き
か
け
。

相
互
作

用
を
利

用
し
て
、

構
成
員

の
思
考

、
態
度
、
行

動
、
感

情
に
変

化
を
起
さ

せ
る
こ

と
と
と

も
に
、
人
間

的
な
成

長
を
図

る
こ
と
を

目
的
と

し
た
活

動
。

 

〈
４

年
次

秋
〉

 

 
 
最

後
の

最
後
ま
で

！
｢個

人
相

談
｣(
進
路

･就
職

) 
 

 
 

 
 

学
内
企
業

セ
ミ

ナ
ー

 

 
 
学

内
合

同
企
業
セ

ミ
ナ

ー
(複

数
回

) 

 
こ

れ
か

ら
の

就
職
活

動
対

策
ガ

イ
ダ
ン
ス

 
 

～
4年

生
に

よ
る
就

職
支
援

組
織

～
 

｢立
教
キ
ャ
リ
ア
塾
｣－

ピ
ア
相
談
 

先
輩
か
ら
後
輩
へ

 
 立
教
キ
ャ
リ
ア
塾
は
、
４
年
生
約

10
0
名
の
企
業

内
定

者
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
組

織
化

さ
れ

自

主
的

に
活

動
し

て
い

ま
す

。
在

学
生

の
就

職
活

動

支
援

・
卒

業
後

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
作

り
を

目
的

と

し
て

い
ま

す
。

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

と
協

働
で

、

各
学

部
リ

ー
ダ

ー
を

中
心

に
｢
組

織
｣
と

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

学
生

自
ら

が
後

輩
を

支
援

し
、

か

つ
卒

業
後

も
連

携
し

て
い

く
と

い
う

本
学

ら
し

い

流
れ
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

 

進
路

・
将

来
に

向
か

っ
て
具
体
的
に
準
備
し
、
行
動
す
る
時
期
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別
表

立
教
大
学
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
画
参
加
者
一
覧

：
就
職
決
定
者
お
よ
び
就
職
で
は
な
い
が
進
む
べ
き
道
を
自
己
決
定
し
た
者

性
別

参
加
経
緯

参
加
当
初
の
就
職
活
動
状
況

参
加
状
況

コ
メ
ン
ト

1
男

一
斉

メ
ー
ル

２
留

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
結

果
が

出
な
か

っ
た
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
自

信
が

持
て
、
自

己
肯

定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
希

望
の

業
界

か
ら
内

定
獲

得
し
活

動
終

了
。

２
留
の
ハ
ン
デ
も
乗
り
越
え
た
。

2
女

職
員

紹
介

内
定

取
り
消

し
さ
れ

再
開

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
も
と
も
と
し
っ
か

り
し
て
い
る
学

生
。
ラ
ベ
ル

ワ
ー
ク
の

み
受

講
。
希

望
業

界
に
内

定
し
活

動
終

了
。

3
男

8
月

セ
ミ
ナ
ー
参

加
者

へ
の

メ
ー
ル

活
動
中
だ
が
結
果
が
出
て
い
な
か
っ
た
。

第
一
ク
ー
ル
か
ら
継
続

自
己

肯
定

力
が

低
い
、
笑

顔
が

全
然

出
な
い
と
い
う
状

態
が

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
徐

々
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
。
１
次

面
接

で
落

ち
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
結

果
は

出
て
い
な
い
が

前
向

き
に
活

動
中

。

4
男

職
員
紹
介

最
終
面
接
落
ち
が
３
回

。
気
持
ち
が
向
か
ず
、
活
動
出
来
ず

に
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
も
と
も
と
し
っ
か

り
し
て
い
る
学

生
。
就

職
活

動
を
再

ス
タ
ー
ト
す
る
い
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
前
向
き
に
活
動
し
た
結
果
、
１

社
内

定
獲

得
。
内

定
先

に
活

動
継

続
の

了
承

を
得

て
、
現

在
も
活

動
中

。

5
女

職
員

紹
介

結
果

が
出

ず
、
活

動
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
自

信
が

全
く
持

て
な
い
状

態
で
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が

、
笑

顔
を
褒

め
ら
れ

て
か

ら
徐

々
に
明

る
く
な
っ
て
き
た
。
自

分
の

進
む
べ

き
方

向
性

が
見

え
て
き
た
。
消

極
的

な
部

分
が

や
や

残
る
も
の

の
、
あ
き
ら
め
ず
に
活

動
し
た
と
こ
ろ
、
内

定
獲

得
し

活
動
終
了
。

6
女

職
員
紹
介

特
定

企
業

し
か

受
け
て
い
な
か

っ
た
。
全

滅
し
た
状

態
で
ち
ょ

う
ど
活
動
を
始
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
特

定
業

界
以

外
の

こ
と
を
全

く
考

え
て
い
な
い
状

態
で
の

ス
タ
ー
ト
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
企

業
や

職
種

の
選

択
肢

が
広

が
っ
た
。
も
と
も
と
し
っ
か

り
し
て
い
る
学

生
の

た
め
、
方

向
感

が
見

え
た
途

端
に
う
ま
く
い
き
だ
し
、

内
定

獲
得

し
活

動
終

了
。

7
女

一
斉

メ
ー
ル

公
務

員
か

ら
の

切
り
替

え
第

二
ク
ー
ル

か
ら
参

加
公
務
員
の
結
果
が
出
ず
、
進
路
選
択
に
悩
ん
で
い
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
や

は
り
公

務
員

に
な
る
し
か

な
い
と
目

標
を
見

定
め

る
こ
と
が

出
来

、
一

度
は

明
る
く
な
っ
た
が

、
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
の

公
務

員
試

験
も
駄

目
に
な
っ
た
時

点
で
元

に
も
ど
っ
て
し
ま
っ
た
。
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
結

果
、
再

び
前

向
き
に
な
り
内

定
獲

得
し
活

動
終

了
。

8
男

職
員
紹
介

起
業

す
る
た
め
に
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
し
か

な
い
と
い
う
考

え
に
固

執
。
見

合
う
企

業
は

な
い
と
ほ

と
ん
ど
活

動
し
て
い
な
い
状

態
だ
っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
実
現
で
き
な
い
目

標
を
恣
意
的
に
設
定
す
る
な
ど
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
容
し
た
が
ら
な
い
姿
勢
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
よ
っ
て
大

き
く
変

わ
っ
た
。
自

信
が

持
て
、
視

野
が

広
が

っ
た
。
１
社

内
定

獲
得

。
内

定
先

に
活

動
継

続
の

了
承

を
得

て
、

現
在

も
活

動
中

。

9
女

一
斉

メ
ー
ル

内
定

保
有

し
て
い
た
が

決
め
か

ね
て
い
た

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
内

定
先

の
他

人
か

ら
の

評
価

に
左

右
さ
れ

、
か

と
い
っ
て
実

態
を
確

か
め
る
動
き
も
で
き
な
い
状
態
で
悩
ん
で
い
た
。
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
、
自

分
軸

で
見

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
希

望
業

界
に
内

定
し
活

動
終

了
。

1
0
女

職
員
紹
介

総
合

職
全

滅
。
夏

以
降

は
教

職
、
部

活
で
活

動
出

来
ず
。
秋

か
ら
再

開
し
て
い
た
と
こ
ろ
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
初

回
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
進

む
べ

き
方

向
を
定

め
る
こ
と
が

出
来

た
。
以

後
非

常
に
積

極
的

に
活

動
。
模

擬
面

接
で
弱

点
を
知

る
こ
と
が

で
き
、
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。
粘

り
強

く
活

動
し
た
結

果
内

定
獲

得
し
活

動
終

了
。

1
1
男

一
斉

メ
ー
ル

N
G
O
志

望
の

た
め
全

く
活

動
し
て
い
な
か

っ
た

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
民

間
企

業
で
の

就
職

活
動

を
す
る
気

持
ち
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
し
っ
か

り
と
し
た
学

生
で
あ
り
、

す
ぐ
に
結

果
が

出
た
。
希

望
業

界
に
内

定
し
活

動
終

了
。

1
2
女

8
月
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
へ
の
メ
ー
ル

内
定
先
辞
退
　
就
職
以
外
の
悩
み
に
よ
り
活
動
で
き
な
い
状
態
だ
っ

た
第

一
ク
ー
ル

か
ら
継

続
し
た
が

カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
う
ま
く
い
か

ず
辞

退
数

回
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は

心
の

悩
み

を
解

消
す
る
こ
と
は

無
理

な
状

態
だ
っ
た
。
就

職
を
決

め
ね

ば
と
迫

ら
れ

て
い
る

よ
う
に
感

じ
て
し
ま
っ
た
部

分
も
あ
り
、
就

職
以

前
に
も
っ
と
自

分
の

話
を
聞

い
て
欲

し
い
と
途

中
で
辞

退
の

申
し
出

が
あ
っ

た
。
そ
の

後
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
。
内

定
獲

得
し
活

動
終

了
。
一

人
目

の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が

じ
っ
く
り
と
話

を
聞

い
て
く
れ

た
こ
と
が

活
動

を
再

開
す
る
気

持
ち
に
し
た
。

1
3
女

職
員
紹
介

内
定

先
に
疑

問
が

生
じ
、
内

定
辞

退
し
た
が

、
ど
う
や

っ
て
動

い
て
い
い
の

か
分

か
ら
な
く
な
っ
て
い
た

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ミ
ニ
ワ
ー
ク
へ

の
参

加
に
よ
っ
て
就

職
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
出
て
き
た
の
は
収
穫
。
徐
々
に
動
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
他

の
学

生
数

回
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は

不
足

の
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
中

。
前

向
き
に
活

動
中
。

1
4
男

職
員
紹
介

す
で
に
１
年

希
望

留
年

し
て
い
る
が

、
視

野
を
広

げ
る
こ
と
が

で
き

ず
に
結

果
が

出
て
い
な
い
状

態
第

二
ク
ー
ル

か
ら
参

加
自

己
分

析
を
は

じ
め
机

上
で
出

来
る
こ
と
は

す
で
に
や

り
つ
く
し
て
い
る
状

態
。
そ
れ

を
客

観
的

な
視

点
も
入

れ
て
確

認
で
き
た
こ
と
は

本
人

に
と
っ
て
の

収
穫

だ
っ
た
。
２
留

を
決

意
し
、
活

動
し
始

め
た
。
紙

上
や

自
分

の
世

界
か

ら
抜

け
出

し
て
外

に
出

て
い
く
こ
と
が

徐
々

に
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1
5
男

一
斉

メ
ー
ル

公
務

員
か

ら
の

切
り
替

え
第

二
ク
ー
ル

か
ら
参

加
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
進

む
べ

き
道

が
確

信
で
き
た
。
卒

業
後

も
1
年

限
定

で
警

察
官

を
目

指
す
こ
と
を
決

意
。
準

備
を
再

開
し
た
。
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性
別

参
加
経
緯

参
加
当
初
の
就
職
活
動
状
況

参
加
状
況

コ
メ
ン
ト

1
6
女

職
員
紹
介

活
動

は
継

続
し
て
い
た
が

、
年

齢
、
文

系
院

生
と
悪

条
件

が
重

な
り
、
全

く
結

果
が

出
て
い
な
い
状

態
第

一
ク
ー
ル

か
ら
継

続
企

業
側

に
あ
わ

せ
て
受

身
の

活
動

を
し
て
し
ま
い
、
自

分
の

よ
さ
が

全
く
出

せ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

よ
っ
て
気

が
付

く
こ
と
が

出
来

た
。
希

望
職

種
に
内

定
し
活

動
終

了
。

1
7
女

職
員

紹
介

特
定

業
界

に
絞

っ
て
活

動
中

だ
っ
た

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
も
と
も
と
し
っ
か

り
し
て
い
る
学

生
。
ラ
ベ
ル

ワ
ー
ク
の

み
受

講
。
希

望
業

界
に
内

定
し
活

動
終

了
。

1
8
男

職
員
紹
介

夏
前

に
一

旦
活

動
ス
ト
ッ
プ
し
た
が

秋
か

ら
再

開
し
、
活

動
中

だ
っ
た

第
一

ク
ー
ル

途
中

で
辞

め
る
（
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
う
ま
く
い
か
ず
）

手
取

り
足

取
り
や

さ
し
く
接

す
る
や

り
方

が
合

わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
途

中
辞

退
の

申
し
出

が
あ
り
。
継

続
し
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が

企
業

と
の

間
に
入

っ
て
紹

介
し
た
企

業
に
内

定
し
活

動
終

了
。

1
9
女

参
加
者
か

ら
の
紹
介

結
果

が
出

ず
、
活

動
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
。

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
求

人
情

報
提

供
が

主
体

の
企

画
で
は

な
い
と
意

味
が

な
い
と
の

こ
と
で
途

中
辞

退
。
現

在
活

動
中

。

2
0
女

職
員

紹
介

活
動

中
だ
が

結
果

が
出

て
い
な
か

っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
卒

業
に
向

け
て
の

授
業

出
席

、
試

験
準

備
を
優

先
さ
せ

る
た
め
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
企

画
は

途
中

辞
退

。
授

業
・
試

験
を
優

先
し
た
た
め
受

験
し
た
数

は
少

な
か

っ
た
が

就
職

活
動

を
し
た
結

果
、
内

定
獲

得
し
活

動
終

了
。

2
1
女

職
員
紹
介

活
動

中
だ
が

結
果

が
出

て
い
な
か

っ
た
。
希

望
留

年
す
る
つ

も
り
だ
っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
や

り
た
い
こ
と
が

明
確

で
、
現

状
の

求
人

で
は

そ
れ

が
満

た
さ
れ

な
い
た
め
、
希

望
留

年
の

気
持

ち
が

離
れ

ず
、
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ

ル
企

画
は

途
中

辞
退

。
希

望
留

年
を
決

意
し
、
活

動
開

始
。

2
2
男

職
員

紹
介

特
定

業
界

し
か

や
り
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
ほ

と
ん
ど

活
動

し
て
い
な
か

っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
固

執
し
て
い
た
志

望
業

界
以

外
に
も
興

味
が

持
て
そ
う
な
と
こ
ろ
に
気

が
つ
き
、
一

旦
は

視
野

を
広

げ
て
み

る
気

に
な
っ
た
が

、
や

は
り
そ
の

業
界

に
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
た
。
契

約
社

員
へ

の
転

換
を
視

野
に
入

れ
志

望
業

界
で
の

ア
ル

バ
イ
ト
に
専

念
。

2
3
男

職
員
紹
介

親
に
せ

か
さ
れ

て
い
る
か

ら
と
り
あ
え
ず
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
き
て
い
る
が
、
行
動
は
で
き
な
か
っ
た
状
態
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
初

日
は

一
言

も
言

葉
を
発

す
る
こ
と
が

出
来

な
か

っ
た
が

、
数

回
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
明

る
く
な
り
、
動

け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
結

果
は

出
て
い
な
い
が

か
な
り
の

前
進

だ
っ
た
。
し
か

し
卒

業
が

か
な
り
厳

し
い
と
い
う
現

実
を
目

の
前

に
し
て
、

中
退

せ
ざ
る
を
得

な
い
の

で
は

な
い
か

と
い
う
不

安
と
恐

れ
が

ピ
ー
ク
に
達

し
、
一

時
は

一
切

の
活

動
を
停

止
し
た
。
試

験
終
了
後
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
中
。
前
向
き
に
活
動
中
。

2
4
女

職
員
紹
介

活
動
中
だ
が
結
果

が
出
て
い
な
か
っ
た
。

第
一
ク
ー
ル
か
ら
継
続

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
、
自

信
が

つ
い
て
き
た
。
自

分
の

夢
と
テ
ー
マ
に
気

付
く
こ
と
も
で
き
た
。
そ
れ

を
就

職
活

動
に
ど

う
つ
な
げ
て
い
く
か

を
課

題
と
し
て
活

動
中

。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
中

。

2
5
女

一
斉

メ
ー
ル

総
合

職
に
絞

っ
て
活

動
し
て
い
た
が

結
果

が
出

ず
、
視

野
を

広
げ
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
自

信
喪

失
気

味
の

状
態

だ
っ
た
が

、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
少

し
自

信
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
笑

顔
も
自

然
に

出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
単

位
が

残
っ
て
お
り
、
試

験
勉

強
で
忙

し
く
、
活

動
が

今
ひ
と
つ
進

ん
で
い
な
い
状

態
だ
が

、
試

験
終

了
後

全
力

集
中

す
る
と
の

前
向

き
な
発

言
が

出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
終

了
後

は
前

向
き
に
活

動
中

。
面

接
も
通

る
よ
う
に
な

り
自
信
が
つ
い
て
き
た
。

2
6
女

職
員
紹
介

す
で
に
１
年

希
望

留
年

し
て
い
る
が

、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

分
か

ら
ぬ

ま
ま
動

い
て
い
る
状

態
で
結

果
は

出
て
い
な
か

っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
進

む
べ

き
方

向
が

見
え
て
き
た
。
将

来
の

目
標

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
ま
ず
は

事
務

職
で
も
い
い
の

正
社
員
で
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
方
向
が
見
え
た
と
い
う
こ
と
で
第

一
ク
ー
ル

で
終

了
し
た
い
と
の

申
し
出

あ
り
。
そ
の
後
前
向
き
に
活
動
中
。

2
7
女

職
員
紹
介

留
学

帰
り
。
８
月

か
ら
留

学
し
た
国

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活

動
し
て
い
た

が
、
対

象
企

業
も
ほ

と
ん
ど
な
く
結

果
が

出
て
い
な
か

っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
本

人
の

こ
だ
わ

り
が

か
な
り
強

く
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は

面
接

準
備

、
確

認
に
と
ど
ま
っ
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
期

間
中

に
志

望
企

業
す
べ

て
不

採
用

と
な
っ
て
し
ま
い
、
む
し
ろ
や

る
気

が
急

速
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
や

め
る
と
い
う
気

持
ち
を

踏
み

と
ど
ま
ら
せ

る
こ
と
で
精

一
杯

の
結

果
と
な
っ
た
。
そ
の

後
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
結

果
活

動
再

開
。
内

定
獲

得
し
活

動
終

了
。

2
8
女

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
掲

示
板

で
声

か
け

公
務

員
か

ら
の

切
り
替

え
第

一
ク
ー
ル

か
ら
継

続
人

見
知

り
が

激
し
く
、
な
か

な
か

自
分

を
出

し
て
く
れ

な
か

っ
た
が

、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

回
数

を
重

ね
る
ご
と
に
徐

々
に
開

示
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
活

動
に
対

し
て
も
少

し
前

向
き
に
な
っ
た
。
正

社
員

の
み

で
は

な
く
契

約
・
派

遣
も
視

野
に
入

れ
な
が

ら
活

動
し
た
と
こ
ろ
、
正

社
員

で
内

定
獲

得
し
活

動
終

了
。

2
9
女

職
員
紹
介

特
定

業
界

の
み

し
か

活
動

し
て
い
な
い
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
（
そ
の
特
定
業
界
）

で
契
約
社
員
と
し
て
採
用
す
る
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、
逃
げ
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い
る
。
親
か
ら
も
反

対
さ
れ

て
い
て
ど
う
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
職

業
選

択
上

の
意

見
を
様

々
な
方

か
ら
聞

け
た
の

が
彼

女
の

収
穫

。
話

を
聞

い
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ

の
満

足
感

は
非

常
に

高
い
が

、
優

柔
不

断
な
性

格
か

ら
決

め
か

ね
て
い
た
が

、
年

明
け
に
決

意
。
ア
ル

バ
イ
ト
先

に
契

約
社

員
と
し
て
入

社
す
る

こ
と
が

決
定

し
活

動
終

了
。

3
0
男

8
月

セ
ミ
ナ
ー
参

加
者

へ
の

メ
ー
ル

特
定

業
界

中
心

に
活

動
し
て
い
た
が

結
果

が
出

ず
、
精

神
的

ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
た

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
自

分
の

考
え
・
や

り
方

に
全

く
自

信
が

も
て
な
か

っ
た
が

、
初

め
て
自

分
の

話
を
肯

定
的

に
聞

い
て
く
れ

た
と
い
う
こ
と
で
急

激
に
変

わ
っ
た
。
目

指
す
方

向
が

定
ま
り
、
自

信
を
も
っ
て
望

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
志

望
業

界
に
内

定
し
活

動
終

了
。

3
1
女

一
斉

メ
ー
ル

特
定

の
専

門
職

に
絞

っ
て
活

動
し
て
い
た
が

、
結

果
は

出
ず
、
活

動
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
自

己
分

析
～

志
望

動
機

ま
で
大

変
ハ

イ
レ
ベ
ル

に
出

来
て
い
た
。
礼

儀
正

し
く
し
っ
か

り
し
て
お
り
全

く
問

題
な
い
状

態
だ
っ

た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は

主
に
面

接
対

策
に
あ
て
た
。
希

望
業

界
・
職

種
に
内

定
し
、
活

動
終

了
。
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性
別

参
加
経
緯

参
加
当
初
の
就
職
活
動
状
況

参
加
状
況

コ
メ
ン
ト

3
2
男

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
掲

示
板

で
声

か
け

内
定
あ
る
が
辞
退
。
資
格
取
得
目
指
そ
う
決
め
た
と
こ
ろ
。

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
数

回
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は

本
人

の
方

向
を
定

め
る
こ
と
は

出
来

な
か

っ
た
。
第

２
ク
ー
ル

は
辞

退
。
し
か

し
こ
の

企
画

へ
の
参
加
が
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
資
格
取
得
で
気
持
ち
は
固
ま
っ
た
。
そ
の
準
備
を
開
始
し
た
。

3
3
女

職
員
紹
介

面
接

が
苦

手
で
活

動
自

体
を
避

け
る
傾

向
に
あ
っ
た
。
数

社
受
け
た
が
結
果
が
出
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
明

る
く
な
っ
て
き
て
、
行

動
を
起

こ
そ
う
と
い
う
気

持
ち
に
は

な
っ
て
き
た
。
本

人
も
認

め
る
先

延
ば

し
ぐ
せ

は
徐

々
に
直

り
活

動
を
地

道
に
し
た
結

果
、
希

望
職

種
に
内

定
し
活

動
終

了
。

3
4
男

職
員
紹
介

2
年

留
年

の
後

、
2
0
0
4
年

９
月

に
卒

業
。
既

卒
求

人
が

少
な
く

困
っ
て
い
た
。

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ミ
ニ
ワ
ー
ク
に
よ
り
面

接
対

策
が

十
分

に
出

来
た
。
新

卒
が

条
件

だ
っ
た
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
親

密
先

に
お
願

い
し
土

俵
に
あ
げ
て
も
ら
っ
た
（
本

人
は

既
卒

）
。
自

信
を
持

っ
て
臨

め
た
た
め
内

定
獲

得
。
活

動
終

了
。

3
5
女

職
員
紹
介

イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
企
業
１
社
の
み
受
け
た
が
結
果
が

出
ず
一

旦
活

動
ス
ト
ッ
プ
。
秋

か
ら
再

開
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
第

二
ク
ー
ル

か
ら
参

加
企

業
と
し
て
の

考
え
方

と
自

分
の

や
り
た
い
思

い
の

折
り
合

い
が

つ
か

ず
悩

ん
で
い
た
が

、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
、
同

じ
よ
う

に
悩

ん
で
い
る
仲

間
が

い
る
の

が
分

か
っ
た
こ
と
で
吹

っ
切

れ
た
。
気

持
ち
が

前
に
向

く
こ
と
で
、
明

る
く
し
っ
か

り
し
た
学

生
の

た
め
結

果
は

す
ぐ
に
出

た
。
内

定
獲

得
し
活

動
終

了
。

3
6
男

一
斉

メ
ー
ル

公
務

員
か

ら
の

切
り
替

え
第

二
ク
ー
ル

か
ら
参

加
か

な
り
緊

張
す
る
タ
イ
プ
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は

大
半

を
面

接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
あ
て
た
。
少

し
ず
つ
よ
く
な
っ
て
き
た
が

、
数

回
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は

限
界

あ
っ
た
。
し
か

し
粘

り
強

く
活

動
を
し
た
結

果
、
非

営
利

団
体

1
社

内
定

。

3
7
男

一
斉

メ
ー
ル

5
月

の
時

点
で
活

動
を
や

め
て
い
た
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
一

度
は

フ
リ
ー
タ
ー
に
決

め
る
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
安

易
に
そ
れ

を
選

択
す
る
こ
と
の

機
会

損
失

に
気

付
く
こ
と
が

出
来

た
。
こ
れ

か
ら
活

動
す
る
気

持
ち
に
な
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
中

。

3
8
女

職
員
紹
介

ロ
ー
ス
ク
ー
ル

へ
の

進
学

を
考

え
て
い
た
が

、
就

職
に
切

り
替

え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
と
に
か

く
迷

っ
て
い
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は

１
回

の
み

だ
っ
た
の

で
、
効

果
は

は
か

れ
な
い
が

、
継

続
し
て
活

動
を
し
た
結

果
、
志

望
業

界
に
内

定
し
活

動
終

了
。

3
9
女

職
員
紹
介

1
社

の
み

受
け
た
だ
け
で
活

動
は

し
て
い
な
い
状

態
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
あ
る
特

定
の

職
種

し
か

考
え
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
話

を
聞

く
と
そ
の

根
拠

は
不

明
確

だ
っ
た
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
か

ら
視

野
を
広

げ
る
こ
と
に
気

付
く
よ
う
な
話

を
し
た
。
自

分
の

こ
と
を
否

定
さ
れ

た
と
受

け
と
り
、
2
回

目
以

降
は

辞
退

。
し
か

し
こ
れ

が
自

分
を
見

つ
め
直

す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
方

向
観

を
見

出
し
、
現

在
活

動
中

。

4
0
男

職
員
紹
介

N
G
O
志

望
の

た
め
就

職
活

動
は

全
く
す
る
気

が
な
か

っ
た
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
確

立
す
る
こ
と
が

出
来

た
。
気

持
ち
の

整
理

が
出

来
た
。
ま
ず
は

就
職

し
て

精
神

的
に
も
経

済
的

に
も
自

立
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ

を
福

祉
の

世
界

で
と
い
う
こ
と
も
固

ま
っ
た
。
前

向
き
に
活
動
中
。

4
1
男

一
斉

メ
ー
ル

留
学

帰
り
　
８
月

か
ら
活

動
第

二
ク
ー
ル

か
ら
参

加
ミ
ニ
ワ
ー
ク
で
面

接
に
対

す
る
心

構
え
が

し
っ
か

り
と
出

来
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
で
人

脈
が

出
来

た
企

業
等

独
自

に
選

考
進

め
て
い
る
が

、
そ
れ

以
外

な
ら
希

望
留

年
す
る
と
決

意
。
方

向
は

定
ま
っ
て
お
り
問

題
な
し
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー

中
。

4
2
女

一
斉

メ
ー
ル

夏
ま
で
は

特
定

業
界

に
絞

っ
て
活

動
し
、
結

果
は

出
な
か

っ
た
。
秋

か
ら
は

視
野

を
広

げ
て
活

動
し
て
い
た
と
こ
ろ
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
ラ
ベ
ル

ワ
ー
ク
の

み
参

加
。
自

分
で
出

来
る
と
い
う
こ
と
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は

希
望

せ
ず
。
志

望
業

界
に
内

定
し
活

動
終

了
。

4
3
男

一
斉

メ
ー
ル

内
定

保
有

し
て
い
た
が

決
め
か

ね
て
い
た
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
ラ
ベ
ル

ワ
ー
ク
で
自

分
の

本
当

の
興

味
に
目

覚
め
、
音

楽
活

動
を
し
た
い
と
の

こ
と
で
、
不

安
に
感

じ
て
い
た
内

定
先

を
辞

退
し
一

旦
は

専
門

学
校

へ
の

進
学

を
決

意
し
た
。
し
か

し
、
考

え
直

し
就

職
活

動
を
再

開
。
現

在
活

動
中

。

4
4
女

一
斉

メ
ー
ル

1
社

内
定

あ
る
が

ど
う
し
て
も
特

定
業

界
に
行

き
た
い
と
い
う

こ
と
で
絞

っ
て
継

続
中

だ
っ
た
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
1
回

の
み

受
け
た
。
面

接
に
備

え
て
模

擬
面

接
を
実

施
し
志

望
動

機
の

整
理

等
を
行

っ
た
。
し
っ
か

り
し
て

い
る
学

生
で
あ
り
、
内

定
獲

得
し
活

動
終

了
。

4
5
男

職
員

紹
介

公
務

員
か

ら
の

切
り
替

え
第

二
ク
ー
ル

か
ら
参

加
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
個

人
相

談
、
ミ
ニ
ワ
ー
ク
を
活

用
し
面

接
準

備
を
し
っ
か

り
し
た
結

果
、
自

信
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

希
望

業
界

に
内

定
し
活

動
終

了
。

4
6
女

一
斉

メ
ー
ル

５
月

以
降

あ
き
ら
め
て
し
ま
い
活

動
停

止
第

二
ク
ー
ル

か
ら
参

加
特

定
業

界
に
固

執
し
て
い
た
が

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
視

野
が

広
が

っ
た
。
結

果
は

出
て
い
な
い
が

前
向

き
に
活

動
中
。

4
7
男

8
月

セ
ミ
ナ
ー
参

加
者

へ
の

メ
ー
ル

公
務

員
か

ら
の

切
り
替

え
第

一
ク
ー
ル

か
ら
継

続
自

信
が

全
く
持

て
な
い
状

態
で
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が

、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
自

己
肯

定
が

徐
々

に
出

来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の

こ
と
に
加

え
第

２
ク
ー
ル

で
は

就
職

に
関

す
る
興

味
が

し
っ
か

り
し
て
き
た
。
消

極
的

な
部

分
が

や
や

残
る
も

の
の

、
あ
き
ら
め
ず
に
活

動
中

。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
中

。

4
8
女

8
月

セ
ミ
ナ
ー
参

加
者

へ
の

メ
ー
ル

特
定

業
界

に
固

執
し
て
い
た
が

結
果

は
出

ず
。
視

野
を
広

げ
な
け

れ
ば

と
は

思
う
も
の

の
目

標
が

設
定

で
き
な
い
状

態
だ
っ
た
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
進

む
べ

き
方

向
が

徐
々

に
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自

分
の

欠
点

も
客

観
視

で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
自

分
に
足

り
な
い
点

・
補

う
べ

き
点

に
対

し
て
の

気
付

き
が

増
え
た
。
自

信
が

出
て
き
た
こ
と
で
、
こ
の

状
態

で
再

度
活

動
し
た
ほ

う
が

い
い
の

で
は

な
い
か

と
の

考
え
も
出

て
き
て
お
り
、
希
望
留
年
が
視
野
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
と
こ
ろ
、
卒

業
す
る
こ
と
を
決

意
。
新

卒
紹

介
派

遣
も
含

め
て
活

動
再

開
。
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性
別

参
加
経
緯

参
加
当
初
の
就
職
活
動
状
況

参
加
状
況

コ
メ
ン
ト

4
9
女

職
員

紹
介

公
務

員
か

ら
の

切
り
替

え
第

一
ク
ー
ル

で
終

了
す
べ

て
の

企
業

の
選

考
か

ら
落

ち
て
し
ま
い
か

な
り
傷

つ
い
て
い
る
状

態
か

ら
の

ス
タ
ー
ト
。
就

職
で
き
な
い
と
い
う
あ
せ

り
を
感

じ
、
自

信
を
失

っ
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
か

な
り
懐

疑
的

だ
っ
た
が

、
信

頼
感

が
醸

成
さ
れ

自
己

開
示

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
交

代
。
そ
の

状
態

で
受

け
た
ミ
ニ
ワ
ー
ク
で
か

な
り
自

己
否

定
さ
れ

た
と
感

じ
て

し
ま
い
、
次

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
会

う
前

に
辞

退
。
そ
の

後
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
と
こ
ろ
、
希

望
職

種
に
内

定
し
活

動
終

了
。

5
0
女

8
月

セ
ミ
ナ
ー
参

加
者

へ
の

メ
ー
ル

保
育

士
志

望
だ
っ
た
が

、
大

卒
な
の

で
就

職
し
な
い
と
い
け

な
い
と
親

に
意

見
さ
れ

あ
き
ら
め
か

け
て
い
た
。

第
一

ク
ー
ル

で
終

了
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
自

分
の

本
当

に
進

み
た
い
道

を
確

信
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
両

親
の

説
得

に
も
成

功
し
、
資

格
取

得
に
向

け
て

専
門

学
校

に
通

い
だ
し
た
。
派

遣
で
事

務
職

を
し
な
が

ら
勉

強
を
し
て
い
く
方

向
に
決

定
。
派

遣
社

員
に
決

定
し
活

動
終

了
。

5
1
女

職
員
紹
介

秋
ま
で
特

定
職

種
に
絞

っ
て
活

動
し
、
結

果
は

出
な
か

っ
た
。
ま
ず

は
正
社
員
事
務
職
で
社
会
人
に
な
り
そ
こ
か
ら
特
定
職
種
を
目
指

す
と
い
う
こ
と
で
方

向
転

換
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
自

分
で
出

来
る
と
い
う
こ
と
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は

せ
ず
継

続
し
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
（
主

に
面

接
対

策
）
。
希

望
職

種
に
内

定
し
決

定
。

5
2
女

8
月

セ
ミ
ナ
ー
参

加
者

へ
の

メ
ー
ル

特
定

業
界

に
絞

っ
て
活

動
し
て
い
た
が

結
果

は
出

ず
。
進

路
変

更
す
べ

き
か

ど
う
か

迷
っ
て
い
た
状

態
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
自

分
の

方
向

性
に
迷

い
が

な
く
な
っ
た
。
自

己
肯

定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
希

望
留

年
を
決

意
し
、
前

向
き
に
活

動
中

。

5
3
女

職
員
紹
介

留
学

帰
り
。
８
月

か
ら
活

動
す
る
も
結

果
は

出
て
い
な
か

っ
た
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
留

学
し
た
国

に
関

わ
る
仕

事
へ

の
こ
だ
わ

り
は

な
く
な
り
、
視

野
を
広

く
も
つ
と
い
う
気

持
ち
に

な
っ
た
。
現

実
吟

味
が

進
ん
だ
。
企

画
終

了
後

希
望

留
年

を
決

意
し
た
と
の

こ
と
。
こ
だ
わ

り
は

な
く
な
っ
た
が

、
あ
ま
り
に
選

択
肢

が
少

な
い
今

の
状

況
で
は

将
来

は
決

め
ら
れ

な
い
と
い
う
の

が
そ
の

理
由

（
留

学
帰

国
後

＝
秋

　
か

ら
の

活
動

だ
っ

た
）
。

5
4
女

キ
ャ
リ
ア
塾
生
か
ら
の
紹
介

特
定

業
界

を
中

心
に
活

動
し
て
い
た
が

、
結

果
が

出
ず
、
や

る
気

自
信

と
も
に
喪

失
し
て
い
た
。

第
一

ク
ー
ル

か
ら
継

続
（
第

二
ク
ー
ル

途
中

で
辞

退
：
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
う
ま
く
い

か
ず
）

第
一

ク
ー
ル

で
は

、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
自

信
が

出
て
き
た
こ
と
、
求

人
情

報
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
こ
と
に

よ
り
活

動
再

開
へ

の
意

気
込

み
が

伺
え
た
。
前

向
き
に
な
っ
て
動

き
出

し
た
。
第

二
ク
ー
ル

で
は

、
面

接
対

策
の

際
、
弱

点
を
指

摘
さ
れ

か
な
り
自

信
を
失

う
。
途

中
辞

退
。
そ
の

後
は

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
と
こ
ろ
1
社

内
定

獲
得

。
活

動
終
了
。

5
5
男

職
員
紹
介

点
で
し
か

活
動

を
し
て
い
な
か

っ
た
（
ほ

ん
の

数
社

し
か

受
け

て
い
な
い
）
。

第
二

ク
ー
ル

か
ら
参

加
こ
の

企
画

を
き
っ
か

け
に
ゆ
っ
く
り
で
は

あ
る
が

点
で
は

な
く
線

で
活

動
を
開

始
。
職

業
に
関

す
る
情

報
・
就

職
活

動
に
関

す
る
情

報
と
も
か

な
り
不

足
し
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
し
1
社

最
終

面
接

ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
が

結
果

出
ず
。
前

向
き
に
活
動
中
。

※
職

員
紹

介
：
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
相

談
に
来

て
い
た
学

生
に
職

員
か

ら
紹

介
※

一
斉

メ
ー
ル

：
進

路
決

定
届

未
提

出
の

4
年

生
に
送

信
※

8
月

セ
ミ
ナ
ー
参

加
者

へ
の

メ
ー
ル

：
8
月

学
内

企
業

研
究

セ
ミ
ナ
ー
参

加
者

で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
名

前
記

入
の

う
え
回

答
し
て
く
れ

た
学

生
に
メ
ー
ル

送
信

＋
℡

フ
ォ
ロ
ー

※
掲

示
板

で
声

か
け
：
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
相

談
に
来

て
い
な
い
（
来

れ
な
か

っ
た
）
が
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
掲
示
板
を
見
て
い
た
学
生
に
声
を
か

け
た

※
キ
ャ
リ
ア
塾
生
か
ら
の
紹
介
：
内
定
者
に
よ
る
就
職

活
動
支
援
企
画
参
加
者
か
ら
紹
介
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大 阪 商 業 大 学 
 

１．学校の概要 

 

学 校 名 大阪商業大学 

区  分 ４年制大学 

所 在 地 大阪府東大阪市御厨栄町４－１－１０ 

設 立 年 １９４９年 

設置学部 大学院：地域政策学研究科地域経済政策専攻（博士課程前期・後期） 

専攻科：商業専攻・経済専攻 

大 学：経済学部、総合経営学部 

学 生 数 大 学：4,530 名（平成 16 年 10 月 22 日現在） 

 

２．学校の特徴 

 

大阪商業大学は「世に役立つ人物の養成」を建学の理念として掲げ、建学理念に基づ

き、以下の４つの教育目標を打ち出している。 

１）思いやりと礼節：国際社会に通じる「思いやりと礼節」をわきまえた責任感の強い

立派な人間 

２）基礎的実学：学習活動に真面目に取り組み、「基礎的実学」を習得した人間 

３）柔軟な思考力：いかなる状況の変化にも対応できる「柔軟な思考力」を保持する人

間 

４）楽しい生き方：困難な状況下でも、常にプラス思考で取り組み、「楽しい生き方」の

できる人間 

すなわち、変化の激しい現代社会において現況と将来を的確に判断し、社会に貢献で

きる人材を養成することを目的としている。 

「即戦力人材」として企業評価も高く、毎年「就職率 90％以上」の実績を残している。 

また、地域経済界や高校との連携が不可欠との問題意識のもと、平成 10 年度より本格

的な起業教育・起業家育成に取り組んでいる。その特徴は、インキュベーション施設や

出資制度による創業者支援を含む総合的な取り組みであること、かつ地域および高校と

連携した取り組みとなっていることであり、「大阪商業大学ビジネス・パイオニアコース」

設置や「大商大ビジネス・アイディアコンテスト」等に実証されるように大きな成果を

あげている。（この取り組みは「地域や高校と連携した起業教育・企業家育成」として、

平成 16 年度文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）」に採択されて

いる。） 

 

３．学生に対するキャリア形成支援の考え方 

 

「自ら考え、目標を立て、行動していける」「大学時代までに習得した知識を知恵に転

換できる」柔軟な思考力を持った人間として、実社会で活躍できるよう、１年次から就
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職課を中心に、「職業意識啓発」「能力開発」のための指導・支援を行っている。 

 

４．学生に対するキャリア形成支援のこれまでの取組概要 
 

＜就職指導＞ 

学生の就職活動を支援するため、各種ガイダンスの実施や個性を重視した個別指導等、

多様な就職指導を展開。 

・ 就職ガイダンス 

１年次から就職に対する知識・意識向上を目的に実施。就職活動が本格化する３年

次においては、ゼミ授業での少人数ガイダンスをはじめとして、基本から実践までの

多様なガイダンスを実施する等、徹底した就職指導を行っている。来年度からは２年

次生を中心として少人数ガイダンスでの指導を徹底していく方針である。 

・ 個別面談（相談） 

学生個人の適性・希望を把握することで適切なアドバイスができるよう努めている。 

個別相談では学年を問わず、幅広い相談に応じている。 

・ 就職模擬試験 

２・３年生を対象に、自己の適性・能力・学力などを学生自身で客観的に判断させ

るために実施。結果は就職指導に活用。 

・ インターンシップ 

企業での就業体験により、就職意識の向上・職業観形成を目指す。 

 

＜就職支援事業＞ 

・ 学内企業セミナー、就職試験対策講座、企業訪問等実施。 

 

同大学においては、キャリア形成支援は、主に就職課が担っているが、３年次のすべ

てのゼミに就職課員が訪問し、教員も交えたガイダンス・保護者用就職ガイドの刊行等

で、大学・保護者が一体となって、学生のキャリア形成を支援している。 

今後は教員との連携をより一層深め、学生の個性を尊重した個別面談を行っていくた

めにも大学を挙げて、「学生のキャリア形成を支援する」者としての資質向上にも取り組

んでいく。 

 

５．キャリア・コンサルタントを活用したキャリア形成支援の試行実施の内容 
 

（１）試行実施の概要 

学生のキャリア形成支援者としての基礎体験講座 

・ キャリア開発支援の意義について、基本的な知識・理念の理解・整理 

・ 傾聴（ロールプレイ）体験 

・ 学生相談の事例検討（グループワーク） 
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＜対象＞ 

学生サービス部門（就職課・教務課・学生課等）職員の希望者２４名 

（教務・入試課３名、企画・広報課３名、図書館２名、学事課３名、学生課５名、

エクステンションセンター２名、就職課６名） 

 

＜目的＞ 

★ 学生のキャリア形成支援者として、より「信頼され親しまれる」存在となるた

め、学生とのコミュニケーションのあり方、学生支援のあり方等について、基

本的な知識・理念を、教職員間で共通のものとする。 

★ 自分自身のコミュニケーションパターンを知り、「傾聴」の基本スキルをロール

プレイで体験学習することで、対学生だけでなく、学校組織における「開かれ

た人間関係作り」に役立てる。 

★ 学生相談の事例検討を行うことで、日々抱えている課題・疑問等について、参

加者で共有する機会を作る。 

★ 自分自身の現状分析・キャリアプランを確認してみることで、「学生支援者」と

して取り組むべき自己の課題に気づく。 

 

＜キャリア・コンサルタントの役割＞ 

◎ 担当キャリア・コンサルタント 各回 ２名 

講義講師、グループワークファシリテーターを務める。 

今回担当のキャリア・コンサルタントは、大学・公的機関・企業等での活動実績

があり、豊富な現場情報を提供できるため、自大学内の情報・知識に偏りがちな教

職員に対して、通常とは異なる問題意識・観点を提示することが可能である。大学

教職員においても、キャリア・コンサルタント資格を取得する者が増えているが、

資格取得講座での学習範囲にとどまっており、学生を含む若年者のキャリア形成支

援において不可欠である「発達支援」（メンタルヘルスを含む）に関する理解・知識

はまだまだ不十分なのが現状である。この点についても、専門知識を有するキャリ

ア・コンサルタントがサポートすることで、本来教職員が持っている支援リソース

（例えば学術的な専門知識、自大学への求人情報、自大学学生の進路選択傾向情報

等）が、より有効に活用されることとなる。キャリア・コンサルタントと教職員は

相互に補完する存在であり、決して競合する存在ではないのである。 

また、本事例の主目的の一つである「学生のキャリア形成支援者自身のキャリア

形成」についても、キャリア・コンサルタントを活用することによって、「大学教職

員」という限定された視点だけでなく、「一人の社会人」としての基本的視点で取り

組むことが可能となる。また、大学組織に対して、教職員のキャリア形成に対する

継続的・総合的支援の必要性を啓発し、そのための具体的取組を提案・実施できる

のも、キャリア・コンサルタントだからこそ、可能なのである。 
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＜カリキュラム内容＞ 

日 程 テーマ＆内容 

12 月 3 日（金） 

18:00～21:00 

1） キャリア形成の基本を学ぶ 

・ キャリア形成の意義について：学生支援の前に「自分のキャリア

を自分できちんと考える」ことの大切さについて、企業等での取

り組み事例を紹介しながら解説、キャリア･カウンセリングの視

点とキャリア・ガイダンス、キャリア・ファシリテーションの視

点との違いについて解説、参考書籍紹介（参考１） 

 

2） コミュニケーションの基本を学ぶ 

① 自分のコミュニケーションパターンを知る 

・ TEG を実施して各自自分のタイプを知る 

・ 実施結果について２～３人単位での話し合い 

話し合い中、キャリア・コンサルタントは各グループを巡回、自

分のタイプ解釈についての質問等に回答 

・ 交流分析・アサーション理論の紹介・解説（講義）：交流分析、

アサーションの理論背景について解説 

 

② アサーション体験実習 

・ 「依頼」と「断り」（２人一組） 

「自治会の役員になってもらう」よう依頼する側とそれを辞退す

る側との２人一組で、３分間で役割交代してロールプレイ。キャ

リア・コンサルタントは、各ペアを巡回。終了後、受講者３名か

ら感想を述べてもらい、それに対して簡単なフィードバックを行

う。 

・ アサーティヴな対応を考える（６人一組） 

２つの事例のうち 1 つを選択し、アサーティヴな対応例をグルー

プで話し合って作成。グループごとに発表。キャリア・コンサル

タントは、各グループを巡回、受講者からの質問等に適宜対応。

 

③ 「傾聴」の基本ロールプレイ 

・ ３人一組でのロールプレイ 

「話し手」「聞き手」「観察者」の３人一組で、キャリア・コンサ

ルタントが用意した課題（５つ）の中から 1 つ選択して、８分間

ロールプレイ。キャリア・コンサルタントは、ロールプレイに入

る前に「傾聴」の基本について、解説。ロールプレイ中は各グル

ープを巡回。ロールプレイ終了後、ロールプレイで気がついた点

についてフィードバックを行い、「リレーション」について解説。

 

④ まとめと振り返り 

・ 本日の研修内容全般を振り返り、受講者からの質問等に回答。 
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12 月 9 日（木） 

18:00～21:00 

学生のキャリア形成支援者としての自己研鑽 

① 学生相談事例検討（グループワーク） 

・ 就職活動についての相談 

・ 学生生活についての相談 

キャリア・コンサルタントが用意した事例について、どのよう

に対応するか、4 つのグループに分かれて各２０分グループでの

話し合いを行う。１回の話し合い終了後、グループごとの発表を

５分ずつ行う。 

キャリア・コンサルタントは話し合いの間、各グループを巡回。

グループ発表終了後、発表内容及び話し合いの時気づいた点につ

いてフィードバックを行い、受講者からの質問等に回答。 

 

② 参加者自身の現状満足分析・キャリアプラン作成を行う（個人ワ

ーク） 

キャリア・コンサルタントが作成したワークシートを用い、受

講者自身の現状における課題・問題意識を文字化・言語化し、そ

れに基づいた自己啓発プランを作成してみることで、自分自身が

自分のキャリア形成について、どの程度取り組めているかを再認

識する。個人作業であるため、キャリア・コンサルタントは前回

講義（「キャリア形成の意義について」）を振り返りながら、再度

自分自身で考え取り組むことの重要性について触れるにとどめ

る。 

 

③ まとめと振り返り 

２回の講座全体の振り返り、受講者からの質問等に回答、今後

の学習についての情報提供を行う。 

 

 

（２）実施結果 

 

ア．参加状況 

１２月３日（金） 出席 ２２名 欠席 ２名 

１２月９日（金） 出席 ２１名 欠席 ３名 

 

イ．参加の感想（別表１参照） 

全体的な傾向として、初回で自分の自我状態を知ることができた（自己理解）こ

とに新鮮さ・面白さを感じ、そこからの気づきを、自己啓発目標とする者、学生対

応等通常業務に活用したいとする者とに二分された。ロールプレイ・グループワー

クを中心とした体験・実践型学習スタイルは好評で、満足感・有意感を表現する感

想が目立つ。講座を通じて意識した問題点・課題については、「傾聴の難しさ」「自

分がいかに話を聴いていなかったか」「大学の考えを持ち込まずに学生の話を聴くこ

との難しさ」「話を聴く時・する時の自分のクセ」等が挙がっており、今まで「でき

ている」「やれている」と思っていたものが、まだまだ問題点を抱えた対応であった
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ことに気づいた者がほとんどであったのは、大きな成果であった。また「全職員が

受講すべき」「いろんな課で話し合えて良かった」「今後継続して学習したい」とい

う感想も多く、キャリア・コンサルタントの継続的関与が期待されるところである。 

 

ウ．意識調査：受講アンケート（別表２参照） 

「学生のキャリア支援とは具体的にどのような事だと考えるか」という設問に対

して、就職を中心とした卒業後の進路選択のサポート及びそれに関する情報提供・

アドバイスという回答内容が目立つ。「長い人生というものをキャリアと考える」「学

生が自分の持っている可能性の豊かさに気づき、その視野及び志の広さで自分のラ

イフプランを考えてみようと思えるように働きかける」のように、大学期における

成長・発達の可能性に言及する回答は少数派である。「学生のキャリア形成支援を行

う時の自分の持ち味・強み」としては、「気長に話が聞ける」「今までの職業経験」

「自分も親である」等、今までの自分の体験に頼る傾向が非常に強い。「学生のキャ

リア形成支援者として一番大切と思われる事はどんな事か」という設問に対しても、

「適切なアドバイスができる」「話を聞きだせる」「指導していく」「答えを出させる」

等、指示的アプローチ志向が強い。「自分自身のキャリアプランについて」は、回答

者 22 名のうち、「明確に決まっている」「ほぼ決まっている」を合わせて５名である

一方、「考えたこともない」「全然決まっていない」が 11 名というところに、大きな

課題があると考えられる。 

以上の回答結果から、キャリア・コンサルタントを活用して、教職員自身のキャ

リア形成意識並びに学生のキャリア形成支援における発達支援の重要性の啓発、キ

ャリア形成支援者としての基礎的スキルトレーニング等を継続実施する必要性の大

きさがうかがわれる。 

 

＊ 参加感想・受講アンケートとも記名式。整理番号は感想・アンケート共通で発行。 

各整理番号の回答は３件とも同一人物の回答。 

 

６．事例担当者の意見 

 

従来「就職課」を中心に進められてきた「学生のキャリア形成支援」を、大学挙げて

の取り組みと位置づけ推進していくためには、教職員の意識啓発がまず必要な課題とな

る。今回、参加申込者募集に際して、学内告知と同時に申込者が集まり、すぐ定員とな

ったため、教員の参加希望を募ることができなかったのは残念であるが、それだけ職員

間の意識レベルが高いということでもあり、今回の実施に際しても、全員が積極的に体

験・学習していた。１回３時間×２回という、時間制約の大きい基礎体験講座であった

が、「学生のキャリア形成支援者としての意識啓発」という実施目的は十分果たせたもの

と考える。実施にあたり、今後の課題と考えられる点を以下に述べる。 

 

1） 職員自身の「キャリアプラン」「キャリア形成意識」が明確でないこと 

「学校」という組織の特殊性のためか、自身のキャリアプランを持ちにくい・考
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えにくい（異動に左右される要素が非常に大きい）状況下にある。今後大学全体で、

教職員個人個人が、自分のキャリア開発を自分の問題として認識して、自発的に取

り組んでいけるように環境整備することが、早急に望まれる。また、就職・教務・

学務等、専門知識・技能を特に必要とする部署においては、「専門職員」の育成に努

める必要がある。ここに「チェンジ･エージェント」としてのキャリア・コンサルタ

ントの貢献が大いに期待される。 

大学も一つの組織であり、学生が「ここで学生生活を送りたい」と考えるような

大学であるためには、組織の構成員である教職員が、自らが所属する組織への愛着・

誇り等を持ち、「活き活きとした仕事人生」を送っていることが重要である。そのた

めにも、大学は教職員に自らのキャリアについて、じっくりと考える機会を是非与

えるべきである。今回の受講感想にも「学生のためというより、まず自分自身にと

って大切な機会であった」という声があったが、「自分自身のキャリア開発を真剣に

考える者が、他者のキャリア開発を支援することができる」（横山哲夫）ことから考

えれば、当然の感想であると言える。 

大学においても経営変革による人員削減・業務集約化は避けがたい動きとなって

おり、教職員は日々の業務に忙殺される状況であるが、このような時だからこそ、

キャリア・コンサルタントのような専門家を活用し、単なるスキルトレーニングの

研修ではなく、内的キャリアへの気づきを促進するようなグループアプローチ、ワ

ークショップのファシリテーションを実体験できる機会を教職員全員に与えること

が強く望まれる。 

 

2） 「学生のキャリア形成支援」についての認識・理解に職員の個人差が大きいこと 

本来、「学生のキャリア形成支援」は、就職関連部署だけでなく、大学全体で取り

組むべき課題であるが、まだまだ「出口重視」の傾向があり、どうしても「就職さ

せる」ことを主眼とした支援が優先されるのは否めない。また、最近大きな課題の

一つとなっている「不本意入学者の学生生活適応支援」においては、学生課が主担

当となっており、事例検討のグループワークにおいて、「このケースは就職課、この

ケースは学生課」と振り分けていたが、必ずしも単独部署だけで支援できるケース

ばかりではないこと、部署間の連携が必要であることを再認識する必要がある。 

1）で記述したように、大学でのキャリア形成支援には、学生が自己の適性・能力

をきちんと認識した上で、生涯にわたる長期的展望に基づいた進路選択を行えるよ

う支援していくことが要求されるが、その前提条件として、学生一人一人が自分の

個性を自覚し、尊重しながら、人間性を成長させていけるよう支援することが挙げ

られる。 

そのために教職員にはまず自分自身の個性（他人との違いや共通点）を理解し、

それを尊重する自覚と姿勢が求められる。 

「自分はどんなことに関心があるのか、どんなことができるのか、どんな価値観

を持っているのか、どんな人生を送りたいと考えているのか」等々の問いに、自ら

の言葉で答えていくこと、これこそが学生時代だからこそじっくりと取り組むこと

ができる課題であり、卒業後の長い仕事人生のスタートを、漫然とではなく、自ら
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選び取ったものと意識づけることを可能にするものである。 

学生のキャリア形成支援に関与する者は、「内的キャリア」の重要性を十二分に認

識していることが必須の前提条件である。このためにも、例えばＣＤＷ（*）のような

「内的キャリア」を重視したキャリアワークショップを体験する機会を、広く周知

することもキャリア・コンサルタントが担える役割の一つである。 

 

＊ ＣＤＷ：NPO 法人日本キャリア・カウンセリング研究会（JCC）が普及活動を行っている内

的キャリアに重点を置いたキャリア開発ワークショップ。多くの民間企業で CDP のコアプ

ログラムとして実施されている。キャリアカウンセラー・キャリアコンサルタントの育成

にも効果的で、雇用能力開発機構のキャリアコンサルタント養成講座、人材開発協会キャ

リアカウンセラー養成講座、テクノファ社キャリアカウンセラー養成コースなどでも実施

されている。 

 

3） 「アドバイス」「指導」志向であること 

学生への支援＝アドバイス、○○させる、自己決定できるよう導く、○○できる

ように指導するという姿勢が根底にあるため、傾聴実習・事例検討において、話の

流れはスムーズであったが、聞き手が一方的に話している時間が多かった。「話し手」

役を経験した職員には、不快感を感じた者もおり、「普段学生はこんな感じを持って

いたのかもしれない」という気づきを表現する者もあった。また、一見学生の話に

耳を傾け、学生の意思を尊重する聞き方をしているようであっても、質問の仕方・

種類、情報提供の内容等に「このように決定してもらいたい」「このように言わせた

い」という、聞き手の意図が強く感じられる応答例が目立った。受講感想にもある

ように、大学職員としての立場上、当然と言えば当然であろう。ここに、今後外部

からのキャリア・コンサルタントが中立的立場で関与する意義が見出される。 

また、当然のことであるが、キャリア・コンサルタントは「ヒューマンスキルの

専門家」として、大学教職員に認識される必要がある。そうでなければ「職員でも

十分担当できる」業務しか担えない、もしくは「それもできない」存在と認識され

てしまい、大学のキャリア・コンサルタント受入を自ら阻害することとなってしま

う。 

この点については、キャリア・コンサルタント自身の自覚と研鑽を切に願うもの

である。 

 

4） 今後継続的学習体制確立の必要があること 

今回の基礎講座は、あくまで契機に過ぎない。カウンセリングスキルのトレーニ

ングは継続学習が不可欠であり、そのための体制・制度整備が強く望まれる。現場

で毎日多数の学生に関わっている教職員にとっては、即効薬的な方策が要求される

ところではあるが、人間の成長・発達を支援する試みは、大学のみならず広く社会

全体と連携しながら、長期的に取り組まねばならない課題であることを、社会に向

けて発信する役割も担っていることを再認識頂きたい。そのためにも、「大学」とい

う枠組み内のマンパワーだけでなく、キャリア・コンサルタントという専門家を活
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用し、多方面との連携を推進していくことが重要である。 

また 3）で述べたように、キャリア・コンサルタントにおいても、単なる就職情

報提供・就職活動スキルのトレーニング技法だけでなく、カウンセリング･スキルを

習得していることが、大学において専門的能力を十分に発揮・活躍するために、不

可欠な要素であると考える。 

大学におけるキャリア・コンサルタントは、学生だけでなく、教職員のキャリア

形成支援も担えるだけの存在であることが期待されるのである。 
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性
は

ど
う

か
？

「
傾

聴
」

に
つ

い
て

は
、

現
在

業
務

の
中

で
行

っ
て

い
る

学
生

対
応

に
つ

い
て

見
直

す
良

い
機

会
と

な
っ

た
。

2
教

務
・

入
試

課
Ｔ

Ｅ
Ｇ

エ
ゴ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
た

こ
と

が
、

と
て

も
面

白
く

興
味

深
か

っ
た

。
３

人
で

話
し

手
・

聞
き

手
・

観
察

者
に

分
か

れ
て

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
し

た
こ

と
が

、
役

に
立

ち
ま

し
た

。

あ
り

ま
せ

ん
。

先
生

が
ど

う
し

て
専

門
に

な
ら

れ
た

の
か

、
お

聞
か

せ
頂

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。

3
教

務
・

入
試

課
欠

席

4
企

画
・

広
報

課
Ｔ

Ｅ
Ｇ

で
自

分
の

自
我

状
態

が
ど

の
よ

う
な

感
じ

に
な

っ
て

い
る

か
が

非
常

に
よ

く
分

か
っ

て
面

白
か

っ
た

で
す

。
ま

た
、

自
分

に
足

り
な

い
部

分
、

伸
ば

せ
ば

よ
く

な
る

部
分

な
ど

、
自

分
な

り
に

考
え

て
、

こ
れ

か
ら

生
活

し
て

い
き

た
い

、
仕

事
ま

で
活

か
せ

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

ど
の

取
り

組
み

も
と

て
も

面
白

く
、

興
味

深
い

も
の

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

。
こ

う
し

た
実

習
を

通
し

た
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
な

ど
も

っ
と

し
た

い
な

ぁ
と

思
い

ま
し

た
。

次
回

の
研

修
も

楽
し

み
に

し
て

い
ま

す
。

5
企

画
・

広
報

課
自

己
分

析
を

し
て

、
自

分
の

長
所

・
短

所
を

再
認

識
で

き
ま

し
た

。
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
、

自
分

の
気

持
を

人
に

伝
え

る
こ

と
や

相
手

の
気

持
を

理
解

す
る

こ
と

の
大

切
さ

を
実

感
し

ま
し

た
。

も
う

少
し

時
間

を
か

け
て

研
修

し
た

か
っ

た
で

す
。

継
続

し
て

研
修

を
受

け
て

み
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

講
師

の
方

の
説

明
が

良
く

分
か

り
ま

し
た

。

6
企

画
・

広
報

課
Ｔ

Ｅ
Ｇ

で
あ

ま
り

人
の

こ
と

を
考

え
て

い
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
っ

て
い

た
と

こ
ろ

が
見

事
に

出
た

の
で

び
っ

く
り

し
た

。
気

を
つ

け
よ

う
と

思
う

。
（

仕
事

上
）

傾
聴

に
関

し
て

は
、

友
人

と
話

す
時

は
で

き
て

い
る

と
思

う
。

大
学

で
も

少
し

勉
強

を
し

た
の

で
、

目
新

し
い

も
の

で
は

な
か

っ
た

。

も
う

少
し

時
間

が
欲

し
か

っ
た

。

7
図

書
館

傾
聴

の
ポ

イ
ン

ト
を

教
え

て
頂

い
た

あ
と

、
実

践
で

き
た

の
で

、
実

感
と

し
て

良
く

分
か

り
ま

し
た

。
研

修
の

構
成

の
流

れ
が

良
く

、
学

習
す

る
の

に
役

立
ち

ま
し

た
。

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

の
時

、
同

じ
設

定
で

も
受

け
止

め
方

に
よ

っ
て

流
れ

が
変

わ
っ

て
く

る
の

で
、

自
分

の
や

っ
て

い
る

事
が

正
し

い
か

ど
う

か
不

安
だ

っ
た

。

先
生

の
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
通

り
、

実
習

は
何

度
で

も
行

っ
て

い
き

た
い

で
す

。
実

戦
に

役
立

て
ら

れ
る

よ
う

、
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

で
す

。

8
図

書
館

・
相

談
者

の
相

談
に

乗
る

こ
と

が
い

か
に

「
ム

ズ
カ

シ
イ

」
か

理
解

で
き

た
よ

う
に

思
う

。
・

相
談

者
か

ら
の

本
音

を
聞

き
だ

す
こ

と
が

大
変

か
良

く
分

か
っ

た
。

な
し

な
し

9
学

事
課

自
己

を
見

直
す

機
会

と
な

り
、

自
分

自
身

い
い

気
持

に
な

れ
ま

し
た

。
今

後
役

立
つ

研
修

が
受

講
で

き
て

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
研

修
は

職
員

全
員

受
講

し
た

方
が

よ
い

と
思

い
ま

し
た

。

そ
の

よ
う

に
感

じ
た

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

も
っ

と
時

間
を

と
っ

て
い

ろ
い

ろ
な

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
し

た
か

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

受
け

て
よ

か
っ

た
と

感
じ

た
研

修
は

少
な

い
と

思
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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1
0
学

事
課

・
実

習
の

中
で

の
「

依
頼

」
と

「
断

る
」

の
練

習
。

相
手

へ
の

説
明

の
中

で
納

得
し

て
も

ら
う

話
し

方
の

難
し

さ
が

分
か

っ
た

。

話
し

方
・

聞
き

方
の

難
し

さ
が

分
か

り
ま

し
た

。
ど

の
よ

う
に

す
れ

ば
う

ま
く

聞
け

て
、

話
せ

る
の

か
、

経
験

が
必

要
と

は
思

う
が

、
簡

単
に

で
き

る
方

法
は

あ
る

の
か

。

1
1
学

事
課

・
ア

サ
ー

テ
ィ

ヴ
な

対
応

を
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
で

心
が

け
ま

し
た

が
、

非
常

に
難

し
い

と
感

じ
ま

し
た

。
・

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

で
自

分
は

「
聴

く
」

つ
も

り
で

話
を

聴
い

て
い

た
が

、
「

分
析

」
を

し
て

い
る

よ
う

に
聴

い
て

い
る

と
の

声
が

あ
っ

た
。

聴
く

こ
と

の
難

し
さ

を
痛

感
し

ま
し

た
し

、
気

づ
き

が
あ

り
ま

し
た

。

ア
サ

ー
テ

ィ
ヴ

な
対

応
は

役
に

立
た

な
い

と
思

っ
た

。
特

に
な

し
。

1
2
学

生
課

エ
ゴ

グ
ラ

ム
に

よ
り

自
分

の
こ

と
が

良
く

分
か

り
、

低
い

も
の

に
対

し
て

は
な

る
べ

く
偏

ら
な

い
よ

う
、

自
分

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

て
い

け
ば

良
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。

ま
た

、
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
の

よ
う

な
実

践
が

あ
り

、
良

か
っ

た
。

聴
い

て
も

ら
う

こ
と

も
、

聴
く

こ
と

も
大

変
難

し
い

。
何

回
も

日
常

の
中

で
取

り
入

れ
、

慣
れ

る
こ

と
が

肝
要

で
あ

る
。

な
し

1
3
学

生
課

保
健

室
で

学
生

の
プ

チ
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
し

た
り

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

と
相

談
・

協
力

し
、

仕
事

を
や

っ
て

い
る

た
め

、
学

生
を

分
析

す
る

こ
と

は
多

い
が

、
自

己
分

析
は

な
か

な
か

で
き

な
い

の
で

、
面

白
か

っ
た

で
す

。

な
し

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
も

う
少

し
で

き
れ

ば
良

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。

1
4
学

生
課

講
師

の
先

生
の

説
明

が
良

く
分

か
り

ま
し

た
。

今
後

の
学

生
指

導
に

非
常

に
役

立
つ

こ
と

と
思

い
ま

す
。

ど
う

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

な
し

来
週

の
講

座
楽

し
み

に
し

て
お

り
ま

す
。

1
5
学

生
課

相
手

の
気

持
を

考
え

た
り

ど
の

よ
う

な
気

持
を

聞
き

入
れ

た
ら

い
い

の
か

、
分

か
っ

た
よ

う
な

気
が

す
る

。
と

て
も

役
に

立
つ

と
思

え
た

の
で

、
役

に
立

た
な

い
と

思
っ

た
こ

と
は

な
い

。
も

っ
と

時
間

が
ほ

し
い

。

1
6
学

生
課

・
エ

ゴ
グ

ラ
ム

の
見

方
・

考
え

方
が

発
見

で
き

た
こ

と
・

キ
ャ

リ
ア

に
つ

い
て

の
視

点
が

拡
が

っ
た

・
「

傾
聴

」
に

つ
い

て
の

技
法

が
特

に
良

か
っ

た
で

す

な
し

・
本

日
の

研
修

で
普

段
気

が
つ

か
な

か
っ

た
こ

と
や

反
省

点
等

が
分

か
り

大
変

良
か

っ
た

で
す

。
特

に
「

傾
聴

」
に

つ
い

て
の

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

が
学

べ
た

こ
と

が
良

か
っ

た
で

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
7
ｴ
ｸ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
欠

席

1
8
ｴ
ｸ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ま

ず
自

分
を

知
る

。
次

に
そ

ん
な

自
分

が
い

い
表

現
を

す
る

方
法

を
知

る
。

そ
れ

か
ら

人
の

気
持

を
聴

く
。

最
後

に
い

ろ
い

ろ
な

立
場

を
や

っ
て

み
る

。
大

変
分

か
り

や
す

く
ま

た
楽

し
か

っ
た

で
す

。
い

つ
も

バ
タ

バ
タ

し
て

い
て

自
分

を
振

り
返

る
余

裕
が

な
か

っ
た

の
で

、
大

変
い

い
機

会
で

し
た

。
た

ま
に

は
こ

の
よ

う
な

時
間

が
必

要
だ

と
思

っ
た

し
、

自
発

的
に

時
間

を
作

っ
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
人

の
気

持
も

本
当

に
大

切
だ

と
実

感
し

ま
し

た
。

な
し

な
し
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1
9
就

職
課

Ｔ
Ｅ

Ｇ
が

面
白

か
っ

た
。

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

が
良

か
っ

た
。

傾
聴

が
難

し
い

。
自

分
の

性
格

が
Ｔ

Ｅ
Ｇ

で
何

と
な

く
分

か
っ

た
の

で
、

聴
い

て
い

な
い

と
い

う
事

が
分

か
っ

た
。

リ
レ

ー
シ

ョ
ン

づ
く

り
を

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

行
い

た
か

っ
た

。

2
0
就

職
課

・
相

談
者

の
話

を
聴

き
な

が
ら

指
導

し
て

き
た

つ
も

り
で

あ
っ

た
が

、
ま

だ
多

く
の

注
意

を
要

す
点

が
自

分
自

身
で

認
識

で
き

た
。

・
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
を

導
入

し
た

講
座

で
あ

っ
た

た
め

、
そ

の
都

度
確

認
し

な
が

ら
認

識
で

き
た

。

難
し

い
と

思
っ

た
点

は
な

し
。

今
少

し
時

間
を

か
け

て
実

施
し

て
ほ

し
か

っ
た

。

2
1
就

職
課

交
流

分
析

に
よ

っ
て

自
我

状
態

、
自

分
が

思
う

自
分

自
身

が
あ

ら
わ

れ
て

い
た

の
で

、
高

め
る

目
標

を
一

つ
で

も
ク

リ
ア

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

自
我

状
態

を
高

め
る

の
は

難
し

い
と

思
い

ま
し

た
。

も
う

少
し

時
間

を
取

っ
て

頂
き

、
じ

っ
く

り
と

研
修

が
受

け
ら

れ
た

ら
と

思
い

ま
す

。

2
2
就

職
課

・
Ｔ

Ｅ
Ｇ

の
結

果
で

自
身

の
自

我
状

態
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

の
で

、
今

後
の

参
考

に
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

・
ア

サ
ー

シ
ョ

ン
の

重
要

性
を

認
識

で
き

ま
し

た
。

こ
の

こ
と

も
今

後
に

役
立

つ
と

思
い

ま
す

。

傾
聴

の
難

し
さ

を
感

じ
ま

し
た

。
も

っ
と

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

の
時

間
が

あ
れ

ば
よ

い
と

思
い

ま
す

。

2
3
就

職
課

“
エ

ゴ
グ

ラ
ム

”
の

結
果

で
自

分
自

身
の

タ
イ

プ
が

分
析

さ
れ

、
良

い
面

・
悪

い
面

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
は

、
今

後
の

学
生

対
応

に
活

か
せ

ら
れ

そ
う

で
す

。
ま

た
、

実
際

に
言

葉
で

表
現

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
気

持
ち

の
上

で
感

じ
る

こ
と

が
体

験
で

き
た

こ
と

は
、

今
後

に
役

立
つ

、
有

意
義

な
も

の
で

し
た

。

実
際

に
グ

ル
ー

プ
討

論
の

際
の

相
談

等
、

難
し

い
も

の
で

し
た

。
自

分
の

実
際

の
課

題
で

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

で
き

れ
ば

、
も

う
少

し
話

も
進

め
や

す
い

も
の

に
な

っ
た

か
も

し
れ

な
い

で
す

。

2
4
就

職
課

Ｔ
Ｅ

Ｇ
テ

ス
ト

、
ア

サ
ー

テ
ィ

ヴ
に

考
え

る
、

自
己

表
現

を
阻

害
す

る
原

因
が

明
確

に
あ

げ
ら

れ
て

お
り

、
そ

れ
を

自
分

自
身

に
あ

て
は

め
て

考
え

る
こ

と
で

少
し

自
分

が
見

え
た

こ
と

。

Ｔ
Ｅ

Ｇ
の

結
果

分
析

。
一

つ
一

つ
の

見
方

は
分

か
っ

た
（

例
：

Ａ
＝

大
人

の
判

断
が

で
き

る
）

が
、

総
合

的
な

見
方

が
分

か
ら

な
か

っ
た

。
（

具
体

的
に

は
Ｆ

Ｃ
と

Ａ
Ｃ

の
数

値
が

全
く

同
じ

だ
っ

た
。

個
々

の
結

果
は

理
解

で
き

た
が

、
２

つ
を

比
較

す
る

と
矛

盾
し

た
結

果
の

よ
う

に
も

思
え

た
。

）

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

の
課

題
が

身
近

に
な

い
も

の
で

（
自

治
会

の
役

員
）

、
話

を
進

め
に

く
か

っ
た

。
い

く
つ

か
、

複
数

の
課

題
を

設
定

し
て

ほ
し

い
。

－   －122



１
２

月
９

日
　

振
り

返
り

感
想

整
理

番
号

所
属

面
白

い
、

役
に

立
つ

と
思

っ
た

こ
と

難
し
い
、
分
か
ら
な
い
、
役
に
立
た
な
い
と
思
っ
た
こ
と

そ
の

他
希

望
・

感
想

・
意

見
な

ど

1
教

務
・

入
試

課
ケ

ー
ス

分
析

で
は

普
段

実
際

の
仕

事
で

直
面

し
て

い
る

よ
う

な
想

定
で

あ
っ

た
が

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
っ

た
場

合
で

は
、

１
人

で
考

え
た

場
合

と
比

べ
て

様
々

な
意

見
が

出
た

こ
と

に
よ

り
、

改
め

て
実

際
の

業
務

の
進

め
方

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

ら
れ

た
。

ワ
ー

ク
１

・
２

に
つ

い
て

は
、

具
体

的
に

ど
の

よ
う

に
継

続
し

、
活

用
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

、
時

間
の

関
係

も
あ

り
、

充
分

に
理

解
で

き
な

か
っ

た
。

２
回

の
研

修
で

行
っ

た
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
今

後
グ

ル
ー

プ
で

の
自

習
も

可
能

な
よ

う
に

、
い

く
つ

か
の

自
習

用
課

題
も

あ
れ

ば
良

い
と

思
う

。

2
教

務
・

入
試

課
自

己
分

析
を

し
た

上
で

、
対

人
関

係
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

の
は

、
面

白
い

と
思

い
ま

し
た

し
、

学
生

と
の

や
り

取
り

に
も

役
に

立
つ

と
思

い
ま

す
。

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

傾
聴

の
中

で
相

手
の

言
っ

た
こ

と
を

繰
り

返
す

と
い

う
こ

と
が

、
技

術
的

な
こ

と
で

是
非

習
得

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

3
教

務
・

入
試

課
欠

席

4
企

画
・

広
報

課
本

日
も

そ
れ

ぞ
れ

の
事

例
を

も
っ

て
、

前
回

や
っ

た
こ

と
の

再
認

識
が

で
き

た
の

で
分

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
。

ま
た

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

し
て

様
々

な
意

見
が

あ
っ

て
面

白
い

と
感

じ
ま

し
た

。
悩

み
な

ど
を

聞
く

際
に

、
そ

の
方

の
話

、
気

持
を

十
分

に
聞

く
こ

と
が

非
常

に
重

要
な

の
だ

と
理

解
で

き
ま

し
た

。
常

日
頃

の
自

分
の

対
応

の
仕

方
、

話
し

方
な

ど
を

今
一

度
思

い
出

し
、

こ
れ

か
ら

に
活

か
せ

て
い

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
「

傾
聴

の
姿

勢
」

大
事

で
す

ね
。

「
自

己
決

定
」

を
し

て
、

本
人

が
納

得
で

き
る

よ
う

に
話

を
聞

い
て

導
い

て
い

く
。

今
回

色
々

勉
強

さ
せ

て
頂

き
、

さ
ら

に
常

に
意

識
し

て
い

な
い

と
難

し
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

ま
た

、
今

後
も

こ
う

し
た

研
修

（
キ

ャ
リ

ア
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
）

を
定

期
的

に
受

け
ら

れ
た

ら
よ

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
ま

た
、

自
分

で
も

そ
う

し
た

機
会

が
あ

れ
ば

積
極

的
に

学
ん

で
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

5
企

画
・

広
報

課
学

生
対

応
の

事
例

ケ
ー

ス
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

で
行

わ
れ

た
内

容
は

、
現

場
で

す
ぐ

に
役

立
ち

そ
う

な
事

ば
か

り
で

大
変

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。

自
分

の
将

来
に

つ
い

て
は

っ
き

り
し

た
プ

ラ
ン

が
な

い
こ

と
を

認
識

し
ま

し
た

。
そ

ろ
そ

ろ
意

識
的

に
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

痛
感

し
ま

し
た

。

学
生

の
た

め
と

い
う

よ
り

自
分

の
た

め
に

必
要

な
研

修
で

し
た

。
今

後
も

こ
の

よ
う

な
機

会
が

あ
れ

ば
積

極
的

に
参

加
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

6
企

画
・

広
報

課
言

葉
し

り
の

問
題

。
話

さ
せ

る
、

言
わ

せ
る

等
、

無
意

識
に

そ
う

い
う

姿
勢

で
聞

い
て

い
る

事
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

。

特
に

な
し

。
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
は

有
意

義
だ

と
思

う
が

、
年

配
の

方
が

ど
う

し
て

の
リ

ー
ド

し
た

が
る

の
か

な
、

と
思

っ
た

。
話

が
脱

線
す

る
と

、
上

下
関

係
が

あ
る

の
で

戻
し

に
く

い
。

学
生

に
対

し
て

、
と

い
う

よ
り

全
て

の
人

と
接

す
る

時
に

必
要

と
さ

れ
る

姿
勢

を
学

べ
ま

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

7
図

書
館

・
就

職
課

、
学

生
課

な
ど

現
場

の
方

の
意

見
を

聞
く

機
会

を
頂

け
た

の
は

大
き

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
・

研
修

を
２

回
に

分
け

て
頂

い
た

こ
と

で
、

１
回

目
に

あ
れ

ほ
ど

感
銘

を
受

け
た

こ
と

も
気

を
つ

け
な

け
れ

ば
忘

れ
て

し
ま

い
が

ち
で

あ
る

こ
と

を
実

感
し

ま
し

た
。

普
段

離
れ

た
セ

ク
シ

ョ
ン

で
、

と
も

す
れ

ば
作

業
に

追
わ

れ
が

ち
な

日
常

な
の

で
、

学
生

支
援

の
意

識
の

薄
さ

を
痛

感
し

ま
し

た
。

そ
ん

な
自

分
が

現
場

の
方

の
発

言
を

集
約

し
て

発
表

す
る

の
は

難
し

か
っ

た
で

す
。

と
も

す
れ

ば
別

の
方

面
に

向
き

が
ち

な
意

識
を

、
本

来
大

学
職

員
と

し
て

不
可

欠
な

学
生

支
援

と
い

う
立

場
に

向
け

さ
せ

て
頂

い
た

貴
重

な
機

会
で

し
た

。
今

後
に

是
非

活
か

さ
せ

て
頂

き
た

い
で

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

－   －123



8
図

書
館

私
は

図
書

館
に

勤
務

し
て

お
り

、
学

生
と

の
接

触
が

少
な

い
の

で
、

余
り

学
生

相
談

に
乗

る
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

今
回

参
加

し
て

、
学

生
相

談
に

乗
る

と
い

う
こ

と
が

非
常

に
「

難
し

い
」

と
い

う
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
現

在
、

大
学

の
係

長
職

の
者

が
中

心
と

な
り

、
成

績
不

良
者

に
対

し
て

面
談

を
行

っ
て

お
り

、
面

談
を

行
う

上
で

非
常

に
参

考
に

な
っ

た
。

な
し

出
来

れ
ば

勤
務

時
間

中
に

研
修

が
行

わ
れ

た
ら

良
か

っ
た

な
～

と
思

い
ま

す
。

9
学

事
課

皆
が

話
し

合
い

、
聴

く
こ

と
の

大
切

さ
が

確
認

で
き

た
。

２
回

の
研

修
を

趣
向

し
、

い
い

研
修

内
容

で
あ

り
、

自
分

自
身

の
人

間
形

成
に

も
つ

な
が

る
も

の
と

考
え

、
繰

り
返

し
実

行
し

て
い

か
な

く
て

は
い

け
な

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

な
し

２
回

と
も

受
講

し
て

良
か

っ
た

と
本

当
に

感
じ

て
い

ま
す

。
機

会
が

あ
れ

ば
ぜ

ひ
も

う
少

し
時

間
を

か
け

て
、

こ
の

研
修

を
受

講
で

き
れ

ば
、

と
思

い
ま

す
。

幼
稚

園
で

は
ど

の
よ

う
な

研
修

内
容

と
な

る
の

で
し

ょ
う

か
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
0
学

事
課

学
生

対
応

時
の

聴
き

方
・

話
し

方
・

考
え

方
が

分
か

り
、

今
後

活
か

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

前
回

も
同

じ
こ

と
を

書
い

た
と

思
い

ま
す

が
、

聴
く

難
し

さ
、

聴
き

出
す

難
し

さ
（

方
法

）
な

し

1
1
学

事
課

ケ
ー

ス
２

の
解

説
時

、
「

学
生

の
答

え
を

自
分

が
思

う
方

向
へ

、
言

わ
せ

る
よ

う
に

し
て

い
な

い
か

」
と

の
話

に
は

ド
キ

ッ
と

し
ま

し
た

。
大

学
を

退
学

し
て

ほ
し

く
な

い
と

い
う

の
は

い
つ

も
思

っ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

残
る

大
学

が
大

商
大

で
あ

れ
ば

一
番

嬉
し

い
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、

ケ
ー

ス
２

の
よ

う
な

相
談

が
あ

っ
た

時
、

そ
れ

を
前

面
に

出
し

て
い

た
と

思
い

ま
す

。
で

も
大

学
職

員
と

し
て

い
る

以
上

、
ま

た
大

商
大

に
勤

め
て

い
る

以
上

、
そ

う
思

う
の

は
当

然
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
→

で
も

そ
れ

が
相

談
す

る
場

合
だ

め
な

の
で

し
ょ

う
！

な
し

満
足

感
が

あ
り

ま
す

。

1
2
学

生
課

今
ま

で
も

学
生

の
相

談
を

受
け

て
い

た
が

、
他

課
や

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

は
行

っ
た

事
が

な
く

、
今

日
グ

ル
ー

プ
の

中
で

、
こ

ん
な

聞
き

方
も

あ
る

の
か

と
分

か
っ

た
。

特
に

自
分

が
こ

う
な

っ
た

ら
良

い
だ

ろ
う

と
思

っ
て

い
な

く
て

も
、

大
学

の
考

え
で

学
生

に
対

応
し

て
い

る
の

が
知

ら
ぬ

う
ち

に
、

言
葉

の
は

し
ば

し
に

出
て

い
る

こ
と

を
気

づ
か

さ
れ

た
。

な
し

グ
ル

ー
プ

で
、

ま
た

他
課

と
一

緒
の

研
修

は
良

い
事

で
あ

る
。

1
3
学

生
課

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

時
に

他
課

（
特

に
就

職
課

）
の

人
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
（

？
）

の
や

り
方

に
つ

い
て

聞
い

た
が

、
一

人
一

人
や

り
方

が
違

う
の

だ
と

い
う

事
を

知
り

、
ま

た
、

そ
の

内
容

を
聞

く
事

が
で

き
た

の
で

良
か

っ
た

。

な
し

私
自

身
は

保
健

室
の

勤
務

な
の

で
、

異
動

は
で

き
な

い
が

職
員

は
や

は
り

数
年

（
３

～
５

年
）

程
度

の
単

位
で

職
場

異
動

し
、

他
課

の
仕

事
内

容
や

学
生

と
の

関
わ

り
等

を
知

る
べ

き
だ

と
思

う
。

私
自

身
は

現
在

も
時

々
行

っ
て

い
る

が
、

他
課

に
行

き
、

色
々

と
質

問
を

す
る

な
ど

し
て

情
報

を
得

て
仕

事
に

活
か

す
と

い
う

事
を

も
っ

と
行

っ
て

い
き

た
い

と
思

う
。
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1
4
学

生
課

前
回

と
同

じ
よ

う
に

講
師

の
先

生
の

説
明

が
分

か
り

や
す

く
非

常
に

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
今

後
の

学
生

指
導

に
役

立
た

せ
る

た
め

に
も

再
度

勉
強

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

別
に

な
し

少
し

時
間

が
少

な
か

っ
た

よ
う

に
思

い
ま

す
。

も
う

少
し

時
間

を
か

け
て

や
っ

て
頂

け
れ

ば
も

っ
と

勉
強

に
な

っ
た

と
思

い
ま

す
。

1
5
学

生
課

相
談

者
の

話
を

「
聴

く
」

っ
て

事
が

大
事

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

人
に

よ
っ

て
考

え
方

が
色

々
あ

り
、

話
を

「
聴

く
」

っ
て

事
は

簡
単

な
よ

う
で

と
て

も
難

し
い

と
思

っ
た

。
私

は
す

ぐ
に

自
分

の
体

験
談

を
言

う
「

く
せ

」
が

あ
る

の
で

す
が

、
今

日
は

「
す

ぐ
に

体
験

談
を

言
わ

な
い

」
と

指
摘

さ
れ

た
の

で
、

な
ぜ

言
っ

て
は

い
け

な
い

の
か

？
と

思
い

ま
し

た
が

、
そ

れ
が

自
分

の
考

え
を

押
し

付
け

て
い

る
っ

て
事

が
分

か
り

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

は
な

る
べ

く
す

ぐ
に

は
言

わ
な

い
よ

う
努

力
し

ま
す

。

1
6
学

生
課

前
回

学
ば

せ
て

も
ら

っ
た

内
容

を
ケ

ー
ス

に
基

づ
い

て
考

え
る

こ
と

で
一

層
理

解
が

深
ま

っ
た

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

何
か

あ
っ

た
時

は
今

回
・

前
回

の
資

料
に

目
を

通
し

て
活

用
す

る
よ

う
に

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

に
つ

い
て

も
自

分
自

身
の

現
状

と
理

想
を

確
認

す
る

の
に

役
に

立
っ

た
よ

う
に

思
い

ま
し

た
。

な
し

２
回

の
研

修
で

色
々

と
勉

強
さ

せ
て

頂
き

ま
し

て
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
学

ん
だ

内
容

を
実

際
の

業
務

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

日
常

で
は

気
づ

か
な

い
点

を
今

回
学

習
出

来
て

良
か

っ
た

で
す

。
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
7
ｴ
ｸ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
欠

席

1
8
ｴ
ｸ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
欠

席

1
9
就

職
課

・
就

職
課

、
学

生
課

な
ど

現
場

の
方

の
意

見
を

聞
く

機
会

を
頂

け
た

の
は

大
き

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
・

自
分

を
あ

る
程

度
客

観
的

に
見

れ
た

こ
と

。
・

リ
レ

ー
シ

ョ
ン

→
問

題
の

把
握

→
目

標
設

定
→

目
標

達
成

の
手

順
が

分
か

っ
た

こ
と

。
・

言
葉

の
表

現
方

法
で

伝
わ

り
方

が
違

う
と

い
う

事
。

・
傾

聴
が

難
し

い
。

ど
の

よ
う

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
オ

ウ
ム

返
し

を
し

、
ど

の
時

点
で

ま
と

め
、

広
い

質
問

を
い

つ
や

る
の

か
が

難
し

い
と

思
っ

た
。

・
テ

ク
ニ

ッ
ク

的
な

部
分

も
知

り
た

い
。

例
え

ば
相

談
者

が
リ

ラ
ッ

ク
ス

で
き

る
服

装
・

色
。

相
談

者
の

心
理

状
態

が
見

分
け

ら
れ

る
手

つ
き

、
言

葉
遣

い
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

な
ど

。

2
0
就

職
課

・
各

課
混

合
で

の
グ

ル
ー

プ
構

成
に

よ
る

話
し

合
い

を
実

施
し

た
点

は
良

か
っ

た
も

の
の

、
就

職
課

で
の

実
態

を
求

め
ら

れ
る

ま
ま

に
説

明
し

て
し

ま
っ

た
事

は
反

省
点

。
・

自
分

自
身

で
今

後
注

意
す

る
必

要
が

あ
る

と
反

省
さ

せ
ら

れ
た

点
は

相
手

を
自

分
の

考
え

に
持

っ
て

い
こ

う
と

し
て

い
る

ケ
ー

ス
が

あ
る

事
で

、
今

後
意

識
し

て
改

善
し

た
い

。

な
し

な
し

2
1
就

職
課

学
生

の
立

場
に

立
っ

て
物

事
を

考
え

、
ア

ド
バ

イ
ス

す
る

こ
と

の
面

白
さ

と
い

う
事

が
認

識
で

き
ま

し
た

。
話

し
合

う
と

い
う

事
の

重
要

性
が

分
か

り
ま

し
た

。

一
人

で
ア

ド
バ

イ
ス

す
る

こ
と

の
難

し
さ

を
痛

感
さ

せ
ら

れ
た

。
（

数
人

で
話

し
合

う
こ

と
の

重
要

性
が

分
か

っ
た

。
）

是
非

こ
の

よ
う

な
講

座
を

こ
の

後
も

開
催

し
て

頂
き

た
い

で
す

。
（

学
内

・
学

外
問

わ
ず

）
本

日
は

ど
う

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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2
2
就

職
課

無
意

識
の

う
ち

に
尋

問
の

よ
う

に
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

こ
と

を
気

づ
か

さ
れ

、
ハ

ッ
と

し
ま

し
た

。
今

日
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
は

難
し

か
っ

た
で

す
！

学
生

相
談

の
際

に
ど

う
し

て
も

答
え

を
導

き
出

そ
う

と
し

て
し

ま
い

が
ち

で
、

か
な

り
の

時
間

を
か

け
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

痛
感

し
ま

し
た

。
し

か
し

、
現

状
を

考
え

る
と

、
我

々
は

日
常

の
業

務
を

抱
え

て
お

り
、

な
か

な
か

時
間

の
確

保
が

困
難

で
・

・
・

・
と

、
つ

い
思

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

２
回

に
わ

た
っ

て
非

常
に

良
い

経
験

を
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

2
3
就

職
課

実
際

の
相

談
業

務
に

お
い

て
、

い
つ

も
は

何
気

な
く

対
話

し
て

い
る

も
の

が
本

日
の

研
修

で
、

今
後

意
識

的
に

話
の

展
開

を
し

て
い

く
事

に
な

る
の

で
は

・
・

・
よ

り
学

生
の

思
い

を
有

効
的

に
引

き
出

し
て

い
け

れ
ば

い
い

と
思

い
ま

す
。

本
日

の
「

相
手

の
口

か
ら

言
わ

せ
る

」
「

引
き

出
す

」
と

い
う

こ
と

を
無

意
識

的
（

自
然

）
に

出
来

る
よ

う
に

す
る

こ
と

は
難

し
い

で
す

が
、

意
識

を
改

め
て

、
実

行
し

て
い

き
た

い
も

の
で

す
。

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

は
色

々
な

事
が

実
相

談
に

お
い

て
の

参
考

に
出

来
る

と
感

じ
ま

し
た

。
大

勢
の

意
見

が
聞

け
た

事
は

有
意

義
で

し
た

。

2
4
就

職
課

先
生

方
の

お
話

か
ら

、
話

を
さ

せ
る

の
で

は
な

く
て

、
話

を
し

て
も

ら
う

、
思

い
を

吐
き

出
し

て
も

ら
う

こ
と

が
大

切
だ

と
い

う
こ

と
の

再
認

識
が

で
き

た
。

ま
た

、
自

己
決

定
が

何
よ

り
の

キ
ー

ワ
ー

ド
で

あ
る

こ
と

も
改

め
て

理
解

し
た

。

し
か

し
、

自
己

決
定

に
導

く
た

め
の

傾
聴

の
コ

ツ
、

や
開

か
れ

た
質

問
と

は
一

体
ど

う
い

う
事

を
聞

け
ば

い
い

の
か

？
（

ど
う

い
う

、
ど

ん
な

具
合

に
、

ど
れ

位
と

い
う

「
ど

う
？

」
が

オ
ー

プ
ン

な
質

問
内

容
の

キ
ー

に
な

る
と

分
か

っ
て

い
て

も
、

そ
の

応
用

、
そ

れ
以

外
の

バ
ラ

エ
テ

ィ
ー

が
分

か
ら

な
い

）
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
も

、
そ

の
発

表
で

も
見

出
す

こ
と

が
出

来
な

か
っ

た
。

自
分

を
見

つ
め

る
良

い
機

会
で

あ
り

、
ま

た
そ

の
楽

し
さ

も
感

じ
と

れ
た

。
人

に
話

を
し

て
も

ら
う

、
ぶ

ち
ま

け
て

も
ら

う
こ

と
の

難
し

さ
が

良
く

分
か

っ
た

。
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別
表
２

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
（

２
４

名
中

２
２

名
提

出
）

整
理

番
号

所
属

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
と

は
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

事
だ

と
考

え
る

か
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
行

う
時

の
自

分
の

持
ち

味
・

強
み

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
者

と
し

て
一

番
大

切
と

思
わ

れ
る

事
は

ど
ん

な
事

か
自

身
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
に

つ
い

て

1
教

務
・

入
試

課
学

生
と

の
対

話
の

中
で

、
学

生
自

身
に

大
学

で
学

ぶ
こ

と
の

意
義

及
び

将
来

の
目

標
を

見
出

せ
る

よ
う

導
き

出
す

こ
と

。

大
学

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

狙
い

に
つ

い
て

、
就

職
後

に
ど

の
よ

う
に

役
立

つ
か

と
い

う
こ

と
と

照
ら

し
合

わ
せ

て
説

明
で

き
る

こ
と

。

学
生

の
通

常
の

会
話

の
中

に
お

い
て

、
学

生
の

考
え

方
や

要
望

を
聞

き
だ

す
こ

と
。

明
確

に
決

ま
っ

て
い

る
（

３
年

後
ぐ

ら
い

）

2
教

務
・

入
試

課
学

生
の

性
格

・
興

味
・

希
望

を
考

慮
し

、
就

職
し

て
仕

事
を

す
る

上
で

、
自

己
実

現
が

果
た

せ
る

よ
う

、
就

職
に

つ
い

て
、

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

。

自
分

自
身

が
社

会
人

で
あ

り
、

母
親

で
も

あ
る

た
め

、
様

々
な

角
度

か
ら

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

学
生

の
興

味
が

持
て

る
こ

と
を

見
つ

け
出

し
、

個
性

を
尊

重
す

る
こ

と
。

ほ
ぼ

決
ま

っ
て

い
る

（
２

０
年

後
く

ら
い

ま
で

）

3
教

務
・

入
試

課
未

提
出

4
企

画
・

広
報

課
学

生
が

日
々

生
活

し
、

学
び

、
社

会
へ

出
て

行
く

に
あ

た
っ

て
、

自
分

で
考

え
、

納
得

で
き

る
よ

う
に

、
大

学
生

活
の

中
の

様
々

な
場

面
で

支
援

し
て

い
く

こ
と

。
（

学
生

の
意

見
、

相
談

に
耳

を
傾

け
、

ま
た

学
生

自
身

が
考

え
る

場
を

提
供

）

自
分

の
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

が
明

確
に

な
く

、
人

生
経

験
も

豊
か

で
な

い
の

で
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

る
こ

と
は

、
ま

だ
ま

だ
無

理
だ

な
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

学
生

が
キ

ャ
リ

ア
形

成
し

て
い

く
上

で
生

じ
る

、
様

々
な

考
え

・
悩

み
な

ど
を

、
広

く
や

わ
ら

か
く

受
け

止
め

る
姿

勢
、

聴
く

姿
勢

は
あ

る
と

思
い

ま
す

。

・
自

分
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
を

し
っ

か
り

と
持

っ
て

い
る

こ
と

・
学

生
の

気
持

ち
・

意
見

を
大

き
な

心
で

聴
く

姿
勢

・
学

生
の

悩
み

に
答

え
ら

れ
る

知
識

を
持

つ
こ

と

自
分

の
こ

れ
か

ら
の

生
き

方
が

ど
の

よ
う

な
も

の
で

あ
れ

ば
い

い
の

か
、

ど
う

な
る

の
か

と
漠

然
と

考
え

た
こ

と
は

あ
り

ま
し

た
が

、
そ

れ
を

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
と

認
識

し
て

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

な
の

で
、

計
画

的
に

考
え

た
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

5
企

画
・

広
報

課
学

生
の

置
か

れ
て

い
る

状
況

を
把

握
し

、
的

確
な

助
言

を
行

い
、

そ
れ

ぞ
れ

の
進

路
選

択
の

手
助

け
を

す
る

こ
と

。

直
接

そ
の

よ
う

な
こ

と
を

し
た

こ
と

が
な

い
の

で
、

良
く

分
か

ら
な

い
が

、
学

生
の

気
持

ち
を

理
解

す
る

よ
う

に
努

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

。

学
生

と
同

じ
目

線
で

考
え

ら
れ

る
、

自
分

の
意

見
を

押
し

付
け

な
い

全
然

決
ま

っ
て

い
な

い

6
企

画
・

広
報

課
学

生
の

希
望

が
は

っ
き

り
し

て
い

る
場

合
に

は
、

そ
の

実
現

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

希
望

が
は

っ
き

り
し

て
い

な
い

場
合

に
は

、
ボ

ン
ヤ

リ
し

た
も

の
の

中
か

ら
学

生
の

「
や

り
た

い
事

」
「

な
り

た
い

自
分

」
を

浮
き

上
が

ら
せ

、
そ

こ
へ

向
か

う
サ

ポ
ー

ト
を

す
る

。
就

職
に

関
す

る
事

の
み

で
は

な
く

、
長

い
人

生
と

い
う

も
の

を
キ

ャ
リ

ア
と

し
て

考
え

る
。

一
般

企
業

へ
の

就
職

希
望

で
あ

れ
ば

、
実

体
験

を
も

と
に

企
業

で
の

実
務

・
求

め
ら

れ
る

人
材

な
ど

ア
ド

バ
イ

ス
で

き
る

。
励

ま
す

の
が

得
意

。
自

分
も

キ
ャ

リ
ア

形
成

で
悩

ん
だ

事
が

あ
り

、
ど

れ
だ

け
重

要
な

事
か

を
身

を
持

っ
て

理
解

し
て

い
る

。

し
っ

か
り

と
夢

を
持

っ
て

い
る

学
生

ば
か

り
で

は
な

い
と

思
う

の
で

、
学

生
の

中
に

あ
る

“
何

と
な

く
こ

ん
な

感
じ

”
と

い
う

も
の

を
き

ち
ん

と
感

じ
と

り
、

そ
れ

を
具

体
化

し
て

い
く

作
業

が
大

切
だ

と
思

う
。

１
に

も
書

い
た

が
人

生
を

創
る

と
い

う
視

点
は

絶
対

に
必

要
で

あ
る

。

明
確

に
決

ま
っ

て
い

る
（

５
年

後
ま

で
）

ほ
ぼ

決
ま

っ
て

い
る

（
５

年
後

～
１

０
年

後
ま

で
）

7
図

書
館

学
生

個
人

の
適

性
を

的
確

に
判

断
し

、
で

き
る

だ
け

多
く

の
適

切
な

選
択

肢
を

検
討

し
、

本
人

が
納

得
で

き
る

選
択

肢
が

で
き

る
よ

う
な

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
努

力
を

す
る

こ
と

で
す

。

図
書

館
と

い
う

大
き

な
強

み
を

持
つ

職
場

で
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

を
担

当
さ

せ
て

頂
き

、
多

く
の

ツ
ー

ル
を

活
用

で
き

る
こ

と
で

す
。

学
生

の
立

場
を

わ
が

事
の

よ
う

に
思

う
こ

と
と

、
客

観
的

な
判

断
を

行
う

こ
と

の
バ

ラ
ン

ス
、

常
に

多
く

の
情

報
を

用
意

で
き

る
よ

う
努

力
を

怠
ら

な
い

こ
と

で
す

。

ほ
ぼ

決
ま

っ
て

い
る

（
異

動
に

な
ら

な
い

限
り

）
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8
図

書
館

こ
れ

か
ら

実
社

会
に

巣
立

っ
て

い
く

学
生

が
、

仕
事

の
こ

と
で

、
又

は
こ

れ
か

ら
の

人
生

で
、

困
ら

な
い

よ
う

に
助

言
・

指
導

を
行

っ
て

い
く

こ
と

。

学
生

に
比

べ
人

生
経

験
が

豊
富

で
あ

る
。

適
切

な
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

こ
と

。
全

然
決

ま
っ

て
い

な
い

9
学

事
課

ま
ず

学
生

と
の

信
頼

関
係

を
形

成
す

る
こ

と
。

そ
し

て
学

生
の

思
い

、
考

え
が

十
分

話
せ

る
よ

う
な

対
応

を
し

て
い

く
、

そ
し

て
目

標
設

定
、

目
標

達
成

に
通

じ
る

よ
う

に
し

て
い

く
こ

と
。

自
分

の
学

生
生

活
で

い
ろ

い
ろ

な
経

験
・

体
験

を
で

き
た

と
思

っ
て

い
る

の
で

、
そ

の
実

体
験

を
踏

ま
え

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
ま

す
。

ま
ず

基
本

と
な

る
リ

レ
ー

シ
ョ

ン
作

り
が

一
番

重
要

で
、

そ
れ

か
ら

始
ま

る
の

で
は

い
か

と
考

え
ま

す
。

無
回

答

1
0
学

事
課

学
生

の
考

え
を

尊
重

し
て

聴
い

て
い

く
。

気
楽

な
感

じ
で

話
が

で
き

る
環

境
作

り
が

で
き

る
気

が
す

る
。

自
分

で
は

自
然

に
話

が
で

き
て

い
る

つ
も

り
で

す
。

聴
く

、
聞

き
出

す
。

話
を

さ
せ

る
、

と
い

う
お

互
い

の
信

頼
関

係
を

作
る

こ
と

。
全

然
決

ま
っ

て
い

な
い

1
1
学

事
課

で
き

る
限

り
い

ろ
い

ろ
な

選
択

肢
を

与
え

、
そ

れ
を

考
え

、
決

定
で

き
る

支
援

。
特

に
キ

ャ
リ

ア
形

成
と

い
う

も
の

を
学

ん
で

き
た

訳
で

も
な

い
の

で
、

た
だ

、
今

ま
で

の
狭

い
人

生
経

験
の

中
で

、
自

分
が

失
敗

し
た

こ
と

や
、

後
悔

し
た

こ
と

な
ど

を
さ

せ
な

い
、

し
て

ほ
し

く
な

い
と

い
う

中
で

の
ア

ド
バ

イ
ス

。
及

び
そ

の
学

生
の

立
場

に
出

来
る

だ
け

立
つ

気
気

持
ち

を
持

つ
こ

と
。

で
も

、
２

日
目

の
研

修
で

、
経

験
談

は
控

え
ま

す
。

そ
の

学
生

が
い

ろ
ん

な
事

を
考

え
選

択
で

き
る

事
を

ア
ド

バ
イ

ス
し

て
あ

げ
る

こ
と

。

日
々

考
え

て
い

る
状

態
で

す
。

1
2
学

生
課

自
分

を
振

り
返

り
、

自
己

を
理

解
・

再
発

見
さ

せ
自

発
的

に
物

事
に

取
り

組
む

よ
う

導
く

こ
と

。
情

報
の

提
供

。

年
の

功
か

な
？

（
経

験
）

　
現

在
ま

で
の

仕
事

か
ら

得
た

ノ
ウ

ハ
ウ

。
学

生
の

価
値

観
を

理
解

、
認

め
（

本
人

を
尊

重
す

る
）

、
自

分
の

考
え

を
押

し
付

け
る

こ
と

な
く

、
自

身
で

決
定

さ
せ

る
こ

と
。

ほ
ぼ

決
ま

っ
て

い
る

（
３

～
４

年
先

ま
で

）

1
3
学

生
課

保
健

室
に

勤
務

す
る

立
場

上
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

と
協

力
し

合
い

、
セ

ラ
ピ

ー
的

な
役

割
と

し
て

接
し

て
い

る
が

、
教

務
・

就
職

等
、

他
部

門
と

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
学

生
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

今
ま

で
数

ケ
所

の
企

業
で

の
勤

務
経

験
が

あ
り

、
ま

た
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

に
つ

い
て

も
学

ん
で

き
た

の
で

、
体

験
談

を
交

え
な

が
ら

、
学

生
の

話
を

十
分

に
聞

い
て

あ
げ

ら
れ

る
。

育
成

（
Ｆ

Ｃ
）

と
し

て
の

支
援

は
他

部
門

の
専

門
担

当
者

に
任

せ
る

が
、

最
近

本
学

で
も

増
え

つ
つ

あ
る

、
精

神
的

に
治

療
（

Ｔ
Ｃ

）
を

必
要

と
す

る
学

生
に

対
す

る
支

援
に

力
を

入
れ

て
い

か
な

け
れ

ば
、

現
在

多
発

し
て

い
る

社
会

的
に

も
問

題
と

な
る

よ
う

な
事

件
が

さ
ら

に
増

え
る

と
思

う
。

ま
た

発
達

生
涯

者
支

援
法

案
も

成
立

し
た

ば
か

り
だ

が
、

法
に

の
っ

と
っ

た
支

援
を

大
学

で
も

充
実

し
さ

せ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

ほ
ぼ

決
ま

っ
て

い
る

（
４

～
５

年
後

ぐ
ら

い
ま

で
）
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1
4
学

生
課

学
生

の
思

い
・

考
え

を
伸

ば
し

て
あ

げ
る

よ
う

に
、

ま
ず

話
を

聞
い

て
あ

げ
る

こ
と

。

学
生

指
導

し
て

い
く

中
で

、
学

生
の

意
見

を
根

気
強

く
聞

い
て

あ
げ

る
こ

と
。

学
生

指
導

し
て

い
く

中
で

、
学

生
の

意
見

・
思

い
を

少
し

で
も

取
り

入
れ

て
や

る
こ

と
。

考
え

た
こ

と
も

な
か

っ
た

が
、

今
後

考
え

な
け

れ
ば

い
け

な
い

。

1
5
学

生
課

学
生

に
と

っ
て

「
損

・
得

」
関

係
な

く
、

適
切

な
指

導
（

ア
ド

バ
イ

ス
）

す
る

こ
と

が
支

援
だ

と
思

っ
て

い
る

。
例

え
ば

学
生

が
カ

ウ
ン

タ
ー

に
来

た
際

、
何

も
言

わ
ず

に
立

っ
て

い
る

学
生

が
い

る
が

、
こ

ち
ら

か
ら

声
を

掛
け

、
対

応
し

た
後

に
、

今
度

は
自

分
か

ら
声

を
掛

け
て

く
だ

さ
い

と
ア

ド
バ

イ
ス

す
る

こ
と

だ
と

考
え

る
。

経
験

は
豊

富
で

は
な

い
が

、
自

分
の

経
験

談
を

話
し

、
ア

ド
バ

イ
ス

す
る

こ
と

が
強

み
だ

と
思

っ
て

い
る

。

適
切

に
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

よ
う

、
豊

富
な

経
験

が
必

要
だ

と
思

っ
て

い
る

。
考

え
た

こ
と

も
な

い

1
6
学

生
課

学
内

の
ル

ー
ル

や
決

ま
り

事
に

つ
い

て
自

分
の

主
観

・
思

い
込

み
に

と
ら

わ
れ

る
こ

と
な

く
、

全
て

の
学

生
に

公
平

に
接

し
て

い
き

、
学

生
に

ル
ー

ル
厳

守
を

基
本

と
し

た
考

え
方

を
指

導
し

て
い

く
こ

と
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

自
分

の
持

ち
味

・
強

み
は

分
か

り
ま

せ
ん

が
、

経
験

が
い

く
ら

か
あ

る
分

、
持

ち
味

に
な

っ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

全
て

の
学

生
に

公
平

に
接

し
て

客
観

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
が

出
来

る
こ

と
が

大
切

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。

全
然

決
ま

っ
て

い
な

い

1
7
ｴ
ｸ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

未
提

出

1
8
ｴ
ｸ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

学
生

自
身

が
考

え
、

思
い

、
行

動
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
。

強
み

：
学

生
の

話
に

耳
を

傾
け

ら
れ

る
（

自
分

に
余

裕
が

あ
る

時
の

み
で

す
が

・
・

・
）

弱
み

：
学

生
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

や
支

援
が

で
き

る
よ

う
な

経
験

や
知

識
が

乏
し

い

第
一

に
学

生
の

目
線

を
大

切
に

す
る

こ
と

。
そ

れ
に

学
生

が
好

き
な

こ
と

。
人

間
が

好
き

な
こ

と
。

自
分

が
好

き
な

こ
と

。

ま
だ

迷
っ

て
い

る
（

自
分

が
ど

ん
な

人
生

を
送

り
た

い
か

。
仕

事
と

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

を
ど

う
と

ら
え

る
か

）

1
9
就

職
課

学
生

自
ら

生
き

る
力

を
持

つ
支

援
を

行
う

。
「

自
分

が
何

を
し

た
い

の
か

」
「

自
分

は
ど

の
よ

う
な

人
間

で
あ

る
の

か
」

な
ど

自
己

理
解

を
一

緒
に

行
い

、
職

業
生

活
設

計
の

た
め

の
ス

テ
ッ

プ
を

一
緒

に
た

ど
る

こ
と

。

私
自

身
が

父
親

で
あ

る
こ

と
。

自
ら

が
転

職
の

経
験

が
あ

る
こ

と
。

採
用

担
当

者
の

眼
で

考
え

方
や

採
用

動
向

の
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

事
。

・
学

生
自

身
が

自
ら

を
理

解
す

る
た

め
の

傾
聴

。
そ

い
て

そ
れ

に
至

る
た

め
の

深
い

信
頼

関
係

を
築

く
こ

と
。

支
援

を
し

て
い

る
自

分
を

客
観

的
に

見
る

こ
と

が
で

き
る

自
分

。

ほ
ぼ

決
ま

っ
て

い
る

（
１

５
年

後
ぐ

ら
い

ま
で

）

2
0
就

職
課

学
生

自
身

の
人

生
に

お
い

て
最

も
重

要
な

事
態

の
選

択
肢

で
あ

り
な

が
ら

、
真

剣
に

考
え

、
取

り
組

め
て

い
な

い
者

が
多

い
。

従
っ

て
今

後
の

自
分

自
身

に
つ

い
て

を
自

ら
考

え
、

判
断

す
る

行
動

の
キ

ッ
カ

ケ
作

り
を

手
助

け
す

る
事

。

一
般

企
業

で
経

験
し

て
き

た
部

下
指

導
及

び
新

入
社

員
教

育
の

知
識

を
活

か
し

て
学

生
の

相
談

や
指

導
を

実
施

で
き

る
。

自
分

自
身

の
考

え
や

体
験

を
学

生
に

押
し

付
け

な
い

よ
う

に
す

る
事

。
人

そ
れ

ぞ
れ

の
考

え
方

、
価

値
基

準
が

あ
る

た
め

、
学

生
本

人
の

考
え

方
を

十
分

に
引

き
出

し
、

理
解

し
た

上
で

相
談

、
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

う
こ

と
が

不
可

欠
。

ま
だ

迷
っ

て
い

る
（

２
年

後
に

定
年

を
迎

え
る

が
そ

の
後

い
か

に
す

べ
き

か
）
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2
1
就

職
課

大
学

生
活

を
送

る
上

で
目

標
を

持
た

せ
、

そ
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
す

る
こ

と
だ

と
考

え
ま

す
。

常
に

学
生

の
立

場
に

立
ち

、
悩

ん
で

い
る

事
や

疑
問

に
思

っ
て

い
る

事
な

ど
を

聞
き

出
す

事
が

で
き

る
と

こ
ろ

だ
と

思
い

ま
す

。

学
生

の
目

線
に

自
分

を
置

き
、

さ
さ

い
な

事
で

も
聞

き
出

し
、

「
・

・
・

し
な

さ
い

」
「

・
・

・
こ

う
す

る
ん

だ
」

な
ど

の
断

言
を

す
る

の
で

は
な

く
、

学
生

自
身

に
答

え
を

出
さ

せ
る

方
向

に
持

っ
て

い
く

こ
と

だ
と

考
え

ま
す

。

ま
だ

迷
っ

て
い

る
（

自
分

の
生

活
信

条
の

あ
い

ま
い

さ
、

子
供

の
将

来
な

ど
）

2
2
就

職
課

職
業

意
識

を
涵

養
す

る
こ

と
。

気
長

に
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

る
点

。
傾

聴
な

ど
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

に
必

要
な

ス
キ

ル
と

寛
容

な
心

。
全

然
決

ま
っ

て
い

な
い

2
3
就

職
課

結
果

と
し

て
“

と
り

あ
え

ず
就

職
で

き
た

”
と

い
う

の
で

は
な

く
、

“
納

得
の

い
く

就
職

が
で

き
た

”
と

な
る

よ
う

手
助

け
し

て
あ

げ
る

こ
と

。
そ

の
た

め
に

、
就

職
観

や
職

業
観

を
持

ち
、

選
択

肢
を

広
げ

ら
れ

た
上

で
、

自
分

で
計

画
す

る
力

が
持

て
る

よ
う

な
環

境
を

与
え

て
あ

げ
る

こ
と

。

同
一

職
場

で
あ

り
な

が
ら

、
全

く
性

質
の

違
う

仕
事

内
容

を
経

験
し

た
こ

と
。

最
も

苦
手

な
分

野
の

仕
事

を
経

験
し

た
こ

と
。

決
し

て
自

分
の

価
値

観
を

押
し

付
け

る
の

で
は

な
く

、
学

生
自

身
の

個
々

の
持

ち
味

を
生

か
し

て
あ

げ
る

こ
と

。

全
然

決
ま

っ
て

い
な

い

2
4
就

職
課

就
職

活
動

の
支

援
も

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

の
一

部
だ

と
思

う
が

、
そ

れ
以

上
に

学
生

が
自

分
の

持
っ

て
い

る
可

能
性

の
豊

か
さ

に
気

づ
き

、
そ

の
視

野
及

び
志

の
広

さ
で

自
分

の
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
を

考
え

て
み

よ
う

と
思

え
る

よ
う

に
働

き
か

け
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

う
。

特
に

低
学

年
に

は
自

分
の

興
味

、
関

心
、

可
能

性
を

広
げ

る
契

機
と

な
る

よ
う

な
活

動
及

び
大

学
生

活
の

提
案

、
ア

ド
バ

イ
ス

も
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
と

し
て

必
要

だ
と

思
う

。

学
生

の
話

を
粘

り
強

く
聞

く
こ

と
、

学
生

の
話

や
対

応
（

態
度

）
を

で
き

る
限

り
マ

イ
ナ

ス
に

と
ら

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
、

就
職

に
関

す
る

生
の

情
報

を
持

っ
て

い
る

こ
と

。

学
生

の
可

能
性

を
支

援
者

が
勝

手
に

決
め

つ
け

た
り

、
潰

し
て

し
ま

わ
な

い
こ

と
。

全
然

決
ま

っ
て

い
な

い
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大学担当者側からの意見 

 

1） 外部キャリア・コンサルタントに依頼して良かった点 

 

本学の職員組織には、専門のキャリア・コンサルタントがおらず、専門的知識に乏しい

状況であったが、学内でもカウンセリングの重要性が問われている時期であったこともあ

り、今回の講師派遣は絶好の機会であった。 
また、就職課以外の職員にも機会を与えてもらえたことも、カウンセリングに関しての

学内的な啓蒙にもつながり、大学としては非常に有意義であったように思う。 
 

 

2） 今後外部キャリア・コンサルタントに要望したい点 

 

感想でも述べているが、今回の導入事例は基本的な導入部分であり、時間的に不十分で

あると感じるので、今回のような事業を今後も継続していただき、本学を事例校として指

定していただければと思う。 

 

 

3） その他自由感想 

 
・ エゴグラム受検やアサーションのロールプレイは、自身のコミュニケーションパター

ンを知るきっかけとなるもので、職場での円滑なコミュニケーションにもつながるもの

であると感じた。 

 

・ 学生相談において重要なことは第一に「リレーション作り」であること。このことは、

悩みを抱えている学生だけでなく、単なる窓口対応や学生指導においても重要であると

いうことを感じた。 

いずれの対応でも、学生と良好な関係（リレーション）を築くことが大切であり、高

圧的な指導では次に来る機会を摘み取ってしまうことにつながるということを念頭にお

いて窓口対応にあたるべきであることを再確認できた。 

 

・ 最終的な決定は学生本人に任せるという大原則を学んだ。講師から「無意識のうちに

我々の都合や希望が作用して、答えを導くことをしていないか？」と問いかけられて気

づいたが、今までの学生対応の場面を振りかえってみると、実際に我々が誘導してしま

っているケースがあるように思う。時間をかけて自己決定させることの重要性を認識し

た。 

 

・ 非常に有意義な研修であったと思う。基礎的な部分ではあったが、「アサ－ション」や

「リレーション作り」の重要性、「傾聴の基本的姿勢」を学んだことは、今後の業務に活

かすことができるし、就職課員以外の受講者もそのことは感じてもらえたように思う。 

しかし、本格的にカウンセリング能力の向上を図るためには、今回の研修だけで十分

であるとは言えず、かなりの時間を要すると感じた。 
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参考１ 

 

２００４ .１２ .３  

 

大阪商業大学 

「学生のキャリア形成支援者」としての基礎体験講座 Ⅰ 

 

１）「支援する」前に「自分のキャリアを考えよう」 

  キャリアとは・・・「仕事人生」 ［10］キャリアとは仕事人生 

 

 

（図表：「キャリア開発/キャリアカウンセリング」生産性出版 ＜参考図＞組織と仕事

と人と心と～日本のキャリア開発のために～ 横山哲夫著 357 頁引用） 

 

 

 キャリア開発とは・・・「仕事を通じての自己実現をめざしていくこと」 

 

「自分のキャリアを考えることのできる人が 他者のキャリアを共に考える

ことができる」 

 

 

２）「支援者」＝生き方・働き方のロールモデル 
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３）「自己責任のもとに自己の能力を発揮できるキャリアの選択ができる」学生 

 

 

 

 

 

（図表：「キャリア開発/キャリアカウンセリング」生産性出版 

第 4 章 組織内でのキャリア開発支援 上田 敬著 248-249 頁引用） 

 

４）「支援者」としての立ち位置 

 

            ［19］面接の３態様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表：「キャリア開発/キャリアカウンセリング」生産性出版 ＜参考図＞組織と仕事

と人と心と～日本のキャリア開発のために～ 横山哲夫著 366 頁引用） 

 

★参考文献：「キャリア開発/キャリアカウンセリング」生産性出版 横山哲夫他編著 

 ＩＳＢＮ－４－８２０１－１８０１－３ 
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追手門学院大学 
 

１．学校の概要 

 

学 校 名 学校法人 追手門学院大学 

区  分 ４年制大学 

所 在 地 大阪府茨木市西安威２-１-１５ 

設 立 年 １９６６年 （追手門学院 創設 １８８８年） 

設置学部 大学院：経済学研究科経済学専攻・経営学専攻（博士課程前期・後期） 

文学研究科心理学専攻・社会学専攻・中国文化専攻・英文学専攻

（修士課程） 

大 学：経済学部、文学部、経営学部、人間学部 

学 生 数 大学院：94 名、大学：6,036 名 （平成 16 年 5 月 1 日現在） 

 

２．学校の特徴 

 

追手門学院大学は幼稚園から大学・大学院までの総合学園高等教育機関として、以下

にあげる人物の養成を目標として、地域社会・国家・国際社会において指導的役割を果

たしうる人物の創造を教育理念・方針としている。 

＜養成すべき人物像＞ 

1. 確固たる個性を持ち、自他の人格を尊重し、節度をわきまえ、社会の秩序と平安

を乱す有形無形の暴力を排除しうる、勇気ある民主的人物。 

2. 美的・倫理的価値に対し、鋭敏で健康な感受性をもち、真に自由な精神と強い意

志を持った責任感のある人物。 

3. 豊かな一般教養を身につけ、深く高い知識と思考力を持って人文、社会ならびに

自然の諸科学の正しい発展に寄与できる人物。 

4. 日本の歴史、文化および芸術に対する深い造詣と、母国語に見識をもつ豊かな表

現力のある人物。 

5. 国際的視野と国際的社会性、および地球的観点を持ち、人類の繁栄に寄与し、社

会に貢献することのできる人物。 

 

３．学生に対するキャリア形成支援の考え方 

 

2003 年４月に就職部を改編してキャリア開発部としてスタートした。従来型の３・４

年生を中心とした就職指導のしくみから学生が４年間を通して、計画的かつ体系的なキ

ャリア形成できるよう、年次ごとの習得目標を設定して、これに対応した進路・就職支

援行事や資格講座を配当した。また、教員と職員スタッフとがより連携を強め、就職意

識形成に関わる職業講座などを系統的に配当して、総合的包括的なキャリア形成支援を

構築した。 
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４.学生に対するキャリア形成支援のこれまでの取組概要 

 

＜キャリア形成支援プログラム概要＞ 

年次 習得目標 就職支援行事 
教学との

連携 
資格取得・各種講座 

その他の

支援行事 

１年生 有 意 義 な 学

生 生 活 を 送

る た め の 動

機付け 

・ 新入生オリエンテー

ション 

・ １年生キャリアスタ

ート 

 ・ 社会人として必要

な基礎能力養成 

・ 公務員等早期対策

が必要な勉強への

取組 

業 界 研 究

懇談会（全

学年対象）

２年生 自 己 理 解 と

職業理解 

・ ２年生進路ガイダン

ス 

キ ャ リ ア

形成論 

・ 早期対策が必要な

勉強への取組 

・ 目指す職業への必

要スキル取得 

プ レ イ ン

タ ー ン シ

ップ 

３年生 就 職 活 動 の

スキル習得 

・ 就職ガイダンス イ ン タ ー

ンシップ 

・ 就職試験対策講座  

４年生 進 路 決 定 と

内 定 後 フ ォ

ロー 

・ 学内企業セミナー 

・ 就職個人相談 

・ 未内定者相談会 

・ 内定取得後フォロー 

 ・ ビジネスにおける

専門知識 

 

 

学生の進路・就職相談には、専門相談員を始め、豊富な経験を持った職員が対応。「学

生と共に考える」サポートを実施。４年間の体系的なキャリア形成支援プログラムとし

て「追大キャリア形成支援プログラム」を用意。教学部門と連携しながら、体系的にキ

ャリア形成を支援。有意義な大学生活を送ることの重要性を認識させることから始まり、

自己理解と職業理解に基づく職業観の醸成までを行う。今後は教学との連携を一層推進

し、早期からの「目的意識」の喚起を促し、きめ細やかな支援体制で、学生個人個人が、

満足した進路選択・決定ができるよう、「自己理解」に重点を置いたカリキュラムも取

り入れていく方針である。 

 

５．キャリア・コンサルタントを活用したキャリア形成支援の試行実施の内容 

 

（１）試行実施の概要 

グループワーク：「働くということについて」 

 

＜対象＞ 

３年次生の希望者（学内就職試験対策講座受講生を中心に募集） 約 40 名 

 

＜目的＞ 

★ 「就職試験対策講座」受講により、基礎学力・一般常識・履歴書・コミュニケ

ーション・ビジネスマナー等の「スキル」を習得した学生に対して、もう一度「自
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分にとって働くことはどういう意味を持つのか」「自分は将来についてどのように

考えているのか」等について、「自分の言葉で語り合う」体験機会を提供すること

で、自己理解・社会人への準備度・職業人意識等を学生自身が確認できるように

する。（確認したことを「自分の言葉で話せる」ようにすることは、相手に「自分

をわかってもらう」ためにはとても大切な要素であることも実体験できる。） 

 

★ ファシリテーターを務めるキャリア・コンサルタント、学生同士間の「やりと

り」を通じて、コミュニケーションスキルの本来の意味を理解できるようにする。

（本来の意味とは、きちんと相手の話を受け止め、きちんと自分の言いたいこと

を伝えることができる、ということである。就職活動中の学生の場合、「上手に話

せたか」という点に関心が向けられがちであるが、話す・聴くの両方ができて初

めてちゃんとしたコミュニケーションが成立する。） 

 学生同士の会話だけでなく、「聴くこと・話すこと」の重要性を認識しているフ

ァシリテーター（キャリア・コンサルタント）と話してみることで、今後のトレ

ーニングの重要性に気づくことができる。 

 

＜キャリア・コンサルタントの役割＞ 

◎ 担当キャリア・コンサルタント １１名 

・全体ファシリテーター役 １名 

・第１部「学園祭役割ゲーム」（志望役割ごとの任意グループで６グループ編成） 

１グループにつきキャリア・コンサルタント１～２名（グループの人数による） 

・第２部「働くことについての話し合い」（１グループ６～７名で４グループ編成） 

１グループにつきキャリア・コンサルタント２名 

全体ファシリテーターのコ・ファシリテーター ２名 

 

このワークショップは「自分が話すこと」＝「自己理解に基づく自己開示・自己

表現」、「他の人の話を聴くこと」＝「他者理解の促進、他者からのフィードバック

による自己理解の促進」を目的としたものである。先述したように、本来のコミュ

ニケーションとはどういうものかを理解しているキャリア・コンサルタントがファ

シリテーターを務めることで、単なる情報交換にとどまらない、より深い「話し合

い・聴き合い」が可能となる。 

特に「働くということ」をテーマとした自由な話し合いの時間である第２部にお

いては、時として参加者の深い内省・自己開示が行われる時があり、そのような場

合、心理面での支援の重要性・難しさを認識しているキャリア・コンサルタントが

ファシリテーターを務めることが、参加者を守り、成長の機会を確保するために、

不可欠な要素である。 
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＜カリキュラム内容＞ 

日 程 テーマ＆内容 

12月 22日(水) 

13:00～17:00 

コミュニケーションスキルトレーニング 

～「働く」と言うことについて話してみよう～ 

 

１部：自己理解のためのワーク：「職業興味探索ゲーム」（グループ

ワーク）（１時間３０分） 

今回のワークショップについて簡単なガイダンスの後、ホランド

の「職業興味領域尺度」を取り入れた「学園祭役割ゲーム」を実施。

各自第１希望～第３希望まで、自分がやりたい役割を選択。選択

した役割ごとにグループを作り、キャリア・コンサルタントがファ

シリテーションして、各グループで話し合い。（その役割を選択した

理由、選択理由に関連した自分の体験等について、参加者が一般論

ではなく、自分の意見・体験を発言できるよう、また参加者の自由

な発言が促進されるよう、キャリア･コンサルタントは、適宜 open 

question を投げかける等、環境設定に配慮。）。第３希望まで話し合っ

たところで、「パーソナリティタイプと職業環境」について、全体フ

ァシリテーター役のキャリア・コンサルタントから解説を行う。そ

の後、その解説シートも参考にしながら、第３希望のグループで、

自分の第１希望～第３希望を振り返った感想を話し合う。キャリア･

コンサルタントは、参加者からの疑問（例：役割ゲームで選択した

役割と自分が実際に志望している職業との差異、自分と他の参加者

との共通点・相違点をどう捉えればいいのか）に、適切に対応する

ことで、参加者自身が、職業に関する自分のキーワード、価値観等

を発見していくプロセスを支援していく。（あくまで、参加者が考え

る・気づくプロセスを支援するのであり、キャリア・コンサルタン

トが「解」を与えるのではないことに注意。） 

 

２部：「働くことについて」（グループでの語り合い・聴き合い） 

（２時間）～「自分のことばで話せる」「人の話を聞ける」よ

うになろう～ 

２部は任意の４グループに分かれ、各グループで「働くことにつ

いて」をテーマとした自由な話し合いを行う。キャリア・コンサル

タントはファシリテーターとして、単なる就職情報交換の場になら

ないよう、配慮しながら話し合いが円滑に進展するよう努める。 

話し合い終了後、「コミュニケーション・スキル」・「ジョハリの窓」

についての解説講義を全体ファシリテーター役のキャリア・コンサ

ルタントから行い、理論背景についての知識・理解ができるように

する。 

その後、学生からの質問等に回答。 
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（２）実施結果 

 

ア．参加状況 

申込 

学部 学科 男子 女子 計 

経済学部 経済学科 14 1 15 

経済学部 国際経済学科 8 0 8 

人間学部 心理学科 0 1 1 

人間学部 社会学科 1 8 9 

文 学 部 英語文化学科 2 4 6 

文 学 部 アジア文化学科 1 3 4 

経営学部 国際経済学科 1 1 2 

経営学部 経営学科 3 7 10 

計  30 25 55 

 

参加 

学部 学科 男子 女子 計 

経済学部 経済学科 7 0 7 

経済学部 国際経済学科 4 0 4 

人間学部 心理学科 0 1 1 

人間学部 社会学科 0 2 2 

文 学 部 英語文化学科 2 1 3 

文 学 部 アジア文化学科 0 2 2 

経営学部 国際経済学科 0 0 0 

経営学部 経営学科 3 3 6 

計  16 9 25 

 

イ．参加の感想（別表参照、２４名提出） 

就職活動を控えた３年生を対象としたセミナーであり、学生の認知・関心を高め

るために「コミュニケーション･スキルトレーニング」という表現を用いたため、「グ

ループ・ディスカッション」を想定して参加した学生もかなりいたようで「想像し

ていた内容と違った」という感想もあるが、結果として「役に立った。面白かった。

みんなの意見が聞けて参考になったし、自分の意見も言えた。また機会があれば参

加したい。」という感想に集約される。むしろ、ディスカッションやディベートでは

「人の考えを途中で止めずに最後まで聞ける場」がないため、他の人の意見を最後

まできちんと聞き、また自分の意見も最後まできちんと聞いてもらうという体験を

したことで、仲間や自分について「新しい発見」があり、満足感・連帯感・感動を

覚えた学生が多い。関西外国語大学の事例でも同様の感想があったが、普段話すこ

とのない関係で、真剣に話し合う時間を持つことが、現代の学生にとっていかに重
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要かが伺われる。同学年・同学部・同性といった、ごく小さな狭い世界の中でしか

コミュニケーションをとろうとしていない学生にとっては、このような機会を設定

することが、非常に効果的である。 

 

ウ．意識調査：受講アンケート（25 名提出） 

設問１ 今まで（ワークショップ以前）に「キャリア」という言葉を聞いたことが

あるか 

・ ある  23 名 

・ ない   1 名 

・ 無回答  1 名     ＊同大学の就職担当部署名称が「キャリア開発課」 

 

参加者の 92％にあたる 23 名が「ある」と回答したが、意味する内容について

は「仕事ができる人・エリート・高級官僚」が 12 名で一番多く、次いで「経験・

今までの過程」が６名。他には「人生」「その人の持つ技能・可能性」「出世する

のに必要な資格・経験」「働くこと」「就職の窓口」が各１名で、全体的に限定さ

れた「外的キャリア」と理解している学生が多い。「キャリア」の意味するところ

をこのようにとらえてしまうと、必然的に「自分たちには余り関係のない言葉」

と思ってしまうのは当然と思われる。 

 

設問２ 今回の講座に参加した理由（複数回答可、25＝100％） 

1） 今後役に立ちそうだったから     88.0％ 

2） 内容が面白そうだったから      24.0％ 

3） いろんな人の意見を聞きたかったから 24.0％ 

4） その他                4.0％ 

「その他回答」内訳：何をしたらいいか分からないので参考になると思っ

て １名 

 

関西外国語大学同様、講座内容は違っても「役に立ちそう」という実利志向が

圧倒的に多い。「いろんな人の意見を聞きたかった」「参考になると思って」とい

う回答も、他人からの「情報収集が役に立つ」という観点からすれば、実利を満

足させるものだと考えられる。 

 

設問３ 大学卒業後の進路（就職･自営･家業手伝い･進学など）は決まっているか 

・ 明確に決まっている 12 名 

・ ほぼ決まっている   4 名 

・ まだ迷っている    5 名 

・ 全然決まっていない  3 名 

・ 無回答        1 名 
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卒業後の進路について「明確に決まっている」「ほぼ決まっている」16 名は「就

職」（職種未定の場合も含めて）という決定をしていた。「まだ迷っている」５名

は、「留学か就職か」で迷っている１名を除いて、就職という進路決定はしている

が、「何をしたらいいのか、自分に本当に合った仕事は何か、本当にその志望会社

でやっていけるのか」という迷いを表明している者である。「全然決まっていない」

３名はもちろんのこと、志望職種まで決定している学生にも、本当の満足度を確

認する上で、個別対応が重要である。 

 

６．事例担当者の意見 

 

本事例の実施にあたっては、当初想定していた参加人数の確保が困難であったが、学

生への告知・募集・当日の運営等、大学ご担当者の多大なご協力・ご支援を頂き、本来

の実施目的を果たせるワークショップ実施が可能となったことに、まず深謝申し上げた

い。 

冬休み前の最終講義日という日程設定で、55 名申込みで参加者 25 名（出席率 45.5％）

という歩留まりについては、通常の就職関連行事とほぼ同程度とはいえ、ワークショッ

プ内容の告知方法、日程設定について、熟考を要するところである。 

実施にあたり、今後の課題と考えられる点を以下に述べる。 

 

1） グループ・ワーク活用効力の周知 

学生を含めた若年者のキャリア形成支援におけるグループ･ワークの有効性につ

いては、本事例カリキュラム提供者であり、全体ファシリテーターを務められた小

野田博之氏（特定非営利活動法人 日本キャリア･カウンセリング研究会理事・事務

局長）のレポートを引用紹介させて頂く。 

「まず、グループ・ワークを用いることは、学生のキャリア発達のレベルがまち

まちであることを考慮すると、今後ますますその必要性が高まることを指摘してお

きたい。なぜならすでに多くの大学で、多数の学生を対象にしたガイダンスや教育

が、学生の理解度の格差が広がりすぎて成立しづらくなっている一方で、個別の対

応をしようにも職員の絶対数が不足していてままならない状況になっているからで

ある。20 人から 30 人程度で実施できるグループ・ワークは、効率という面で大き

なメリットを持つ。 

単に人的な生産性にとどまらない。グループ・ワークはファシリテーター（ある

いはグループ・ワーカー）だけではなく、学生同士が互いの支援者、援助者、促進

者となりながら、またその立場を随時交替しながら進んでいく。このプロセスの中

で、学生自身の自己理解が急速に深まると同時に、きちんと発信をしてきちんと受

信するというコミュニケーションの大切さを体験学習的に理解できるという質的な

効果も大きい。」（小野田博之） 

以上の通り、グループ･ワークの有効性は、実際にグループワークを体験した者に

とっては「自明の理」であるが、未体験者にとっては、その内容も含めて、具体的

なイメージを持つことは、なかなか難しい。学生のグループ･ワークを見学した教職
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員の方々から「学生がこんなに真剣に話せるとは意外」「結構ちゃんと話せるもので

すね」という感想を聞くことが多いが、基本的に学生は「話せる」能力を持ってい

る。今回の参加感想にあったように、「最後まできちんと話させてもらう」機会に恵

まれなかったため、「途中経過」で終了してしまうことが習慣化してしまい、きちん

と話そうという意欲をそがれてしまっただけに過ぎないケースが往々にしてある。 

今回のワークショップでは、コミュニケーションは「傾聴」・「自己理解・自己開

示」・「他者受容・理解」から始まるということを理解しており、併せて学生自身が

本来持っている「能力」を信じて待つことのできるキャリア・コンサルタントがフ

ァシリテーションを行ったことで、学生が「聞かされた」・「言わされた」という受

動的な感想ではなく、「聞けた」・「言えた」という自分自身の「成果」として表現を

していることが特徴的である。 

「聞けなかった」・「言えなかった」場合も、自分自身の課題という捉え方ができ

ているので、今後自分の努力で克服しようという、自発的意欲に結びつくのである。 

キャリア・コンサルタントには、学校関係者に対してこのような現状認識の推進

を図り、グループ･ワークの有効活用の機会を積極的にＰＲしていくことが期待され

る。 

 

2） 継続開催とキャリア・コンサルタントの資質向上の必要性 

参加者の大半が「また参加したい」「何回か繰り返したい」と述べているように、

本ワークショップは一度体験すればそれで終わり、というものではない。今回は同

一大学・同一学年での実施であったが、今後は複数大学での合同開催に若年社会人

を含めて、「学生と社会人が対等に真剣に話せる機会」として継続開催し、「キャリ

ア形成支援の専門家」であるキャリア・コンサルタントがファシリテートすること

で、学生←→社会人の交流が活性化され、実益性を高めていくことが期待できる。 

各大学においては、社会人を招いての業界セミナー、職業人講話等のセミナー・

勉強会を実施しているが、社会人からの一方通行の発信に終わることも多い。１対

多人数形式では、どうしても学生からの自由な発信・相互交流は難しい。「企業説明

会等では、対等でないので自由な発言ができない」という学生のためにも、利害関

係がなく、加えてコミュニケーション･スキルを備えたキャリア・コンサルタントが、

このようなワークショップを実施、グループ・ダイナミクスを十分に活用すること

で、限られた情報・イメージだけで職業選択を行いがちな学生に、自分の内的キャ

リアについて考えるきっかけを与えることができる。実際、このワークショップで

職業選択における自分の価値観に気づき、そこを手がかりに実際の志望職種を検討

し直す学生も毎回必ず出てくる。 

「個人のキャリア開発は仕事を通じてその人らしく成長していくこと」（上田 

敬）であるから、「働くことについて自分の考えを話し、人の考えを聞く」ことは、

「長い仕事人生において、自分はどのように成長していきたいと思っているのか、

他の人はどうか」を確認し合うことに他ならない。この点においても、学生・社会

人を問わず、自分にとっての「定点観測」として、このようなワークショップを体

験することは、自己の成長促進・確認のために、非常に良い機会であると言える。 
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本ワークショップ実施にあたるキャリア・コンサルタントには、グループ･ワーク

のファシリテーターとしての人的・技能的資質が特に要求されるため、キャリア・

コンサルタントにおいても、自分自身の向上のために、研鑽を重ねていくことが必

須である。 

また、いい意味でも悪い意味でも他者からの影響をストレートに受け止めやすい

学生・若年社会人に対しての支援を担う者として、真摯な覚悟で臨むことは最低条

件である。 

このような資質を備えたキャリア・コンサルタントが「キャリア形成支援の専門

家」として十分に活用されることで、このワークショップの有効性は確保されるの

である。 
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別
表

１
２

月
２

２
日

参
加

学
生

振
り

返
り

感
想

№
面

白
い

、
役

に
立

つ
と

思
っ

た
こ

と
難

し
い

、
分

か
ら

な
い

、
役

に
立

た
な

い
と

思
っ

た
こ

と
そ

の
他

希
望

・
感

想
・

意
見

な
ど

1
と

て
も

違
う

人
の

個
性

が
分

か
っ

た
の

で
、

勉
強

に
な

り
、

ま
た

自
分

の
今

の
採

点
が

で
き

ま
し

た
。

な
い

で
す

。
ま

た
、

こ
う

い
う

企
画

を
考

え
て

ほ
し

い
で

す
。

2
自

分
か

ら
見

た
自

分
は

思
っ

た
通

り
だ

っ
た

。
自

分
の

意
思

を
再

確
認

で
き

て
よ

か
っ

た
。

次
は

他
人

の
窓

を
見

れ
る

よ
う

に
努

力
し

ま
す

。

役
に

立
た

な
い

ム
ダ

な
こ

と
は

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

も
う

少
し

自
由

に
話

し
た

か
っ

た
。

ブ
レ

ー
ン

ス
ト

ー
ミ

ン
グ

の
よ

う
に

。

3
さ

ま
ざ

ま
な

意
見

が
あ

り
、

み
な

さ
ん

将
来

の
こ

と
に

つ
い

て
考

え
て

い
る

と
思

い
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
の

就
活

の
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

話
を

相
手

に
伝

え
る

の
が

難
し

か
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
機

会
を

作
っ

て
い

た
だ

き
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

4
初

対
面

の
人

と
話

を
す

る
の

が
苦

手
な

方
な

の
で

、
こ

の
よ

う
な

機
会

で
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
す

る
こ

と
が

で
き

良
か

っ
た

で
す

。
６

つ
の

役
割

の
テ

ス
ト

は
や

は
り

結
果

に
個

人
差

が
で

る
な

と
思

い
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

企
画

は
他

の
人

に
も

た
め

に
な

る
と

思
い

ま
す

の
で

、
や

っ
て

く
だ

さ
い

。

5
ち

が
う

ジ
ャ

ン
ル

の
人

と
話

す
こ

と
に

よ
っ

て
い

ろ
ん

な
観

点
か

ら
物

事
を

見
る

こ
と

が
で

き
、

ち
ゃ

ん
と

自
分

の
こ

と
も

言
え

た
こ

と
。

特
に

な
し

。
も

う
何

回
か

開
い

て
ほ

し
い

。

6
自

分
と

は
違

っ
た

考
え

方
や

価
値

観
を

持
っ

た
人

と
色

々
話

せ
て

楽
し

か
っ

た
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

難
し

さ
（

い
き

な
り

質
問

し
て

い
い

か
と

か
、

こ
ん

な
質

問
し

て
い

い
か

な
と

か
）

ど
ん

ど
ん

こ
の

よ
う

な
場

を
設

け
て

い
っ

て
ほ

し
い

7
人

の
話

を
聞

き
、

プ
ラ

ス
の

面
、

マ
イ

ナ
ス

の
面

が
見

え
た

。
初

対
面

な
の

で
話

を
深

く
突

っ
込

め
な

か
っ

た
。

人
の

話
を

聞
く

の
は

非
常

に
大

切
で

あ
る

。
8
み

ん
な

が
就

職
に

対
し

て
ど

う
思

っ
て

い
る

の
か

分
か

っ
た

こ
と

。
自

己
分

析
が

や
っ

ぱ
り

難
し

い
と

思
っ

た
。

ま
た

で
き

れ
ば

し
た

い
。

9
自

分
と

違
う

考
え

の
人

の
意

見
を

聞
け

た
こ

と
。

少
人

数
で

話
し

た
の

で
、

自
分

の
考

え
が

言
い

や
す

か
っ

た
。

特
に

な
し

。
も

う
ち

ょ
っ

と
質

問
に

対
し

て
、

み
ん

な
が

い
ろ

い
ろ

意
見

を
言

え
る

よ
う

に
し

た
ら

い
い

と
思

い
ま

し
た

。

1
0
今

ま
で

周
り

で
そ

の
よ

う
な

話
を

し
て

い
な

い
の

で
、

今
回

、
生

で
い

ろ
い

ろ
聞

け
て

良
か

っ
た

で
す

。
い

く
つ

も
あ

る
の

で
言

い
に

く
い

で
す

。
同

じ
よ

う
な

こ
と

を
何

回
か

や
っ

て
み

た
い

。

1
1
他

人
の

就
職

活
動

の
状

況
が

聞
け

て
良

か
っ

た
。

特
に

な
し

。
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
み

た
い

な
も

の
を

し
た

か
っ

た
で

す
。

1
2
み

ん
な

の
様

々
な

意
見

を
直

に
聞

け
た

こ
と

。
自

分
が

こ
ん

な
意

見
な

ん
だ

と
い

う
こ

と
を

伝
え

ら
れ

た
こ

と
。

特
に

な
し

。
無

回
答

。

1
3
第

１
部

：
自

分
の

パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
タ

イ
プ

と
職

種
が

知
る

こ
と

が
で

き
て

良
か

っ
た

で
す

。
集

ま
る

グ
ル

ー
プ

も
同

じ
よ

う
な

考
え

の
人

が
い

て
、

面
白

か
っ

た
で

す
。

第
２

部
で

は
、

い
ろ

ん
な

意
見

を
聞

く
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

違
う

価
値

観
を

持
っ

た
人

の
意

見
を

理
解

す
る

こ
と

。
も

っ
と

、
激

戦
な

場
だ

と
思

っ
て

い
た

の
で

、
話

し
や

す
い

雰
囲

気
で

良
か

っ
た

で
す

。
緊

張
し

ま
し

た
。

が
ん

ば
っ

て
い

き
た

い
で

す
。

1
4
色

ん
な

考
え

が
知

れ
た

。
無

回
答

。
無

回
答

。
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1
5
自

分
と

同
じ

立
場

の
人

（
就

活
中

の
学

生
）

の
意

見
や

、
社

会
人

の
意

見
を

聞
く

事
が

で
き

て
良

か
っ

た
で

す
。

特
に

な
い

で
す

。
面

白
か

っ
た

で
す

。

1
6
初

対
面

の
人

と
話

を
し

た
け

ど
、

盛
り

上
が

っ
た

し
お

も
し

ろ
か

っ
た

。
司

会
の

人
が

私
自

身
の

意
見

に
つ

い
て

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た
の

で
、

自
己

理
解

が
で

き
た

。

雑
談

方
向

に
行

っ
て

し
ま

っ
た

時
。

ま
た

機
会

が
あ

れ
ば

や
っ

て
み

た
い

。

1
7
役

に
立

っ
た

。
な

い
よ

。
あ

り
が

と
う

。

1
8
お

も
し

ろ
か

っ
た

！
！

意
外

な
意

見
と

か
も

あ
っ

て
び

っ
く

り
し

た
。

な
し

。
全

て
役

に
立

つ
ハ

ズ
。

ま
た

こ
う

い
う

機
会

が
あ

れ
ば

参
加

し
た

い
。

1
9
同

じ
議

題
で

も
人

そ
れ

ぞ
れ

意
見

が
違

い
、

自
分

と
違

う
意

見
の

人
の

話
で

も
、

共
感

で
き

る
部

分
が

あ
っ

た
こ

と
は

お
も

し
ろ

い
と

思
い

ま
し

た
。

無
回

答
。

無
回

答
。

2
0
人

の
話

が
聞

け
た

。
人

の
話

を
聞

く
こ

と
に

よ
っ

て
違

う
自

分
が

見
れ

た
。

感
動

し
た

。
な

し
。

無
回

答
。

2
1
自

分
一

人
で

考
え

て
い

て
分

か
ら

な
か

っ
た

こ
と

や
、

悩
ん

で
い

た
こ

と
で

、
み

ん
な

の
話

を
聞

け
て

色
々

勉
強

に
な

っ
た

し
、

良
か

っ
た

。

な
い

で
す

、
役

に
立

ち
ま

し
た

。
ま

た
こ

う
い

う
機

会
を

設
け

て
ほ

し
い

で
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

2
2
自

分
が

想
像

し
て

い
た

の
と

は
全

く
違

っ
て

い
た

。
他

の
人

の
意

見
が

聞
け

て
良

か
っ

た
で

す
。

無
回

答
。

無
回

答
。

2
3
自

分
の

考
え

を
言

え
て

良
か

っ
た

。
人

の
考

え
を

途
中

で
止

め
ず

に
最

後
ま

で
聞

け
る

場
が

な
い

の
で

、
よ

く
分

か
っ

た
。

初
対

面
な

ら
で

は
の

緊
張

感
は

や
っ

ぱ
り

苦
手

で
し

た
。

お
も

し
ろ

か
っ

た
で

す
。

次
か

ら
あ

っ
た

ら
ま

た
参

加
し

て
み

た
い

で
す

。

2
4
色

ん
な

学
部

の
人

と
男

女
関

係
な

く
話

せ
て

と
て

も
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

み
ん

な
、

就
職

に
つ

い
て

ち
ゃ

ん
と

考
え

て
い

て
ビ

ッ
ク

リ
し

ま
し

た
。

特
に

な
か

っ
た

で
す

。
ま

た
参

加
し

て
み

た
い

で
す

。
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大学担当者側からの意見 

 
１．外部キャリア・コンサルタントに依頼して良かった点 

少人数参加型のワークショップに対し、多くのコンサルタントの方にサポートしてい

ただいたので、学生一人ひとりにきめ細やかな対応ができた点が良かったと考えてい

る。 
学生にとっても、不慣れな経験で不安を抱きながらの参加であり、自分の話を   しっ

かり受け止めてもらえるという環境で行われたことは、非常に重要な要素であったと

思う。 
 
２．今後外部キャリア・コンサルタントに要望したい点 

みなさんご多忙かとは思うが、もう少し時間をゆったりと取っていただければ、学生

にとっては更に理解が深まるのではないかと思う。 
実際、人前で自分のことを話すということに対してはある程度できたと答えている  
学生でも、自分とは異なる意見や考えを持った相手とどのようにコミュニケーション

をはかればよいのか分からなかったという意見が多く寄せられており、コミュニケー

ションスキルを学ぶうえで、ここをしっかりと理解させたいと考えている。 
 
３．その他の感想 

ワークショップの進め方について具体的に学ぶことができ、キャリア開発課としても

大変参考になった。今後、マスから個への支援を強化していく中で、ワークショップ

という手法を用いて学生自身に考えさせる指導に取り組んでいきたいと考えており、

今回のワークショップの経験を生かしていきたいと考えている。 
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関西外国語大学・同短期大学部 
 

１．学校の概要 
 

学 校 名 学校法人 関西外国語大学 

区  分 ４大・短大併設 

所 在 地 

 

（中宮学舎）大阪府枚方市中宮東之町１６－１ 

（穂谷学舎）大阪府枚方穂谷 1 丁目１０－１ 

設 立 年 １９５３年 

設置学部 

 

 

大 学 院：外国語学研究科（博士課程前期・後期） 

大   学：外国語学部、国際言語学部、（留学生別科） 

短期大学部：（英米語学科、国際コミュニケーション学科） 

学 生 数 

 

大学院：62 名、大学：9,820 名、短期大学部：3,293 名 

（平成 16 年 10 月 1 日現在） 

 

２．学校の特徴 

 

建学の理念に「国際社会に貢献する豊かな教養を備えた人材の養成」と「公正な世界

観に基づき、時代と社会の要請に応えていく実学」を掲げ、半世紀を越えて建学の理念

の具現に努め、特色ある大学づくりを進めている。 

具体的には、1968 年より開始した国際交流が挙げられる。現在では約 30 種類の留学

プログラムのもとに、48 カ国 276 大学と提携、長期・短期留学派遣学生総数 1,400 人、

受け入れ留学生数約 600 人、年間 2,000 人規模の国際交流を展開している。 

平成４年度から大学院・学部・短期大学部に「自己点検・自己評価委員会」を設置、

平成５年「教育研究年報」にまとめ、公表。これに基づき、本格的なカリキュラム改定

を実施。平成８年には「財団法人大学基準協会」の第１回相互評価を受け、以後、教育

内容と方法のあり方、教育設備の充実・改善を中心に鋭意、点検・評価を進めている。 

また「学生による授業に関するアンケート」（授業評価）を、平成９年度より全学生を

対象に毎年実施。授業改善への提言と合わせて、回答分析結果を大学新聞「関西外大通

信」で公表。授業評価は、「学生の自己評価」の設問群を設けることで、学生も授業に取

り組む姿勢を自ら点検・評価している。 

 

３．学生に対するキャリア形成支援の考え方 

 

学生が「自己責任のもとに自己の能力を発揮できるキャリアの選択ができる」ことを

基本的支援方針としている。 

すなわち、良き社会人としての基礎的訓練、自己の能力を発揮できる職業の選択に向

けて自己分析・職業の研究の実施、希望する職業に就くための準備活動などのために入

学早期の時期から各種ガイダンス、講習・講座を準備し、実施している。 

「大学から社会への良きスタート」達成に向けて、キャリアセンターを中心に教員の
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協力も得て、学生の状況に応じた情報提供・指導を実施している。 

 

４．学生に対するキャリア形成支援のこれまでの取り組みの概要 

 

キャリアセンターでは以下の通り実施している。 

 

キャリア形成支援実施実績・予定(延べ回数) 

項目 大学 短大 

キャリアを考える 2 2 
講 演 

企業・業界研究 13 10 

就職ガイダンス 6 6 
ガイダンス 

その他ガイダンス 8 16 

企業説明会 31 10 

講座・講習 25 32 

試験・検査 11 18 

連続講座(有料) 5 1 

計 86 83 

   

62 社 30 社 
平成 16 年インターンシップ派遣数 

133 名 82 名 

 

現状の取り組みが、年次ごとの支援であり、実用性に重点を置いた支援内容が中心と

なっているため、今後新たな展開として、学年横断的な支援並びに「３.学生に対するキ

ャリア形成支援の考え方」に挙げた「学生の自己責任」能力育成のため、「自己理解」→

「自己決定」→「自己責任」という流れの源である「自己理解」支援の取り組みを志向

している。 

これは、４年制・短期大学部併設大学であり、短期大学部から４年制への編入学者が

多いため、短期大学部においては、学生に対して入学時点から「就職か進学か」を明確

に意識化させる必要があり、「短期大学部の２年間」ではなく、「４年制の２年間を短期

大学部で過ごす」という認識でのキャリア形成支援を行う必要があるからである。 

また、「外国語大学」という特徴から、長期留学を志向する学生も多く、異文化社会の

中で自己の発達課題に取り組むためには、日本の社会環境で要求される以上に、「自己理

解」が必要となってくるからである。 

 

５．キャリア・コンサルタントを活用したキャリア形成支援の試行実施の内容 

 
（１）試行実施の概要 

キャリアワークショップ 

今の学生・若者のキーワードである「自分らしさ」をテーマとして 

1) 自己理解・他者理解を深める 
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2) 社会との関わりの中で、将来目指したい「自分像」を描く 

3) 2）の実現のために必要な行動計画を立て実行する 

というプロセスを、個人ワーク・グループワークを通じて体験学習する 

 

＜対象＞ 

大学１～３年次生、短期大学部 １年次生対象に定員 24 名で募集 

参加申込：大学３年次生 11 名、大学２年次生 ６名、短期大学部１年次生 ７名 

計 24 名 

（参加申込後、病気等により３・２年次生 各 1 名辞退） 

 

＜目的＞ 

★「就職準備」だけでなく、進学等も含めた「卒業後の進路設計」を明確にする 

★現在の学生生活への適応力を高める（１～３年生を対象とすることで、「就職活動

支援」だけでなく、それぞれの学年段階での課題解決の支援を行える） 

★自己中心的な「自己実現」でなく、あくまで社会との関わりの中で「自己実現」

していくことが重要であることの認識・理解を促し、職業・社会生活への関心を

高める 

★「行動計画」を立て、実践状況について継続的にフォローすることで、「やり放し」

を防ぎ、身近なレベルでの達成感・自己肯定感を体験する 

 

＜キャリア・コンサルタントの役割＞ 

◎ 担当キャリア・コンサルタント 各回 ２名 

今回担当のキャリア・コンサルタントは、大学生対象のグループワークだけでな

く、企業勤務者・若年求職者・中高校生を対象としたグループワークファシリテー

ションの実績を持っており、「指示を与えて行動させる」のではなく、参加者並びに

グループの「力」を活用したワークショップ実施の意義・重要性を十二分に理解し

た上で、ワークショップを運営できる。学生を含めた若年者への支援においては、

支援する側から「働きかける」ことが確かに必要であり重要ではあるが、過度の「働

きかけ」は「干渉」「指示」「過保護」となり、相手の「自立」を促進するはずが、

「依存」状態を生じさせることが往々にして起こり得る。キャリア・コンサルタン

トはこの点を十分理解しており、相手の自我の成熟度に応じて、適切な対応をする

ことができる。キャリア・コンサルタントはヒューマン･スキルについて、専門的な

理論・実践学習を積んでおり、まだ自我が確立せず不安定な状態にある学生に対し

て、自己理解・他者理解を深める過程で、適切な支援を行うことができる。 

自己理解・他者理解を深めるためのワークショップは、単なる就職活動のテクニ

ック習得のためのワークショップとは、本質的に異なる。「自己を見つめる」という

深い内省は、時として「思い出したくない」事実を見つめ、受け入れる勇気を必要

とする。そのような時こそ、カウンセリング・スキルを習得したキャリア・コンサ

ルタントの真価が発揮されるのである。 

また、知識伝達を目的とする講義とは異なり、ワークショップはそこに参加する
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者それぞれが主体的に体験し、考えていくことを目的としている。そこには当然の

前提として、参加者と運営役であるキャリア・コンサルタントとの間に信頼・協同

関係が成立していなければならない。参加者の感想（詳細は別表参照）に、「真剣に

話を聞いてくれるのでとても話しやすかった」、「丁寧に優しく接して頂いた」とあ

るが、これはキャリア・コンサルタントが単なる「講師」ではなく、参加者自身の

気づき・学びを促進する「ファシリテーター」として、参加者と対等の立場、すな

わち「他者尊重・自己尊重」の姿勢に徹しているからこそである。 

「就職活動」に関する情報が氾濫している現状において、参加者である学生達の

セミナー等への要求・期待水準も高くなっている。言うなれば、「セミナー慣れ」し

た評価基準を持っており、いろんな面で「値踏み」を行っている。今回担当のキャ

リア・コンサルタントは、複数の大学・短大等の学生支援を行っており、フリータ

ー・ニートに属するような若年社会人のキャリア形成支援の実績も持っている。ま

た、企業情報にも通じており、そのような豊富なバックグラウンドを持っているこ

とが、参加者からの信頼を得ることに寄与している。 

キャリア・コンサルティングに関して十分な理論・実践の裏づけを持たない者が、

今回のようなワークショップを運営しても、同等の成果を期待することは難しい。 

参加者の反応・理解度を適切に判断し、カリキュラム内容・実施方法の修正を図

り、個々の参加者からの質問・相談に対して、対処療法的な解を与えるのではなく、

本人が自分で考えて、自分なりの解答にたどりつくプロセスを支援することが必要

だからである。 

そこには「相手の成長の可能性を信頼する」というキャリア・コンサルタントの

人間観が反映される。「マイフェアレディ」ではないが、人間は「あなたなら○○で

きる」と対応されれば、自然と「○○できるようになる」ものである。参加者の自

己肯定感をいかに引き出し、高めていくか、この視点に立った支援こそ、キャリア・

コンサルタントの特性である。 

 

＜カリキュラム内容＞ 

日 程 テーマ＆内容 

11 月 15 日(月) 

17:50～19:50 

★Ｗｈｏ ａｍ Ｉ ？（１）～私を知ろう～ 

①自己紹介＆他己紹介 

・ アイスブレークを兼ねて、まず教室内を自由に歩いて出会っ

た人と自己紹介をし合う。10 分で５人が目標。次に、５番目のペ

アで２人１組となり、他のペア１組とで４人組を作る。４人組に

なったところで、各ペアでそれぞれ自分の相手を他のペアに紹介

する「他己紹介」の形で、グループ内メンバー紹介（10 分）。全

員の紹介が終わったら、自分を紹介してもらった感想をグループ

内で話し合う（10 分）。 

 キャリア・コンサルタントは自己紹介→ペアリング→グループ

作り→他己紹介→話し合いの流れがスムーズに運ぶよう、時間管

理をしながら、適宜フォローに入る。 
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 ②キャリアプランの重要性・意義についてのガイダンス 

・ 「キャリア」の意味、「外的キャリア・内的キャリア」、今

回のワークショップの目的について、キャリア・コンサルタ

ントが解説。（資料１） 

 

③「今の自分」の心のエネルギーを考えてみよう 

・ 自分の「現在の状態」（現在の満足・充実感を考え、その原

因を考えてみる）から、現在及び将来について、問題を感じ

るかどうかを考えてみる。ワークシートに個人作業で記入（15

分）してから、記入した感想について、２～３人単位で話し

合い（５分）。 

 キャリア・コンサルタントはワーク・話し合いについての

ガイダンス（守秘義務の説明等）を行い、個人作業・話し合

いの間、巡回して、質問等に対応。 

 

④「経験」と「気持ち」の棚卸 

・ 小学校～現在までを振り返り、楽しかったこと・辛かった

こと・やりがいを感じたこと等を、ワークシートに記入（個

人作業・20 分）。（資料２） 

 キャリア・コンサルタントはワークについてのガイダンス

を行い、個人作業の間、巡回して、質問等に対応。 

 

⑤まとめと振り返り 

・ 本日のワークショップ全般を振り返り、学生からの質問等

に回答。 

 

11 月 22 日（月） 

17:50～19:50 

★Ｗｈｏ ａｍ Ｉ ？（２）～私を知ろう～ 

①交流分析の考え方に基づく自分の対人関係パターンを知る 

・ TEG を実施、その後結果の見方・交流分析についての簡単

な説明をキャリア・コンサルタントが行う。説明後、TEG の

結果を見た感想を、４～５人単位のグループで話し合う。 

 

②アサーションを知る 

・ アサーション理論の基本的な説明をキャリア・コンサルタ

ントが行い、簡単な応答例を使って、３タイプの応答を考え、

その時の気持ちを考えてみる練習を行う。学生に回答させ、

キャリア・コンサルタントが補足説明を行う。 

・ アサーションのロールプレイ演習（３～４人のグループで、

与えられた４つの課題から１つを選択、アサーティブタイプ、

ノン・アサーティブタイプ、アグレッシブタイプの応答シナ

リオを作る。グループごとに前に出て、演技形式で発表。） 

 キャリア・コンサルタントは、発表までの進行を適宜フォ

ロー、各グループの発表についてフィードバックを行う。 

－151－



 

 ③まとめと振り返り 

・ 本日のワークショップ全般を振り返り、学生からの質問等

に回答。 

 

11 月 29 日（月） 

17:50～19:50 

 

★Ｗｈｅｒｅ ａｍ Ｉ ｇｏｉｎｇ？（1）～未来を創る～ 

①「経験と気持ちの棚卸シート」について（グループワーク） 

・ 11 月 22 日に記入した「経験と気持ちの棚卸シート」を完

成させて持参。それをもとに、記入した内容についての説明・

感想等を４～５人単位のグループで話し合い（40 分）。 

 学生に任意にグループを組ませると、固定メンバーになる

グループが出てきたため、今回の話し合いグループはキャリ

ア・コンサルタントが編成。各学年・専攻が混成されるよう

配慮。初めての顔合わせも多いので、話し合いに入る前に、

各自自分の名札（以降、毎回持参してもらい、胸につけても

らう）を作成。それを見せながらの自己紹介をグループ内で

行う。話し合いの最初に、守秘義務の確認と前回のアサーシ

ョンの考え方を再度説明。話し合い用のメモシートを作成。

 話し合いの間、キャリア・コンサルタントは各グループを

巡回、基本的に介入せず。 

 

②ライフプランを考えてみましょう 

・ 卒業してからの「人生」において、どのようなことが起こ

るか、どのようであればいいか等、「仕事」と「私生活」に分

けてワークシートに記入しながら考えてみる（個人作業・15

分）。キャリア・コンサルタントはワークに入る前に、大学・

短大卒業後「社会との関わり」の中で、責任を担っていく重

要性について、税金・年金問題を例に挙げて説明。続いてワ

ークについてのガイダンスを行い、個人作業の間、巡回して、

質問等に対応。 

 

③「私にとって仕事とは？」（グループワーク） 

・ ①と同じグループで、ライフプランシートを参考にしなが

ら、上記テーマについて話し合いを行う（35 分）。 

 話し合いの間、キャリア・コンサルタントは各グループを

巡回、基本的に介入せず。 

 

④まとめと振り返り 

・ 本日のワークショップ全般を振り返り、学生からの質問等

に回答。 
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12 月 13 日（月） 

17:50～19:50 

 

★Ｗｈｅｒｅ ａｍ Ｉ ｇｏｉｎｇ？（２）～未来を創る～ 

①「やってみたい仕事・やりたくない仕事」 

・ 前回の話し合い（「私にとって仕事とは」）を振り返りなが

ら、自分がやってみたい仕事・やりたくない仕事について、

その理由もあわせてワークシートに記入・整理してみる。記

入後、前回とは違うグループ編成（５～６人単位）で話し合

い（30 分）、結果をグループごとに発表。（資料３） 

 話し合いの間、キャリア・コンサルタントは各グループを

巡回、基本的に介入せず。各グループの発表についてフィー

ドバックを行う。 

 

②「私が大切にしたいこと」・「私の夢」 

・ 今までのワークや話し合いを振り返りながら、①と同じグ

ループで話し合い（30 分）。話し合いの間、キャリア・コン

サルタントは各グループを巡回、話し合いが散漫にならない

よう配慮に務め、脱線状態が長く続いた（６～７分程度）１

グループに介入。 

 

③まとめと振り返り 

・ 本日のワークショップ全般を振り返り、学生からの質問等

に回答。 

12 月 20 日（月） 

17:50～19:50 

★Ｈｏｗ ｃａｎ Ｉ ｇｅｔ ｔｈｅｒｅ？ 

～自分らしく輝くために～ 

①これからの行動目標・実行計画を考えてみましょう 

・ 第 1 回～４回までを振り返って、「社会に出るまで」「社会

に出てから」の区切りで行動目標・実行計画を立ててみる（個

人作業・20 分）。 

 キャリア・コンサルタントはワークについてのガイダンス

を行い、個人作業の間、巡回して、質問等に対応。 

 

②①で作成した自分の行動目標・実行計画を全体発表 

・ 参加者全員（20 人）で、1 つの円を作り、各自自分の行動

目標・実行計画を全員に宣言する形で発表。「この言葉を言っ

てもらったら自分はやる気になれる、頑張ろうと思う気持ち

になれる」という言葉を、各自２つまで「リクエスト」とし

て出してもらい、発表後、全員から言ってもらって、その時

の気持ちを味わってみる（70 分）。 

 キャリア・コンサルタントは、話し合いの進行を行い、全

員の発表終了後、全体的なフィードバックを行う。 

 

③まとめと振り返り 

・ 今回のワークショップ全般を振り返り、「自己理解→自己決

定→自己責任」の流れと、「他者理解」の重要性について解説。

学生からの質問等に回答。 
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（２）実施結果 

 

ア．参加状況 

１１月１５日（月） 出席 ２０名  欠席 ２名 

１１月２２日（月） 出席 ２２名  欠席 ０名 

１１月２９日（月） 出席 ２１名  欠席 １名 

１２月１３日（月） 出席 ２０名  欠席 ２名 

１２月２０日（月） 出席 ２０名  欠席 ２名 

※ 全回出席 １６名 １回欠席 ５名 ２回欠席 １名 

 

イ．参加の感想（別表参照） 

各回の振り返りから主として感じ取れることは以下の４つである。 

 

①満足度の高さ 

今回参加の学生は「自発的参加」であり、最初から参加意欲の高い学生であっ

たが、出席率の高さ（平均 93.6％）からも判断できるように、毎回の講座内容へ

の満足度は極めて高い。「楽しい」「面白い」という表現が多用されているが、毎

回「新しい何か」に出会い、吸収していくことへの期待感・喜びが感じられる。

「就職活動」への意識も高く、「役に立ちそうだから」という講座参加動機も十分

に満足されていると思われる。 

有料の講座であっても、出席率は初回をピークに漸減・激減するのが一般的で

あり、今回のように高い出席率・満足度を確保できたのは、学校ご関係者のフォ

ローに加え、「堅苦しい」「難しい」という学生の先入観を払拭する講座内容・実

施手法を実現できたからである。参加者一人一人と向き合い、相手を尊重すると

いうキャリア・コンサルタントの姿勢が、「話しやすい」「毎回毎回楽しみ」とい

う感想に結びついたと思われる。 

 

②向上意欲・学習意欲の強さ 

参加者全員に共通しているのは、毎回の講座での経験を自分の成長のために活

かしていこうとする、強い向上意欲・学習意欲である。キャリア・コンサルタン

トが特に指示した訳でもないのに、「この結果をこのように活かしていきたい」「夢

を実現するために努力を怠らないようにしたい」等、非常に前向きな反応を示し

ている。また、初回の「自己紹介・他己紹介ワーク」、第２回の「アサーション・

ロールプレイ」、第５回の「言ってもらいたい言葉ワーク」等、初めての体験であ

り、かなり自己開示を必要とするようなワークにも、素早く反応する学生がほと

んどで、ワークショップ運営が非常にスムーズであった。 

「自分の意見を言いやすい穏やかな環境を作ってくださった」「うまくみんなの

気持ちを理解したり、長所を取り上げてくれたりして、私たちのやる気を倍増さ

せてくれました。だからこそ、素直に考えて取り組めた」という感想に示されて

いるように、学生-キャリア・コンサルタントの理想的なリレーション、コラボレ
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ーションが実現できていたと思われる。 

 

③理解力・学習能力の高さ 

②と同様、参加者全員に共通しているのが、各ワークの目的（意図するところ）・

効果を、自分で汲み取ることができるだけの理解力・学習能力である。今回のワ

ークショップでは、第１回の学生の反応・振り返り記入内容から判断して、キャ

リア・コンサルタントはファシリテーターに徹する方針をとった。各ワークにつ

いても、シートの記入方法等、最小限のガイダンスにとどめ、学生からの自発的

な質問を促し、それに回答する方式で実施したが、各回の振り返りをみると、各

ワークの目的等については、学生自身が見事な「気づき」を示している。「こんな

ことをして何の意味があるのか」という疑問に対して、学生自身がきちんとその

解答を導き出している。これは、理解力・学習能力の高さに加えて、参加者全員

が真剣に「自分のことをきちんと理解して、将来に向けて進んでいこう」という

意識を持っているからである。 

このような場合、過度の指導・アドバイスは、参加者の自覚・成長を阻害する

可能性があることを、キャリア・コンサルタントは十分理解し、対応することが

できるのである。 

 

④「話し合い」の効果 

基本的なコミュニケーション能力の高い学生がほとんどであったため、「話し合

い」を積極的に希望する者が多かった。「自分と同じ価値観の人と話すと安心する。

また逆に違う価値観の人がいると発見がある。」という感想は、「話し合い」の効

果を的確に表現している。「話し合い」を通じて、人との違いや共通点を見出し、

自分についての理解を深めていく学生の成長ぶりが実感でき、ワークショップの

効果が確信できる。 

また「普段は話すことのない話題について話す機会があって良かった」「一つの

テーマについて、みんなで熱く語ったり、話し合うことはあまりない」「普段話す

機会のない子たちと話せた」等、周囲に気遣い、内心では「こんな話題について

も話してみたい」「初めての人達と話す機会が欲しい」と思っていても、なかなか

「実行」に移せない、現代の学生気質がうかがわれる感想も目立った。 

今回のようなワークショップを実施することで、学生が本来持っている欲求・

能力を自覚し発揮できる機会が提供されることとなり、各学校が目標としている

「自立した学生」育成が可能となる。そのためにも、グループファシリテーショ

ン・スキルを習得したキャリア・コンサルタントの活用が強く望まれる。 

 

ウ．意識調査：受講アンケート 

設問１ 今まで（ガイダンス以前）に「キャリア」という言葉を聞いたことがある

か 

・ ある  ２２名 

・ ない   ０名   ＊同大学の就職担当部署名称が「キャリアセンター」 
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参加者全員が「キャリア」という言葉は知っていたが、意味する内容について

は「職歴・経歴」が 12 名で一番多く、次いで「仕事」「仕事ができる能力」が４

名。「学業成績のいい人がつく良い職業」「社会的に認知度が高い職業」「何となく

エリートな感じ」という「キャリア官僚」からイメージされたような回答が各１

名。「仕事を続けること」「将来働いて自分を磨いていくこと」「人生における仕事

の積み重ね」という、個人の価値観が反映されたような回答が各１名あり、まだ

多少バラツキを感じる回答内容であった。 

 

設問２ アルバイト経験について 

・ 現在している           １３名 

・ 現在はしていないがしたことはある  ９名 

・ したことがない           ０名 

 

学生にとって最も身近な「仕事経験」であるアルバイトは、全員が経験してい

た。勤務形態は単発アルバイトや期間限定アルバイトも含めて様々であり、職種

は接客業・家庭教師・塾講師が代表的だが、工場での軽作業・書店の棚卸・巫女

等、単発アルバイトで「変わった仕事」を経験している学生もいた。将来の進路

選択につながるアルバイトを経験している学生は１名（教師志望で塾講師アルバ

イト経験）のみのようだが、フライトアテンダント志望で、飲食店等で接客して

いるのも「機内サービスの実務訓練」に結びつくとも言える。全体的には「アル

バイトはアルバイト」と割り切っているようである。 

 

設問３ 今回の講座に参加した理由（複数回答可、22＝100％） 

1) 今後役に立ちそうだったから     ９５．５％ 

2) 内容が面白そうだったから      ３１．８％ 

3) いろんな人の意見を聞きたかったから ３１．８％ 

4) その他               １３．６％ 

「その他回答」内訳：就活の役に立ちそう、グループワークで人見知りを

治したい、自分を見直す 各１名  

 

この回答内容からも「実利」を期待していることが判る。無償講座への参加継

続は、講座内容への満足度次第であることからも、カリキュラム作成～実施まで、

キャリア・コンサルタントの専門能力に期待されるものは大きい。 

 

設問４ 大学卒業後の進路（就職･自営･家業手伝い･進学など）は決まっているか 

・ 明確に決まっている ４名 

・ ほぼ決まっている  ８名 

・ まだ迷っている   ８名 

・ 全然決まっていない ２名 
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卒業後の進路について「明確に決まっている」「ほぼ決まっている」12 名は「就

職」（職種未定の場合も含めて）という決定をしていた。「まだ迷っている」８名

は、「進学か就職か」が２名、「就職は決めているが、何をしたらいいのか、自分

に本当に合った仕事は何か」が６名という内訳である。「全然決まっていない」短

大１年生・大学２年生各１名を含めて、個別対応の必要性が痛感される。 

 

＊ 参加感想・受講アンケートとも記名式。参加感想の整理番号は５回共通で発行。 

 

 

６．事例担当者の意見 

 

本事例の実施にあたっては、学生への告知・募集に始まり、当日の運営、欠席者への

連絡等、大学ご担当者に多大なご協力・ご支援を頂いたことを、まず深謝申し上げたい。 

学生への最大の告知機会であるガイダンス開催日程の都合で、参加対象としていた大

学１年次生の参加がなく、男女内訳も男性１名、女性２１名といささか偏った構成とな

った点を除くと、理想的な参加メンバーを得ることができ、キャリア・コンサルタント

も時に「参加者」として、学生と共に「気づき」を得、成長することができた貴重な時

間となった。 

毎回の振り返りを通じて、学生の成長を実感することができ、今回のワークショップ

を企画するにあたって、最大の目標としていた「学生が自分自身について真剣に考えら

れるようになること」は、達成できたと考える。 

多少時間は要するが、参加者が自分の考えを自分の言葉で表現する練習を重ねること

を重視し、受講感想を全て記述式にしたこと、キャリア・コンサルタントはワーク等に

関する質問にもすぐに回答するのではなく、参加者がどういう背景からそのような疑問

を感じているのかを確認しながら、参加者が考える手助けに徹したことで、参加者自身

が「自分の力で気づけた・分かった」という自信を持つことが可能になったと判断して

いる。 

また、全体を通じて、常に参加者の発言・反応に注意を払い、適切なタイミングでフ

ィードバックしたことが、参加者の満足度に結びついたと思われる。（例：ワークシート

の記入方法について質問があった時、質問の基となる着眼点をほめた、参加者が講座に

ついて要望を述べた際、その表現方法がアサーティブの良い見本であるとフィードバッ

クした等）。 

最近の傾向として、「自己理解」「自己分析」については関心があっても、そこに「他

者理解」の視点が欠けていたり、「社会」との関わりを考えることなく、現実の「行動」

に踏み出せない学生が増えている。 

今回のワークショップでは、「自己理解」はもちろんであるが、そこから「他者理解」

「社会との関わり」を意識し、就職・進学といった現実の「行動」に繋げていくことも

重視している。本来、キャリア・コンサルタントは、相手が自分の意思で行動変容を起

こしていけるよう支援する能力を求められているのであり、今回参加した学生が、それ

ぞれの目標に向かって行動していく推進力となるよう、第５回講座のカリキュラム作成
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を行っている。振り返りを読む限りでは、「実行」されることが期待できるが、やはり継

続的な観察・支援は必要であり、今後大学ご担当者のご理解を頂きながら、関与してい

きたいと願うものである。実施にあたり、今後の課題と考えられる点を以下に述べる。 

 
1) 学生への周知・認知度を高める 

今回も大学ご担当者に大変なご努力をして頂き、何とか予定人数が集まったが、

参加者確保に四苦八苦の状態は各学校共通である。今回の参加動機でも「役に立ち

そうだったから」がほぼ全員であったが、入学早々から「就活」を意識させられる

ような環境に追い立てられ、学生の「即効性」「実益」志向は益々強くなっている。

「就活に絶対役立つ○○」「これさえすれば絶対内定」といったキャッチ・コピーで、

学生の関心を引く方法もあろうが、それに頼って動員すると、結局表面的・ハウツ

ー的な知識・テクニックにしか関心が向かず、「自分できちんと考える」「自分の考

えを自分の言葉できちんと表現できる（文書化も含めて）」といった基本的で重要な

努力を積み重ねる精神的余裕が持ちにくい状態になることも予測される。 

これを回避するためには、やはりワークショップの内容・目的を、学生に分かり

やすく説明・伝えることが必要であり、そのための「地ならし」として、「キャリア」

というのは決して学生に関係のない言葉ではなく、「一度しかない自分の人生をいか

に満足して過ごしていくことができるか」に関わる大切な言葉なのだということを、

もっと学生に理解してもらう必要がある。 

一方で、今回の参加者が提案してくれたように、「実際に経験してみないと分から

ないので、経験者が積極的にＰＲする」、つまり参加者が「他の人も是非参加すれば

いい」と思えるような講座を実施し、実際に経験した学生を増やしていくことが、

一番の近道であるとも考えられる。 

また、学生の参加意欲を高めるには、やはり相手を尊重する姿勢が不可欠である。

今回の講座で、キャリア・コンサルタントとしては「丁寧」「優しく」を特に強調し

ていなかったのに、参加者の大半が、「優しく丁寧に接してもらえた」という感想を

持っているという事実は、裏返せば、日常的にそのように接してもらう機会が限ら

れているということになるのかもしれない。日常的に学生に接する機会の多い教職

員に、キャリア・コンサルティングの有効性・重要性を体験して頂く機会作りにも、

キャリア・コンサルタントの活用が必要である。 

 

2) ワークショップを補完する「支援」が必要 

学生を含めた若年者と接すると、彼らには「仕事の詳しい内容」「仕事の本質」に

関する知識・理解・情報が、いかに不足しているかという現実に愕然とすることが

多い。 

今回、「やってみたい仕事・やりたくない仕事」のワークで、それぞれの仕事を挙

げた理由からも、非常に限定されたイメージ・情報で判断してしまっているのが分

かる。 

例えば「やりたくない仕事：事務：一人だけで黙々と仕事をしないといけないか

ら」「やりたくない仕事：銀行員：ずっと座ってお金や書類と向き合っていたくない
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から」「やりたくない仕事：営業：頭を下げて色々外回りをしないといけない、成績

で競い合って疲れるから」「やってみたい仕事：ブライダル：人の幸せを見て自分も

幸せになれそう」「やってみたい仕事：銀行員：定時に帰れる」「やってみたい仕事：

映画関係：最新映画をいっぱい見れる」等々、特に「やりたくない仕事」の理由に

問題が多い。 

この回の振り返りで「これから就活をしていく際に、イメージで仕事の幅をせば

めずに、今日の話し合いを基に、色々な角度から調べてみようと思いました。」とい

う感想もあったが、ではどのように調べればいいのか、という点について、もっと

専門的な支援が必要であろう。 

実際にその仕事に就いている人達から話を聞く、というのは、例えば OB・OG によ

るセミナーや業界セミナー等が考えられるが、具体的な職業・業界・企業の分析・

研究を行えるようなセミナーも必要である。このようなセミナー実施においては、

職業・仕事に関する幅広い知識・情報を持ち、長期的なキャリア形成の視点に立っ

て、職業・仕事選択の支援を行えるキャリア・コンサルタントの活用が有効である。 

 

3) 「マス」への対応 

各学校において、「キャリア・コンサルティング」の有効性・重要性はすでに十二

分に認識されている。特に就職未内定者・怠学者（不登校）への支援において、「個

別カウンセリング」（*）の必要性・有効性は疑う余地がない。しかし、経費・時間・

人員等の様々な制約があり、現実には実施困難な状況である学校もまだ多い。 

今回のワークショップも、準備期間の問題があったとは言え、「24 名」で定員で

ある。大学・短期大学部を合わせて、13,000 人以上の学生が在籍することから考え

れば、非常に限定された人数である。少なくとも、在籍者の 10％、1,300 人が参加

できるような開催体制を整えるとすれば、どのような方策が可能なのだろうか。１

日単位に内容を集約・１回あたりの参加定員を増大した上で、夏期・春期の長期休

暇中に集中開催する、もしくは授業としてシラバスに組み込む等、学事日程全体に

予め組み込まなければ、実現は困難であろう。 

また、今回のように自発参加してくる学生は、総じて就職に関する意識が高く、

いわゆる「放っておいてもいい学生」であり、実際に現場で問題となる「呼べど誘

えど反応しない」学生に対処できてこそ、キャリア・コンサルタントを活用する意

義があるという意見も多い。ここでは、「個別対応」×∞人の対応が求められる。 

各学校において、キャリア・コンサルタントを活用する上で一番の課題となるの

は、「卒業までの限られた期間に、多数（千人単位）の学生に対応するにはどうすれ

ばいいのか」ということだと考える。先述したように、学事日程全体に関わる問題

であり、当然のことながら教室・教職員の確保といった問題も考慮しなければなら

ない。一朝一夕には解決できない課題であり、無力感を感じる者も多いだろう。 

しかし、「学生の個性を尊重」し、「自立・自己決定できる学生を育成」するため

には、「マス対応」ではなく「個別対応」が不可欠である。 

キャリア・コンサルティングは「未来」を志向し、「人」の成長の可能性を信じる

ものである。今回参加した学生 22 人、一人ひとりが持つ「可能性・将来性」を信頼

－159－



 

する者として、彼女達が周囲の学生に与えるエネルギーに期待したい。 

「このような講座をどんどんいろいろな所で、いろんな人に開催してください」

というエールに応えられるよう、キャリア・コンサルタントも、各方面への働きか

けを続けていくことが必要なのである。 

 

 

＊ 「個別カウンセリング」：ほとんどの学校において、学生の「個別面談」はすでに実施され

ているが、内容は「キャリア・ガイダンス」がほとんどである。「キャリア・カウンセリン

グ」と「キャリア・ガイダンス」の違いを学校関係者に周知することも、キャリア・コン

サルタントの専門性を認識してもらうために必要不可欠な要素である。 

－160－



別
表

１
１

月
１

５
日

振
り

返
り

感
想

№
面

白
い

、
役

に
立

つ
と

思
っ

た
こ

と
難

し
い

、
分

か
ら

な
い

、
役

に
立

た
な

い
と

思
っ

た
こ

と
そ

の
他

希
望

・
感

想
・

意
見

な
ど

1
た

く
さ

ん
の

人
と

会
話

を
交

わ
す

こ
と

が
で

き
て

、
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
こ

と
が

で
き

た
。

何
人

か
の

人
と

話
を

し
た

中
で

、
自

分
が

気
に

し
て

い
た

問
題

の
一

つ
に

つ
い

て
、

ア
ド

バ
イ

ス
し

て
く

れ
た

こ
と

が
す

ご
く

嬉
し

か
っ

た
。

初
対

面
の

人
に

自
己

紹
介

を
し

た
り

、
質

問
を

し
た

り
す

る
こ

と
は

や
は

り
難

し
か

っ
た

。
数

年
前

の
自

分
な

ら
全

く
と

言
っ

て
い

い
ほ

ど
、

話
せ

な
か

っ
た

だ
ろ

う
と

思
っ

た
。

な
し

2
講

義
が

楽
し

か
っ

た
。

自
己

紹
介

や
ワ

ー
ク

、
す

べ
て

良
か

っ
た

。
な

し
自

分
を

知
る

こ
と

は
本

当
に

難
し

い
の

だ
な

と
思

っ
た

。
そ

れ
は

自
分

を
知

る
方

法
が

分
か

ら
な

い
か

ら
だ

。
知

る
方

法
を

こ
れ

か
ら

一
つ

一
つ

学
び

た
い

。
楽

し
み

で
す

、
お

願
い

し
ま

す
。

3
欠

席

4
最

初
に

行
っ

た
ペ

ア
の

人
に

自
分

の
事

を
紹

介
し

て
も

ら
う

と
い

う
ワ

ー
ク

を
通

し
て

、
自

分
を

客
観

的
に

見
る

こ
と

が
で

き
、

自
分

は
こ

ん
な

風
な

の
だ

と
改

め
て

感
じ

た
。

ま
た

、
自

分
の

過
去

を
振

り
返

る
こ

と
は

難
し

い
と

お
も

っ
た

が
、

自
分

自
身

に
つ

い
て

良
く

知
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

、
役

に
立

つ
と

思
っ

た
。

な
し

今
回

初
め

て
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
受

け
て

み
て

、
と

て
も

面
白

か
っ

た
。

こ
れ

か
ら

頑
張

っ
て

自
分

を
見

つ
け

て
い

き
た

い
と

思
う

。

5
い

き
な

り
自

己
紹

介
を

す
る

こ
と

に
な

っ
て

驚
い

た
が

、
皆

話
し

や
す

い
人

ば
か

り
で

安
心

し
た

。
だ

が
、

人
に

な
り

き
っ

て
話

す
と

き
に

、
自

分
に

つ
い

て
話

す
事

が
余

り
な

い
の

で
恥

ず
か

し
い

と
思

っ
た

。
今

ま
で

３
回

生
だ

し
、

自
己

分
析

な
ど

や
ら

な
く

て
は

、
と

い
う

気
持

ち
ば

っ
か

り
で

行
動

が
伴

っ
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

気
に

な
っ

て
い

る
事

を
書

き
出

す
事

で
頭

の
ス

ミ
に

あ
っ

た
事

も
明

確
に

な
り

、
分

か
り

や
す

か
っ

た
。

な
し

自
分

の
長

所
や

短
所

な
ど

考
え

つ
か

な
く

て
困

っ
て

い
る

。
ど

う
す

れ
ば

分
か

る
よ

う
に

な
る

の
で

し
ょ

う
か

？

6
自

分
の

考
え

て
い

る
こ

と
を

紙
に

書
い

て
み

る
と

役
に

立
つ

の
で

は
？

と
思

っ
た

。
自

分
が

煮
詰

ま
っ

た
と

き
は

、
紙

に
書

い
て

、
原

因
・

理
由

を
考

え
て

、
自

分
を

見
つ

め
直

す
の

は
良

い
方

法
だ

と
思

っ
た

。
客

観
的

に
自

分
を

見
つ

め
直

す
機

会
に

な
る

と
思

う
。

ま
た

、
他

の
人

と
比

べ
る

こ
と

で
、

自
分

は
こ

こ
が

違
う

ん
だ

な
と

新
し

い
発

見
が

あ
っ

た
。

な
し

自
分

の
考

え
て

る
こ

と
を

紙
に

書
い

て
み

て
、

整
理

し
て

、
自

分
を

客
観

的
に

見
つ

め
直

す
の

は
、

自
分

を
知

る
た

め
に

役
立

つ
ん

だ
と

思
っ

た
。

こ
れ

か
ら

の
キ

ャ
リ

ア
・

デ
ザ

イ
ン

研
修

で
、

よ
り

深
く

自
分

を
知

り
、

自
分

の
や

り
た

い
事

は
何

な
の

か
を

見
つ

け
た

い
と

思
っ

た
。

7
自

分
振

り
返

り
の

表
を

書
い

た
こ

と
。

改
め

て
口

に
出

し
て

説
明

し
た

り
書

き
出

す
こ

と
に

よ
っ

て
自

分
の

主
観

や
思

っ
て

い
る

こ
と

、
そ

の
当

時
の

気
持

ち
を

思
い

出
す

こ
と

が
で

き
て

良
か

っ
た

。

自
分

の
主

観
で

話
し

た
り

書
き

出
し

た
り

し
て

い
る

の
で

、
実

際
は

ど
う

だ
っ

た
の

か
、

正
確

に
分

か
ら

な
い

点
が

気
に

か
か

る
。

嫌
な

思
い

出
は

オ
ブ

ラ
ー

ト
に

包
ん

で
し

ま
っ

て
い

る
た

め
。

自
分

で
自

分
さ

が
し

や
自

己
分

析
を

す
る

事
は

間
違

っ
た

方
向

に
進

ん
だ

り
、

十
分

で
な

か
っ

た
り

と
問

題
点

が
多

く
、

不
安

に
思

っ
て

い
た

が
、

こ
の

場
で

じ
っ

く
り

と
自

分
を

見
つ

め
直

し
て

ゆ
き

た
い

と
思

う
。

8
過

去
を

振
り

返
っ

て
も

、
そ

の
時

の
気

持
ち

の
波

な
ん

て
考

え
る

機
会

が
な

か
っ

た
の

で
、

少
し

面
白

か
っ

た
。

他
己

紹
介

も
楽

し
か

っ
た

。

自
分

の
気

持
ち

が
そ

の
時

ど
ん

な
の

で
あ

っ
た

の
か

、
思

い
出

す
の

が
難

し
か

っ
た

。
自

分
で

も
分

か
ら

な
か

っ
た

自
分

の
長

所
な

ど
が

発
見

で
き

れ
ば

い
い

な
と

思
う

。
こ

れ
か

ら
あ

と
４

回
ち

ゃ
ん

と
出

席
し

た
ら

、
自

分
の

何
か

か
が

変
わ

る
か

も
し

れ
な

い
と

期
待

し
て

い
る

。
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9
改

め
て

キ
チ

ン
と

自
分

の
こ

と
を

振
り

返
っ

た
こ

と
が

な
か

っ
た

の
で

、
作

業
を

通
し

て
、

「
自

分
っ

て
こ

ん
な

ヤ
ツ

だ
っ

た
ん

だ
」

と
、

自
分

を
見

つ
め

直
す

こ
と

が
で

き
た

。
そ

れ
を

文
字

に
す

る
こ

と
も

今
ま

で
な

か
っ

た
の

で
、

こ
れ

か
ら

「
自

分
」

を
文

字
や

言
葉

で
表

現
し

て
い

き
た

い
。

自
己

紹
介

は
意

外
と

難
し

か
っ

た
。

名
前

と
学

年
を

言
っ

た
あ

と
、

「
次

は
何

を
言

お
う

？
」

と
戸

惑
っ

て
し

ま
っ

た
。

５
回

の
講

座
を

通
し

て
、

「
自

分
」

が
ど

ん
な

も
の

か
、

ハ
ッ

キ
リ

と
分

か
り

そ
う

な
気

が
す

る
。

次
回

が
楽

し
み

。

1
0
自

分
の

事
を

た
だ

考
え

て
も

良
く

分
か

ら
な

い
の

だ
が

、
手

を
動

か
し

て
文

章
に

し
て

み
る

と
、

意
外

と
思

い
つ

く
も

の
で

、
書

き
な

が
ら

気
付

い
た

こ
と

も
あ

っ
た

。
不

思
議

だ
。

今
日

は
ま

だ
ほ

ん
の

少
し

だ
が

、
少

し
で

も
自

分
の

事
を

知
れ

て
嬉

し
か

っ
た

。

人
に

質
問

す
る

の
は

難
し

い
な

と
感

じ
た

。
ご

く
一

般
的

な
事

し
か

聞
け

な
か

っ
た

。
ま

た
、

1
回

で
そ

の
人

の
事

を
覚

え
る

の
も

難
し

い
と

思
っ

た
。

時
間

の
都

合
も

あ
る

と
思

う
が

、
も

う
少

し
色

ん
な

人
と

た
く

さ
ん

話
せ

た
ら

良
か

っ
た

。
「

こ
こ

が
違

う
ん

だ
」

と
い

う
と

こ
ろ

ま
で

は
到

ら
な

か
っ

た
。

1
1
人

と
の

関
わ

り
は

や
っ

ぱ
り

大
事

だ
と

思
っ

た
。

ヤ
ル

気
を

少
し

も
ら

っ
た

。
そ

し
て

１
人

で
頑

張
っ

て
る

ん
じ

ゃ
な

い
ん

だ
な

、
と

振
り

返
っ

て
み

て
思

っ
た

。
外

的
キ

ャ
リ

ア
と

内
的

キ
ャ

リ
ア

と
い

う
表

現
が

す
ご

く
納

得
し

た
。

特
に

な
し

。
１

回
目

か
ら

す
ご

い
興

味
を

持
て

た
。

参
加

し
て

良
か

っ
た

。

1
2
知

り
合

い
が

増
え

た
の

が
何

よ
り

嬉
し

い
。

み
ん

な
笑

顔
で

話
し

て
く

れ
た

の
が

良
か

っ
た

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

も
自

分
の

こ
と

を
振

り
返

っ
て

、
私

の
今

の
悩

み
は

こ
れ

な
ん

だ
と

、
ち

ゃ
ん

と
判

る
こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
。

自
己

紹
介

を
や

る
時

に
少

し
時

間
が

足
り

な
か

っ
た

。
話

が
盛

り
上

が
っ

て
自

分
の

席
に

戻
る

の
が

少
し

名
残

惜
し

か
っ

た
。

今
回

限
り

で
な

く
、

何
回

か
実

施
し

て
ほ

し
い

。

1
3
新

し
い

出
会

い
が

あ
っ

て
、

他
の

人
の

意
見

や
考

え
て

い
る

こ
と

が
聞

け
た

こ
と

が
良

か
っ

た
。

「
経

験
」

と
「

気
持

ち
」

の
棚

卸
を

や
っ

て
毎

回
落

ち
込

ん
で

い
る

原
因

が
ほ

と
ん

ど
一

緒
だ

と
い

う
こ

と
に

気
付

い
た

。

初
め

て
会

っ
た

人
に

質
問

す
る

の
は

な
か

な
か

難
し

か
っ

た
。

聞
き

た
い

な
ぁ

と
は

思
っ

て
も

、
い

ざ
質

問
し

よ
う

と
思

う
と

あ
ん

ま
り

質
問

が
浮

か
ば

な
か

っ
た

。

も
っ

と
堅

い
授

業
の

よ
う

な
も

の
か

と
思

っ
て

い
た

が
、

ペ
ア

や
グ

ル
ー

プ
で

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

で
き

て
楽

し
か

っ
た

。

1
4
な

し
み

ん
な

と
交

流
す

る
時

間
が

短
く

て
あ

ま
り

感
じ

る
も

の
が

な
か

っ
た

。
何

か
決

め
ら

れ
た

テ
ー

マ
に

つ
い

て
意

見
を

交
わ

す
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
み

ん
な

と
の

違
い

が
よ

く
分

か
る

と
思

う
。

私
は

敬
語

を
使

う
と

無
意

識
に

壁
を

作
っ

て
し

ま
う

の
で

、
年

上
の

人
と

話
す

の
は

思
う

よ
う

に
話

せ
な

か
っ

た
と

思
う

。
で

も
年

上
の

人
の

考
え

て
い

る
こ

と
と

か
も

知
り

た
い

の
で

、
話

す
の

は
必

要
な

の
だ

け
れ

ど
も

。

1
5
初

対
面

の
人

と
接

し
て

、
少

し
ず

つ
仲

良
く

な
っ

て
い

け
た

の
が

す
ご

く
安

心
で

き
て

嬉
し

か
っ

た
。

ま
た

将
来

の
こ

と
ば

か
り

考
え

て
い

た
の

で
、

過
去

を
振

り
返

る
こ

と
が

機
会

が
あ

っ
て

良
か

っ
た

。
自

分
の

考
え

も
書

き
出

す
こ

と
に

よ
っ

て
ま

と
ま

っ
て

良
か

っ
た

。

初
対

面
の

人
と

の
接

し
方

が
難

し
い

と
思

っ
た

が
、

役
に

立
つ

と
思

う
。

な
し

1
6
楽

し
い

！
！

そ
れ

に
役

立
つ

と
思

う
。

「
経

験
」

と
「

気
持

ち
」

の
棚

卸
は

書
い

て
て

、
昔

の
こ

と
思

い
出

せ
た

し
、

そ
れ

が
ど

の
よ

う
に

今
に

つ
な

が
っ

て
い

る
の

か
と

か
分

か
っ

て
良

か
っ

た
。

辛
い

こ
と

も
あ

っ
た

け
ど

、
プ

ラ
ス

に
変

え
て

こ
れ

た
こ

と
が

分
か

っ
た

。

な
し

も
っ

と
堅

苦
し

い
も

の
か

と
思

っ
て

い
た

け
ど

、
い

ろ
ん

な
人

と
話

を
し

た
り

で
き

て
楽

し
か

っ
た

。
今

ま
で

の
こ

と
を

振
り

返
っ

て
み

て
、

楽
し

か
っ

た
。

1
7
欠

席

－   －162



1
8
自

分
で

歩
い

て
自

己
紹

介
を

し
に

行
っ

た
こ

と
が

す
ご

い
面

白
か

っ
た

。
普

段
当

た
り

前
す

ぎ
て

、
考

え
も

し
な

い
事

を
今

日
振

り
返

っ
て

み
て

、
す

ご
い

楽
し

か
っ

た
。

正
直

も
っ

と
堅

苦
し

い
セ

ミ
ナ

ー
だ

と
思

っ
て

て
、

だ
か

ら
す

ご
い

楽
し

め
た

。
自

分
の

事
を

振
り

返
っ

て
み

て
、

改
め

て
気

付
い

た
事

も
あ

っ
た

し
、

今
相

手
が

何
点

と
か

、
普

通
は

聞
け

な
い

様
な

こ
と

も
聞

け
て

嬉
し

か
っ

た
。

な
し

、
全

部
勉

強
に

な
っ

た
。

こ
れ

か
ら

で
き

た
ら

自
分

の
長

所
ば

か
り

で
な

く
、

直
す

べ
き

と
こ

ろ
な

ど
の

発
見

の
仕

方
な

ど
も

教
え

て
も

ら
え

た
ら

嬉
し

い
。

1
9
自

分
の

過
去

を
思

い
出

し
て

み
る

の
は

面
白

い
と

思
っ

た
。

あ
の

頃
こ

ん
な

こ
と

し
た

な
ぁ

と
か

、
あ

ん
な

こ
と

が
あ

っ
た

な
ぁ

と
か

、
そ

の
中

か
ら

で
も

「
自

分
」

を
見

つ
め

る
こ

と
が

で
き

る
ん

だ
な

と
思

っ
た

。

自
分

の
こ

と
、

ま
た

今
考

え
て

い
る

こ
と

を
文

章
に

し
て

み
る

の
は

、
自

分
の

こ
と

な
の

に
案

外
難

し
い

な
ぁ

と
思

っ
た

。
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通

し
て

自
分

が
ど

ん
な

人
間

な
の

か
、

は
っ

き
り

と
つ

か
め

る
よ

う
に

な
れ

た
ら

い
い

な
と

思
っ

た
。

2
0
い

ろ
い

ろ
な

人
と

話
を

し
て

お
も

し
ろ

か
っ

た
。

年
上

の
人

が
多

く
て

何
か

得
る

も
の

が
あ

れ
ば

い
い

な
と

思
っ

た
。

自
分

の
点

数
を

つ
け

、
心

配
な

こ
と

と
か

気
に

な
っ

て
い

る
こ

と
と

か
を

書
い

た
け

ど
、

そ
れ

で
直

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

り
と

か
は

で
き

る
よ

う
に

は
な

ら
な

い
と

思
っ

た
。

自
分

を
振

り
返

っ
て

見
直

す
こ

と
は

な
い

の
で

、
い

い
機

会
か

な
と

思
っ

た
。

2
1
自

分
が

今
考

え
て

い
る

こ
と

を
書

き
出

し
た

り
、

自
分

の
過

去
を

振
り

返
っ

て
み

る
の

は
意

外
と

面
白

か
っ

た
。

正
直

、
こ

の
教

室
に

来
る

ま
で

退
屈

な
話

ば
か

り
か

な
、

と
か

眠
た

く
な

る
か

な
と

思
っ

て
い

た
が

、
楽

し
ん

で
聞

く
こ

と
が

で
き

た
。

自
分

の
過

去
を

振
り

か
え

っ
て

み
る

の
は

意
外

と
難

し
か

っ
た

。
今

後
、

自
己

分
析

に
役

立
つ

よ
う

な
作

業
が

で
き

た
ら

い
い

な
と

思
う

。

2
2
思

っ
て

い
た

よ
り

も
難

し
い

作
業

が
な

く
て

良
か

っ
た

。
自

己
紹

介
と

い
う

も
の

は
今

ま
で

何
回

も
や

っ
て

き
た

が
、

今
回

初
め

て
相

手
に

な
り

き
っ

て
自

己
紹

介
を

す
る

、
と

い
う

こ
と

を
し

た
。

改
め

て
相

手
の

話
を

真
剣

に
聞

き
、

記
憶

す
る

こ
と

の
大

切
さ

を
知

る
こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
。

な
し

な
し
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１
１

月
２

２
日

振
り

返
り

感
想

№
面

白
い

、
役

に
立

つ
と

思
っ

た
こ

と
難

し
い

、
分

か
ら

な
い

、
役

に
立

た
な

い
と

思
っ

た
こ

と
そ

の
他

希
望

・
感

想
・

意
見

な
ど

1
T
E
G
（

エ
ゴ

グ
ラ

ム
）

は
（

自
分

の
中

で
は

）
す

ご
く

正
確

だ
っ

た
。

相
手

と
話

を
す

る
時

は
、

常
に

言
葉

を
選

ん
で

喋
っ

て
い

る
つ

も
り

だ
が

、
果

た
し

て
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
な

話
し

方
が

で
き

て
い

る
の

か
、

と
改

め
て

考
え

直
す

良
い

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
な

か
な

か
ハ

ー
ド

だ
っ

た
。

男
性

と
女

性
で

、
異

な
っ

た
意

見
や

考
え

を
持

っ
て

い
る

と
い

う
事

が
改

め
て

分
か

っ
た

。
ま

た
そ

れ
が

役
作

り
を

す
る

上
で

一
つ

の
ハ

ー
ド

ル
に

な
っ

て
い

た
。

相
手

が
ア

グ
レ

ッ
シ

ブ
で

あ
っ

た
り

、
ノ

ン
･
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
で

あ
る

場
合

、
こ

ち
ら

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

に
気

を
つ

け
て

話
を

す
れ

ば
良

い
の

か
と

言
う

事
を

詳
し

く
教

え
て

も
ら

い
た

か
っ

た
。

2
大

勢
の

人
の

前
で

話
す

こ
と

、
演

じ
る

の
は

と
て

も
い

い
機

会
だ

と
思

っ
た

。
な

し
も

っ
と

参
加

し
て

い
る

人
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

よ
う

に
ラ

ン
ダ

ム
に

グ
ル

ー
プ

編
成

し
て

も
い

い
と

思
う

。
T
E
G

エ
ゴ

グ
ラ

ム
で

結
果

を
知

れ
た

事
、

さ
ら

に
改

善
、

よ
り

よ
く

い
い

所
を

高
め

ら
れ

る
方

法
を

知
れ

た
事

が
良

か
っ

た
。

自
分

自
身

を
見

つ
め

る
の

は
、

と
て

も
時

間
が

か
か

る
と

思
っ

た
が

、
次

回
が

楽
し

み
。

3
自

分
は

今
ど

う
い

う
面

を
強

く
持

っ
て

い
る

か
、

ま
た

ど
の

よ
う

な
面

が
欠

け
て

い
る

か
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
日

本
人

の
特

徴
か

も
し

れ
な

い
け

ど
、

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

の
主

張
を

考
え

る
時

、
的

確
に

言
い

た
い

こ
と

を
言

う
の

が
苦

し
か

っ
た

。

そ
れ

ぞ
れ

の
演

技
が

き
ち

ん
と

タ
イ

プ
別

に
演

じ
ら

れ
て

い
て

楽
し

か
っ

た
。

4
今

日
や

っ
た

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
と

て
も

面
白

か
っ

た
。

た
ま

に
機

嫌
が

良
く

な
い

と
き

、
家

族
に

少
し

ア
グ

レ
ッ

シ
ブ

な
言

い
方

を
し

て
し

ま
う

事
が

あ
る

の
で

、
物

の
言

い
方

に
も

っ
と

気
を

つ
け

よ
う

と
思

っ
た

。

な
し

T
E
G
エ

ゴ
グ

ラ
ム

の
結

果
を

見
て

自
分

に
と

て
も

当
て

は
ま

っ
て

い
る

事
に

気
付

い
た

。
自

分
に

欠
け

て
い

る
と

こ
ろ

は
努

力
し

て
直

し
て

い
き

た
い

。

5
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
の

役
作

り
を

す
る

こ
と

で
、

こ
う

言
っ

た
ら

相
手

の
感

情
を

害
さ

な
い

の
で

は
な

い
か

と
、

冷
静

に
判

断
で

き
る

の
で

、
言

い
た

い
事

が
あ

る
時

も
役

に
な

る
つ

も
り

で
考

え
て

み
た

ら
良

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
っ

た
。

面
白

か
っ

た
。

な
し

エ
ゴ

グ
ラ

ム
の

診
断

結
果

を
見

て
、

自
分

の
思

っ
て

い
る

自
分

像
と

食
い

違
い

が
あ

ま
り

な
か

っ
た

の
で

、
や

っ
ぱ

り
な

と
い

う
感

想
と

、
前

か
ら

自
分

で
直

さ
な

く
て

は
い

け
な

い
と

思
っ

て
い

た
部

分
は

変
わ

っ
て

い
な

い
と

い
う

感
想

が
あ

っ
た

。
な

か
な

か
内

面
的

な
も

の
を

直
す

こ
と

は
難

し
い

が
、

客
観

視
す

る
事

で
き

っ
か

け
作

り
に

な
り

、
良

い
と

思
う

。

6
T
E
G
エ

ゴ
グ

ラ
ム

で
は

、
自

分
の

タ
イ

プ
を

客
観

的
に

見
ら

れ
て

良
か

っ
た

。
自

分
の

値
の

少
な

か
っ

た
と

こ
ろ

を
伸

ば
し

て
み

よ
う

と
思

っ
た

。
ま

た
相

手
が

ど
の

タ
イ

プ
か

を
見

極
め

て
相

手
に

よ
っ

て
合

わ
せ

る
こ

と
も

必
要

だ
と

思
っ

た
。

こ
れ

か
ら

役
立

て
た

い
と

思
う

。
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
な

表
現

は
難

し
い

け
ど

、
お

互
い

の
理

解
の

た
め

に
は

、
一

番
い

い
方

法
だ

と
分

か
っ

た
。

具
体

的
に

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

で
理

解
が

深
ま

っ
た

。

特
に

な
し

な
し

7
シ

チ
ュ

エ
ー

シ
ョ

ン
や

性
格

に
よ

っ
て

物
の

言
い

方
が

違
い

、
そ

れ
ぞ

れ
相

手
に

与
え

る
印

象
や

効
果

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
普

段
何

気
な

く
言

っ
て

い
る

こ
と

も
言

い
方

を
変

え
て

言
う

こ
と

は
必

要
だ

と
思

っ
た

。

な
し

T
E
G
の

結
果

を
見

て
、

今
後

自
分

の
行

動
を

よ
り

よ
く

な
る

よ
う

に
改

善
し

て
い

き
た

い
と

思
う

。
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8
シ

チ
ュ

エ
ー

シ
ョ

ン
に

合
わ

せ
て

劇
を

し
た

の
が

面
白

か
っ

た
。

皆
「

あ
～

、
あ

る
あ

る
」

と
言

わ
せ

る
位

、
演

技
が

上
手

か
っ

た
。

T
E
G
の

テ
ス

ト
も

自
分

が
Ｆ

Ｃ
が

高
く

、
自

由
な

子
供

で
あ

る
と

書
い

て
あ

っ
て

「
や

っ
ぱ

り
な

」
と

思
っ

た
。

T
E
G
で

Ａ
を

上
げ

る
の

は
、

今
の

私
に

は
難

し
い

と
思

っ
た

。
T
E
G
の

よ
う

な
自

分
を

見
つ

け
る

よ
う

な
テ

ス
ト

を
も

っ
と

や
っ

て
み

た
い

。

9
T
E
G
エ

ゴ
グ

ラ
ム

で
は

、
日

頃
の

自
分

が
目

に
見

え
る

形
で

表
さ

れ
て

「
な

る
ほ

ど
、

自
分

の
状

態
は

こ
う

な
ん

だ
」

と
分

か
る

こ
と

が
で

き
た

。
あ

と
、

人
と

話
す

時
は

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

タ
イ

プ
が

大
事

で
あ

る
こ

と
が

良
く

分
か

っ
た

。
今

日
の

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

だ
け

で
な

く
、

今
後

の
生

活
に

活
か

し
た

い
と

思
う

。

頭
で

分
か

っ
て

い
て

も
現

実
か

っ
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
ら

、
腹

の
立

つ
よ

う
な

こ
と

を
言

っ
て

し
ま

う
か

も
し

れ
な

い
。

円
滑

に
話

す
こ

と
っ

て
難

し
い

か
も

。

日
常

を
改

め
て

振
り

返
る

（
例

え
ば

物
の

言
い

方
と

か
）

、
そ

う
い

う
こ

と
が

な
か

な
か

な
い

の
で

、
今

日
も

良
い

体
験

が
で

き
た

。

1
0
エ

ゴ
グ

ラ
ム

：
自

分
の

事
が

少
し

分
か

り
、

面
白

か
っ

た
。

参
考

に
し

て
い

き
た

い
。

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

：
初

め
て

で
し

た
が

、
反

応
や

話
に

も
い

ろ
い

ろ
あ

る
と

分
か

っ
て

、
と

て
も

興
味

深
か

っ
た

。
実

際
に

実
践

で
き

る
よ

う
に

意
識

し
て

い
き

た
い

と
思

う
。

劇
も

面
白

か
っ

た
。

セ
リ

フ
を

自
分

で
考

え
て

み
る

事
で

、
良

く
理

解
で

き
た

と
思

う
。

エ
ゴ

グ
ラ

ム
の

答
え

方
が

時
と

場
合

に
よ

っ
て

正
反

対
に

な
る

と
思

う
も

の
も

あ
り

、
と

て
も

迷
っ

て
し

ま
っ

た
。

例
え

ば
家

に
い

る
時

、
サ

ー
ク

ル
に

い
る

時
、

ク
ラ

ス
に

い
る

時
な

ど
で

、
結

果
も

変
わ

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

思
っ

た
。

な
し

1
1
遅

刻
な

ど
し

た
ら

、
私

は
ま

ず
謝

る
べ

き
だ

と
思

っ
て

い
た

け
ど

、
理

由
を

ま
ず

求
め

る
人

も
い

る
ん

だ
な

ぁ
と

、
新

た
に

発
見

で
き

た
。

色
ん

な
性

格
の

タ
イ

プ
が

あ
る

事
に

改
め

て
気

付
い

た
。

特
に

な
し

。
劇

は
恥

ず
か

し
い

と
こ

も
あ

っ
た

け
ど

、
み

ん
な

が
真

面
目

に
取

り
組

ん
で

や
る

な
ら

、
す

ご
い

面
白

い
も

の
だ

と
思

っ
た

。

1
2
は

じ
め

に
や

っ
た

エ
ゴ

グ
ラ

ム
は

と
て

も
参

考
に

な
っ

た
。

私
は

Ｎ
Ｐ

が
極

端
に

低
か

っ
た

の
で

、
こ

れ
か

ら
は

よ
り

相
手

を
思

い
や

れ
る

よ
う

に
心

が
け

た
い

。

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
発

表
は

完
全

に
役

に
入

り
き

る
こ

と
が

な
か

な
か

難
し

か
っ

た
。

今
日

の
エ

ゴ
グ

ラ
ム

の
よ

う
な

心
理

テ
ス

ト
系

は
と

て
も

好
き

。
他

の
ジ

ャ
ン

ル
も

あ
れ

ば
是

非
や

っ
て

み
た

い
。

1
3
グ

ル
ー

プ
に

な
っ

て
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
ト

レ
-
ニ

ン
グ

を
や

っ
た

の
が

面
白

か
っ

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
グ

ル
ー

プ
で

少
し

ず
つ

違
っ

て
い

た
し

、
そ

う
い

う
場

面
に

な
っ

た
ら

ち
ゃ

ん
と

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

な
対

応
を

し
よ

う
と

思
っ

た
。

エ
ゴ

グ
ラ

ム
を

や
っ

て
み

て
、

今
の

自
分

に
は

Ｎ
Ｐ

が
強

い
と

い
う

こ
と

が
分

か
り

、
Ａ

Ｃ
が

弱
い

と
い

う
こ

と
に

気
付

い
た

。

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
し

た
時

に
、

店
長

の
反

応
を

考
え

る
の

が
な

か
な

か
難

し
か

っ
た

。
心

理
テ

ス
ト

み
た

い
な

も
の

は
、

自
分

を
知

る
こ

と
が

で
き

て
楽

し
い

と
思

っ
た

。

1
4
同

じ
場

面
に

遭
遇

し
た

時
の

答
え

方
で

人
の

性
格

を
分

け
る

と
と

て
も

分
か

り
や

す
か

っ
た

。
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
型

に
な

れ
る

よ
う

努
め

た
い

と
思

っ
た

。

友
達

同
士

で
参

加
し

て
い

る
子

は
、

話
し

合
い

の
時

に
群

れ
る

傾
向

が
あ

っ
て

、
難

し
か

っ
た

。
な

し

1
5
エ

ゴ
グ

ラ
ム

の
テ

ス
ト

が
と

て
も

良
か

っ
た

。
自

分
を

知
る

の
に

役
立

つ
し

、
こ

れ
か

ら
改

善
し

て
い

こ
う

と
い

う
意

欲
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

シ
ナ

リ
オ

作
り

も
色

ん
な

人
の

気
持

ち
に

な
っ

て
表

し
た

の
で

、
楽

し
か

っ
た

。

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

の
具

体
例

な
ど

を
見

て
み

た
い

と
思

っ
た

。
今

回
の

よ
う

な
自

分
の

新
し

い
面

を
発

見
で

き
る

テ
ス

ト
や

内
容

の
事

を
こ

れ
か

ら
も

や
っ

て
ほ

し
い

。
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1
6
ミ

ニ
劇

み
た

い
な

の
が

楽
し

か
っ

た
。

エ
ゴ

グ
ラ

ム
も

自
分

の
性

格
と

か
分

か
っ

て
良

か
っ

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
性

格
に

対
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

が
つ

い
て

て
、

細
か

か
っ

た
の

で
良

か
っ

た
。

な
し

み
ん

な
で

考
え

た
り

し
て

、
楽

し
み

な
が

ら
や

る
の

で
、

楽
し

い
。

た
や

っ
ぱ

自
分

の
こ

と
を

良
く

知
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

っ
た

。

1
7
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
タ

イ
プ

、
ア

グ
レ

ッ
シ

ブ
タ

イ
プ

、
ノ

ン
・

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

タ
イ

プ
の

短
い

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

は
こ

れ
か

ら
自

分
が

い
ろ

い
ろ

な
立

場
に

立
っ

て
考

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

の
で

、
良

か
っ

た
と

思
っ

た
し

、
他

の
人

の
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
で

こ
ん

な
ふ

う
に

言
う

ん
だ

と
思

っ
た

り
。

面
白

か
っ

た
。

得
に

な
し

。
T
E
G
を

や
っ

た
結

果
で

、
も

っ
と

自
分

の
意

思
を

は
っ

き
り

伝
え

よ
う

と
思

っ
た

。

1
8
面

白
か

っ
た

。
心

理
テ

ス
ト

が
大

好
き

な
の

で
、

T
E
G
は

や
っ

て
み

て
改

め
て

自
己

認
識

で
き

た
。

劇
も

普
通

や
る

事
な

い
か

ら
、

こ
の

く
ら

い
の

短
い

も
の

な
ら

楽
し

ん
で

や
れ

た
。

Ｃ
Ｐ

と
か

、
Ｎ

Ｐ
と

か
の

例
が

少
し

漠
然

す
ぎ

て
、

も
う

少
し

詳
し

く
知

り
た

か
っ

た
。

自
分

の
特

徴
が

分
か

っ
た

気
が

し
た

、
と

い
う

よ
り

、
予

想
通

り
だ

っ
た

。
ま

た
、

こ
れ

か
ら

い
ろ

い
ろ

自
己

分
析

し
て

い
き

た
い

。

1
9
交

流
分

析
は

自
分

の
心

理
と

か
が

分
か

っ
た

し
、

楽
し

か
っ

た
。

当
た

っ
て

い
る

部
分

が
多

い
よ

う
に

思
え

た
の

で
び

っ
く

り
し

た
。

ア
サ

ー
シ

ョ
ン

と
い

う
３

つ
の

タ
イ

プ
に

分
か

れ
た

立
場

で
、

意
見

を
考

え
る

の
は

難
し

か
っ

た
。

そ
の

場
、

そ
の

場
で

自
分

の
主

張
や

希
望

を
通

す
こ

と
も

大
切

な
ん

だ
と

思
っ

た
。

T
E
G
の

結
果

を
こ

の
先

の
就

活
な

ど
に

活
か

せ
ら

れ
た

ら
い

い
な

、
と

思
っ

た
。

弱
か

っ
た

部
分

の
克

服
ポ

イ
ン

ト
を

し
っ

か
り

読
ん

で
、

伸
ば

せ
ら

れ
た

ら
い

い
な

、
と

思
っ

た
。

2
0
T
E
G
エ

ゴ
グ

ラ
ム

と
似

た
よ

う
な

も
の

を
し

た
こ

と
が

あ
っ

た
け

ど
、

少
し

変
わ

っ
て

い
た

の
が

、
や

っ
ぱ

り
性

格
は

変
わ

っ
て

い
く

も
の

だ
な

っ
て

思
っ

た
。

性
格

は
自

分
で

変
え

よ
う

と
思

っ
た

ら
変

え
ら

れ
そ

う
な

気
に

な
っ

た
。

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

の
言

い
方

は
で

き
る

け
ど

、
相

手
の

人
に

よ
っ

て
、

私
は

Ａ
Ｇ

に
も

Ｎ
Ａ

に
も

な
っ

て
し

ま
う

か
ら

、
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
は

あ
ま

り
で

き
な

さ
そ

ー
だ

な
と

思
っ

た
。

な
し

2
1
今

日
の

T
E
G
エ

ゴ
グ

ラ
ム

は
と

て
も

面
白

か
っ

た
。

自
分

で
も

そ
の

通
り

だ
と

思
う

ぐ
ら

い
良

く
合

っ
て

い
た

。
あ

と
、

最
後

の
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
の

演
技

も
み

ん
な

そ
れ

ぞ
れ

個
性

が
あ

っ
て

楽
し

か
っ

た
。

特
に

な
し

。
今

日
は

自
分

が
ど

ん
な

人
間

な
の

か
と

い
う

こ
と

を
改

め
て

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
て

、
良

か
っ

た
。

ま
た

今
後

も
こ

ん
な

検
査

を
し

て
み

た
い

と
思

っ
た

。

2
2
T
E
G
エ

ゴ
グ

ラ
ム

は
自

分
の

性
格

を
知

る
の

に
役

立
っ

た
。

グ
ラ

フ
に

し
て

み
て

改
め

て
自

分
の

長
所

･
短

所
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
最

後
に

や
っ

た
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
な

人
、

ア
グ

レ
ッ

シ
ブ

な
人

、
ノ

ン
･
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
な

人
を

演
じ

る
事

は
同

じ
状

況
で

も
人

そ
れ

ぞ
れ

言
い

方
が

違
う

と
い

う
事

を
知

る
事

が
で

き
た

、
ま

た
、

ど
の

言
い

方
が

相
手

に
と

っ
て

適
切

で
あ

る
か

が
分

か
っ

て
良

か
っ

た
と

思
う

。

な
し

な
し
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１
１

月
２

９
日

振
り

返
り

感
想

№
面

白
い

、
役

に
立

つ
と

思
っ

た
こ

と
難

し
い

、
分

か
ら

な
い

、
役

に
立

た
な

い
と

思
っ

た
こ

と
そ

の
他

希
望

・
感

想
・

意
見

な
ど

1
自

分
の

や
る

気
の

高
低

の
原

因
と

そ
の

改
善

方
法

が
グ

ル
ー

プ
の

仲
間

と
意

見
を

交
換

す
る

こ
と

で
、

明
確

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

２
０

年
後

あ
た

り
ま

で
の

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

は
概

ね
考

え
て

い
る

が
、

そ
れ

以
降

の
こ

と
に

つ
い

て
は

、
ま

だ
漠

然
と

し
て

お
り

、
そ

れ
を

考
え

る
こ

と
は

容
易

で
は

な
か

っ
た

。

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

保
つ

た
め

の
方

法
が

は
っ

き
り

と
見

つ
か

っ
た

こ
と

は
、

自
分

に
と

っ
て

も
プ

ラ
ス

に
な

っ
た

。
こ

の
経

験
を

基
に

、
少

し
で

も
改

善
し

て
い

け
れ

ば
、

と
思

う
。

2
グ

ル
ー

プ
活

動
が

楽
し

か
っ

た
で

す
。

知
ら

な
い

人
と

話
す

の
は

緊
張

し
ま

し
た

が
、

次
回

会
う

の
が

楽
し

み
で

す
。

な
し

も
う

少
し

自
己

理
解

を
深

め
ら

れ
る

よ
う

な
こ

と
を

し
た

い
で

す
。

3
「

ど
う

な
っ

て
い

き
た

い
か

」
と

い
う

こ
と

が
、

「
目

標
を

持
つ

こ
と

」
と

関
係

し
て

い
る

と
い

う
の

が
、

一
見

関
係

な
さ

そ
う

な
「

や
る

気
」

と
「

落
ち

込
み

」
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

で
明

確
に

分
か

っ
て

き
ま

し
た

。

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

に
つ

い
て

な
の

で
す

が
、

私
は

そ
の

時
に

な
っ

て
、

ど
う

感
じ

る
か

分
か

ら
な

い
し

、
変

化
の

あ
る

人
生

に
し

て
い

き
た

い
と

い
う

気
持

ち
が

大
き

く
て

、
ほ

と
ん

ど
埋

め
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。
や

は
り

今
の

時
点

で
人

生
プ

ラ
ン

と
い

う
も

の
を

き
ち

ん
と

考
え

て
お

く
べ

き
な

の
で

し
ょ

う
か

。

普
段

友
人

に
「

こ
ん

な
こ

と
聞

い
た

ら
嫌

が
ら

れ
る

か
な

？
」

と
思

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

、
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
、

意
識

の
高

い
子

た
ち

に
聞

く
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

非
常

に
良

い
機

会
に

な
り

ま
し

た
。

4
今

ま
で

何
十

年
も

先
の

事
を

真
剣

に
考

え
た

こ
と

が
な

か
っ

た
の

で
す

が
、

自
分

の
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
を

立
て

て
い

く
と

、
だ

い
た

い
こ

ん
な

人
生

を
送

り
た

い
と

思
っ

て
い

る
の

だ
と

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

仕
事

を
選

ぶ
時

も
こ

う
い

う
事

を
考

慮
に

入
れ

て
い

き
た

い
。

な
し

み
ん

な
の

仕
事

に
対

す
る

考
え

方
な

ど
を

聞
い

て
、

い
ろ

ん
な

考
え

方
が

あ
る

の
だ

な
ぁ

と
思

い
、

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。

5
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
が

と
て

も
面

白
か

っ
た

。
１

人
１

人
の

話
を

集
中

し
て

聞
く

こ
と

で
、

考
え

方
の

違
い

や
同

じ
テ

ー
マ

に
し

て
も

と
ら

え
方

が
違

う
こ

と
が

良
く

分
か

っ
た

。
私

達
は

ま
だ

将
来

を
夢

と
し

か
と

ら
え

て
い

な
く

て
、

も
う

少
し

明
確

に
す

べ
き

な
の

か
も

し
れ

な
い

、
と

思
い

ま
し

た
。

人
生

を
振

り
返

る
こ

と
も

、
将

来
を

考
え

る
こ

と
も

と
て

も
難

し
か

っ
た

。
あ

ま
り

考
え

な
い

で
生

き
て

き
た

ん
だ

と
少

し
反

省
し

ま
し

た
。

な
し

6
他

の
人

の
考

え
方

や
意

見
を

聞
く

の
は

す
ご

く
面

白
か

っ
た

。
仕

事
に

つ
い

て
真

剣
に

他
の

人
と

話
し

た
の

は
初

め
て

だ
っ

た
。

他
の

人
と

話
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

は
自

分
の

考
え

方
に

も
影

響
す

る
だ

ろ
う

し
、

刺
激

に
な

る
事

に
な

る
の

で
、

大
変

よ
い

事
だ

と
思

っ
た

。

自
分

か
ら

人
に

積
極

的
に

話
す

の
が

苦
手

で
、

説
明

す
る

の
が

難
し

い
と

思
っ

た
。

今
回

の
話

し
合

い
は

今
ま

で
の

中
で

一
番

楽
し

か
っ

た
。

7
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

７
の

シ
ー

ト
で

、
実

際
に

就
職

活
動

が
控

え
て

い
る

の
で

、
自

分
が

将
来

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

し
た

い
の

か
を

考
え

直
す

き
っ

か
け

が
で

き
た

の
で

よ
か

っ
た

。

な
し

も
っ

と
話

し
合

う
時

間
が

あ
れ

ば
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

8
欠

席

9
同

じ
テ

ー
マ

で
話

し
合

っ
た

時
に

、
似

た
よ

う
な

意
見

、
違

う
意

見
が

出
て

、
「

な
る

ほ
ど

こ
う

い
う

風
に

思
っ

て
い

る
ん

だ
」

と
み

ん
な

の
個

性
を

感
じ

た
。

人
間

考
え

方
は

バ
ラ

バ
ラ

な
ん

だ
と

、
改

め
て

気
づ

い
た

。
仕

事
に

つ
い

て
。

「
好

き
」

な
こ

と
を

仕
事

に
結

び
つ

け
る

と
難

し
い

こ
と

も
あ

る
ん

だ
、

と
話

し
合

っ
て

い
て

思
っ

た
。

仕
事

に
趣

味
を

持
ち

込
ま

な
い

方
が

い
い

ん
だ

な
ぁ

と
。

な
し

だ
ん

だ
ん

自
分

と
他

人
の

関
係

性
と

仕
事

と
の

つ
な

が
り

、
と

い
う

か
線

の
よ

う
な

も
の

が
見

え
て

き
た

気
が

す
る

。
み

ん
な

と
の

話
し

合
い

も
活

発
に

な
っ

て
き

て
、

ク
ラ

ス
全

体
が

良
い

雰
囲

気
だ

と
感

じ
る

。

－   －167



1
0
み

ん
な

で
そ

れ
ぞ

れ
の

考
え

を
言

い
合

っ
て

、
と

て
も

楽
し

か
っ

た
で

す
。

自
分

と
違

う
タ

イ
プ

の
考

え
方

に
は

と
て

も
刺

激
さ

れ
た

し
、

同
じ

よ
う

な
考

え
の

人
も

い
て

安
心

し
た

り
、

色
々

で
し

た
。

将
来

の
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
も

書
い

て
い

る
う

ち
に

、
色

々
思

い
つ

い
た

り
整

理
で

き
ま

し
た

。
過

去
の

方
も

、
自

分
の

気
持

ち
の

パ
タ

ー
ン

が
整

理
さ

れ
て

、
少

し
ス

ッ
キ

リ
し

ま
し

た
。

人
に

言
わ

れ
て

気
づ

い
た

事
も

た
く

さ
ん

あ
り

ま
し

た
。

な
し

ほ
ぼ

初
対

面
な

の
に

話
し

が
と

て
も

弾
ん

で
、

み
ん

な
自

分
の

事
も

他
人

へ
の

コ
メ

ン
ト

も
と

て
も

活
発

に
話

せ
て

、
す

ご
く

楽
し

か
っ

た
で

す
。

1
1
話

す
議

題
が

す
ご

い
面

白
か

っ
た

で
す

。
初

め
て

仕
事

に
つ

い
て

真
面

目
に

話
し

合
い

ま
し

た
。

グ
ル

ー
プ

で
話

す
の

は
う

ま
く

話
せ

な
か

っ
た

り
、

つ
ま

っ
た

り
し

ま
し

た
が

、
み

ん
な

話
そ

う
と

し
て

く
れ

て
、

と
て

も
有

意
義

な
も

の
に

な
り

ま
し

た
。

相
手

の
意

見
を

聞
い

て
自

分
の

感
想

を
言

っ
た

り
、

話
を

展
開

し
て

い
く

の
は

難
し

い
と

思
い

ま
し

た
。

自
分

の
今

ま
で

の
グ

ラ
フ

を
見

て
発

見
し

た
こ

と
が

あ
っ

た
り

、
講

師
の

お
話

も
新

鮮
で

、
本

当
に

面
白

い
で

す
。

1
2
初

め
て

の
メ

ン
バ

ー
で

の
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
は

と
て

も
新

鮮
で

し
た

。
人

の
話

を
聞

い
て

初
め

て
気

づ
い

た
こ

と
も

あ
っ

た
し

、
新

し
い

私
自

身
も

見
え

て
き

た
気

が
し

ま
す

。

時
間

が
も

う
少

し
欲

し
か

っ
た

で
す

。

1
3
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
を

考
え

る
の

が
面

白
か

っ
た

。
「

経
験

と
気

持
ち

」
の

棚
卸

を
す

る
こ

と
で

、
目

標
を

持
つ

こ
と

の
大

切
さ

を
感

じ
た

。
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
を

書
き

出
す

こ
と

は
目

標
を

明
確

に
す

る
上

で
役

に
立

つ
と

思
っ

た
。

な
し

グ
ル

ー
プ

に
な

っ
て

み
ん

な
で

意
見

交
換

で
き

て
よ

か
っ

た
。

将
来

に
つ

い
て

語
る

こ
と

は
す

ご
く

や
る

気
に

満
て

る
こ

と
だ

と
思

う
。

聞
き

手
に

回
る

こ
と

も
多

か
っ

た
の

で
、

も
う

少
し

話
せ

た
ら

よ
か

っ
た

と
思

う
。

1
4
み

ん
な

と
具

体
的

に
将

来
の

こ
と

を
話

せ
て

よ
か

っ
た

。
今

、
気

に
な

る
こ

と
は

や
っ

ぱ
り

将
来

の
こ

と
な

の
で

、
迷

っ
た

り
焦

っ
た

り
、

先
の

見
え

な
い

不
安

を
感

じ
る

の
は

自
分

だ
け

じ
ゃ

な
い

こ
と

を
実

感
で

き
た

。

具
体

的
に

ど
う

話
を

進
め

て
い

く
べ

き
な

の
か

、
よ

く
わ

か
ら

な
か

っ
た

。
な

し

1
5
グ

ル
ー

プ
に

別
れ

て
他

人
の

考
え

と
自

分
の

違
い

を
知

れ
て

面
白

か
っ

た
。

他
人

の
意

見
に

す
ご

く
刺

激
を

受
け

た
。

自
分

を
知

っ
て

他
人

を
知

る
と

、
た

く
さ

ん
の

発
見

が
あ

る
な

と
思

っ
た

。

将
来

の
自

分
の

姿
が

想
像

で
き

な
く

て
難

し
か

っ
た

。
今

日
の

活
動

は
友

達
も

で
き

た
し

、
知

ら
な

い
人

の
中

で
ど

れ
だ

け
自

分
を

分
か

っ
て

も
ら

え
る

か
、

ま
た

ど
れ

だ
け

他
人

を
知

れ
る

か
、

新
し

い
試

み
で

面
白

か
っ

た
で

す
。

1
6
自

分
の

思
い

を
人

に
伝

え
る

こ
と

に
楽

し
み

を
感

じ
た

。
こ

う
い

う
真

面
目

な
話

は
普

段
た

ま
に

し
か

す
る

こ
と

が
な

い
け

れ
ど

、
こ

う
い

う
場

を
借

り
て

で
き

る
こ

と
に

と
て

も
感

謝
し

て
い

ま
す

。
人

そ
れ

ぞ
れ

感
じ

方
は

違
う

の
で

、
そ

う
い

う
人

と
意

見
を

交
わ

す
こ

と
で

何
か

得
ら

れ
る

と
思

う
し

、
こ

れ
か

ら
の

自
分

に
プ

ラ
ス

に
な

る
と

思
う

。

自
分

の
中

で
い

ろ
い

ろ
考

え
は

あ
る

け
れ

ど
そ

れ
を

人
に

伝
え

る
た

め
に

言
葉

に
す

る
の

は
難

し
い

こ
と

を
改

め
て

感
じ

た
。

な
し
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1
7
自

分
の

過
去

に
つ

い
て

、
い

ろ
い

ろ
話

し
た

り
、

他
の

人
の

こ
と

を
い

ろ
い

ろ
聞

い
た

り
、

普
段

は
そ

ん
な

こ
と

し
な

い
の

で
楽

し
か

っ
た

で
す

。
自

分
の

こ
と

を
長

い
こ

と
話

す
機

会
は

め
っ

た
に

な
い

の
で

、
良

い
経

験
に

も
な

っ
た

し
、

こ
れ

か
ら

も
っ

と
そ

う
い

っ
た

こ
と

に
挑

戦
し

て
い

き
、

面
接

の
時

な
ど

に
役

立
て

た
い

し
、

も
っ

と
“

自
分

”
を

し
っ

か
り

持
と

う
と

思
い

ま
し

た
。

話
し

た
い

こ
と

が
あ

っ
て

も
ど

う
表

現
し

て
い

い
の

か
が

分
か

ら
な

い
時

が
た

ま
に

あ
り

ま
し

た
。

こ
れ

は
き

っ
と

日
ご

ろ
の

積
み

重
ね

で
何

と
か

な
る

と
思

う
の

で
、

頑
張

り
ま

す
！

な
し

1
8
い

ろ
ん

な
人

の
意

見
が

聞
け

れ
て

良
か

っ
た

。
考

え
の

幅
が

広
が

る
し

、
ま

た
そ

の
意

見
を

聞
い

て
自

分
も

が
ん

ば
ら

な
き

ゃ
っ

て
思

い
ま

し
た

。
真

面
目

に
語

る
機

会
っ

て
少

な
い

か
ら

良
か

っ
た

で
す

。

な
し

自
分

の
将

来
の

こ
と

を
改

ま
っ

て
真

剣
に

考
え

れ
て

良
か

っ
た

で
す

。
あ

と
、

こ
の

セ
ミ

ナ
ー

に
来

る
よ

う
に

な
っ

て
か

ら
、

だ
ん

だ
ん

聞
き

上
手

に
な

れ
て

き
ま

し
た

。

1
9
自

分
が

将
来

何
を

し
て

い
る

の
か

考
え

て
み

る
こ

と
は

楽
し

か
っ

た
。

（
同

時
に

達
成

で
き

る
の

か
不

安
だ

っ
た

。
）

グ
ル

ー
プ

で
の

取
り

組
み

は
み

ん
な

の
意

見
が

参
考

に
な

る
の

で
い

い
と

思
っ

た
。

グ
ル

ー
プ

の
人

と
話

し
合

っ
た

り
、

考
え

て
意

見
を

分
か

ち
合

う
の

は
、

た
め

に
な

る
の

だ
ろ

う
が

、
自

分
の

意
見

を
長

く
語

る
の

は
苦

手
だ

な
と

思
っ

た
。

「
十

人
十

色
」

と
言

わ
れ

る
が

、
や

ぱ
り

そ
れ

ぞ
れ

に
価

値
観

が
あ

っ
て

、
似

て
い

た
り

、
共

通
部

分
は

あ
る

に
し

て
も

、
そ

れ
ぞ

れ
答

え
は

違
っ

て
い

て
、

楽
し

か
っ

た
で

す
。

2
0
グ

ル
ー

プ
で

話
せ

た
こ

と
が

面
白

か
っ

た
。

い
ろ

い
ろ

な
人

の
話

を
聞

い
て

、
そ

の
人

の
こ

れ
ま

で
の

・
こ

れ
か

ら
の

人
生

観
が

人
そ

れ
ぞ

れ
で

楽
し

か
っ

た
。

過
去

を
振

り
返

る
の

は
か

ん
た

ん
だ

っ
た

け
ど

、
将

来
の

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

を
考

え
る

の
は

難
し

か
っ

た
。

初
め

て
の

人
と

話
す

の
は

苦
手

な
方

だ
け

ど
、

こ
う

い
う

話
し

合
い

は
楽

し
か

っ
た

で
す

。

2
1
今

日
は

グ
ル

ー
プ

で
い

ろ
い

ろ
な

話
し

合
い

を
し

て
、

い
ろ

ん
な

人
の

い
ろ

ん
な

意
見

が
き

け
て

、
と

て
も

参
考

に
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

就
職

に
つ

い
て

話
し

て
い

る
と

、
自

分
も

頑
張

ろ
う

と
い

う
気

持
ち

が
強

く
な

り
ま

し
た

。

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

を
書

く
時

に
、

私
は

仕
事

に
つ

い
て

は
す

ら
す

ら
書

け
ま

し
た

が
、

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

に
つ

い
て

は
あ

ま
り

う
か

ん
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

仕
事

と
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
を

あ
わ

せ
て

考
え

る
こ

と
は

少
し

難
し

い
と

思
い

ま
し

た
。

今
度

も
ま

た
こ

う
し

て
グ

ル
ー

プ
で

い
ろ

い
ろ

な
話

を
し

て
、

意
見

交
換

が
し

た
い

で
す

。
い

ろ
い

ろ
な

意
見

を
聞

く
と

新
た

な
発

見
も

あ
り

、
と

て
も

楽
し

い
で

す
。

2
2
グ

ル
ー

プ
で

の
話

し
合

い
が

と
て

も
た

め
に

な
っ

た
。

過
去

の
経

験
や

将
来

の
夢

に
つ

い
て

、
話

し
合

っ
た

時
は

、
色

ん
な

意
見

や
考

え
が

あ
る

ん
だ

と
知

っ
た

。
同

じ
よ

う
な

経
験

を
し

て
い

る
人

も
い

て
、

何
と

な
く

親
近

感
が

わ
い

て
き

た
。

な
し

な
し
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１
２

月
１

３
日

振
り

返
り

感
想

№
面

白
い

、
役

に
立

つ
と

思
っ

た
こ

と
難

し
い

、
分

か
ら

な
い

、
役

に
立

た
な

い
と

思
っ

た
こ

と
そ

の
他

希
望

・
感

想
・

意
見

な
ど

1
自

分
が

抱
い

て
い

る
仕

事
に

対
す

る
好

き
嫌

い
、

矛
盾

点
な

ど
を

発
見

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
グ

ル
ー

プ
の

方
々

が
描

い
て

い
る

将
来

像
を

皆
で

語
り

合
う

こ
と

で
、

今
ま

で
に

は
気

づ
か

な
か

っ
た

自
分

と
の

価
値

観
の

違
い

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

嫌
い

な
仕

事
は

た
く

さ
ん

あ
っ

た
が

、
皆

の
前

で
発

表
す

る
と

い
う

こ
と

も
あ

っ
て

、
少

し
勇

気
が

必
要

だ
っ

た
。

自
分

が
心

を
開

い
て

、
か

つ
相

手
を

尊
重

し
て

話
し

か
け

る
と

、
友

好
関

係
を

築
く

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
こ

と
が

、
改

め
て

わ
か

っ
た

。

2
や

り
た

い
、

や
り

た
く

な
い

仕
事

に
つ

い
て

考
え

ら
れ

た
こ

と
。

や
り

た
い

仕
事

を
考

え
る

の
は

難
し

い
（

や
り

た
い

こ
と

が
あ

っ
て

、
そ

れ
が

ど
の

仕
事

と
結

び
つ

く
か

が
）

と
思

っ
た

。
人

そ
れ

ぞ
れ

意
見

が
あ

り
、

参
考

に
な

っ
た

。
人

か
ら

聞
い

た
職

業
に

つ
い

て
調

べ
た

い
と

思
っ

た
。

最
後

１
回

、
大

切
に

取
り

組
み

た
い

で
す

。

3
欠

席

4
や

り
た

い
仕

事
、

や
り

た
く

な
い

仕
事

に
つ

い
て

話
し

合
っ

た
と

き
に

い
ろ

ん
な

職
種

が
出

て
き

ま
し

た
。

グ
ル

ー
プ

の
中

の
人

で
、

自
分

と
同

じ
仕

事
を

挙
げ

て
い

る
人

が
い

ま
し

た
が

、
同

じ
仕

事
で

も
い

ろ
ん

な
見

方
が

あ
っ

て
、

そ
の

仕
事

に
は

こ
ん

な
良

い
所

、
悪

い
所

も
あ

る
の

だ
な

ぁ
と

思
い

ま
し

た
。

な
し

こ
れ

か
ら

就
活

を
し

て
い

く
際

に
、

イ
メ

ー
ジ

で
仕

事
の

幅
を

せ
ば

め
ず

に
、

今
日

の
話

し
合

い
を

基
に

、
色

々
な

角
度

か
ら

調
べ

て
み

よ
う

と
思

い
ま

し
た

。

5
や

っ
て

み
た

い
/
や

り
た

く
な

い
仕

事
を

話
し

合
っ

て
み

て
、

自
分

が
人

と
は

違
う

考
え

を
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
他

の
人

は
同

じ
人

と
接

す
る

仕
事

で
も

、
お

客
-
サ

ー
ビ

ス
パ

ー
ソ

ン
だ

け
ど

、
私

は
お

客
と

い
う

う
よ

り
病

院
や

図
書

館
で

利
益

と
関

係
な

く
サ

ー
ビ

ス
を

し
た

い
と

い
う

気
持

ち
が

強
い

と
思

う
。

そ
し

て
、

夢
を

話
合

っ
て

み
て

、
「

現
実

に
ぶ

つ
か

っ
て

も
夢

を
持

ち
続

け
た

い
」

と
い

う
言

葉
に

す
ご

く
影

響
さ

れ
ま

し
た

。
今

ま
で

聞
い

た
こ

と
の

あ
る

言
葉

だ
け

ど
、

自
分

自
身

は
現

実
を

見
よ

う
と

ば
か

り
し

す
ぎ

て
い

て
、

夢
が

足
り

な
い

と
少

し
寂

し
く

思
い

ま
し

た
。

と
て

も
楽

し
く

て
、

あ
と

１
回

で
終

わ
っ

て
し

ま
う

の
が

も
っ

た
い

な
い

で
す

。

な
し

な
し

6
や

り
た

い
仕

事
、

や
り

た
く

な
い

仕
事

を
挙

げ
て

い
く

時
、

理
由

が
思

い
つ

か
な

い
職

業
も

あ
っ

た
。

イ
メ

ー
ジ

だ
け

で
判

断
し

て
い

る
ん

だ
と

思
っ

た
。

こ
れ

か
ら

「
就

活
」

を
進

め
て

行
く

中
で

は
、

「
イ

メ
ー

ジ
」

だ
け

で
、

考
え

る
の

で
は

な
く

、
そ

れ
に

伴
っ

た
、

具
体

的
な

体
験

や
実

際
の

話
を

聞
い

て
か

ら
、

自
分

の
「

や
り

た
い

仕
事

」
「

や
り

た
く

な
い

仕
事

」
を

決
め

て
い

こ
う

と
思

っ
た

。

「
自

分
の

夢
」

を
こ

れ
だ

！
！

と
言

い
切

る
の

は
す

ご
く

難
し

い
。

人
と

話
し

合
う

こ
と

で
、

新
た

な
視

野
が

広
が

る
。

7
や

っ
て

み
た

い
仕

事
、

や
り

た
く

な
い

仕
事

が
共

通
し

て
い

た
。

外
大

の
カ

ラ
ー

を
感

じ
た

。
自

分
の

幼
い

頃
か

ら
や

り
た

か
っ

た
仕

事
以

外
に

も
目

を
向

け
る

こ
と

が
で

き
、

視
野

が
広

が
っ

た
。

や
り

た
く

な
い

仕
事

と
は

興
味

が
な

い
か

嫌
い

と
思

っ
て

い
る

事
だ

と
私

は
解

釈
し

た
の

で
、

興
味

の
な

い
仕

事
を

書
き

出
す

こ
と

は
難

し
い

な
と

思
っ

た
。

お
互

い
に

他
人

の
意

見
を

聞
き

、
話

を
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

の
で

良
か

っ
た

と
思

う
。

－   －170



8
グ

ル
ー

プ
に

フ
ラ

イ
ト

ア
テ

ン
ダ

ン
ト

に
な

り
た

い
子

た
ち

が
何

故
や

り
た

い
か

と
思

っ
た

か
と

い
う

理
由

で
、

「
大

変
な

仕
事

だ
か

ら
」

と
い

う
意

見
が

あ
り

、
私

は
「

大
変

な
仕

事
だ

か
ら

」
フ

ラ
イ

ト
ア

テ
ン

ダ
ン

ト
の

夢
を

諦
め

た
の

で
、

そ
ん

な
考

え
方

も
あ

る
ん

だ
な

ぁ
と

思
い

ま
し

た
。

今
日

は
特

に
な

か
っ

た
で

す
。

や
り

た
く

な
い

仕
事

っ
て

い
う

の
が

、
グ

ル
ー

プ
の

子
が

ほ
と

ん
ど

一
致

し
て

い
て

、
皆

考
え

る
こ

と
は

一
緒

な
ん

だ
な

ぁ
と

思
っ

た
。

そ
し

て
「

皆
が

や
り

た
く

な
い

と
思

っ
て

い
る

仕
事

」
に

就
職

す
る

率
が

高
い

が
、

そ
れ

は
皆

妥
協

し
て

い
る

の
か

な
ぁ

と
思

っ
た

。

9
い

つ
も

同
じ

仲
間

と
同

じ
よ

う
な

こ
と

し
か

話
さ

な
い

の
に

、
あ

ま
り

互
い

を
よ

く
知

ら
な

い
者

同
士

で
仕

事
に

つ
い

て
、

夢
に

つ
い

て
、

大
切

に
し

た
い

こ
と

、
な

ど
話

せ
て

、
す

ご
く

刺
激

を
受

け
た

。
価

値
観

が
同

じ
よ

う
な

人
と

ば
か

り
か

た
ま

っ
て

い
る

の
で

、
普

段
考

え
な

い
よ

う
な

考
え

、
意

見
が

聞
け

て
「

今
日

か
ら

自
分

は
こ

う
し

よ
う

」
と

新
た

な
モ

ッ
ト

ー
が

で
き

た
。

発
表

す
る

こ
と

が
下

手
だ

と
気

づ
い

た
。

意
外

に
あ

が
っ

て
し

ま
い

、
う

ま
く

言
葉

が
出

な
か

っ
た

。
恥

ず
か

し
か

っ
た

・
・

・

来
週

で
終

わ
っ

て
し

ま
う

と
思

う
と

残
念

。
こ

う
や

っ
て

だ
れ

か
と

話
せ

る
機

会
が

も
っ

と
欲

し
い

。

1
0
や

り
た

い
仕

事
、

や
り

た
く

な
い

仕
事

に
つ

い
て

、
色

々
な

視
点

か
ら

見
た

そ
の

理
由

な
ど

を
聞

け
て

、
「

そ
う

い
う

考
え

方
も

あ
る

ん
だ

な
」

と
興

味
深

か
っ

た
で

す
。

自
分

の
気

持
ち

も
少

し
整

理
で

き
た

よ
う

に
思

い
ま

す
。

「
大

切
に

し
た

い
こ

と
」

「
私

の
夢

」
は

、
い

ろ
い

ろ
あ

り
す

ぎ
て

む
し

ろ
難

し
か

っ
た

で
す

。
み

ん
な

で
普

段
は

あ
ま

り
し

な
い

よ
う

な
意

見
交

換
を

で
き

る
の

は
、

と
て

も
楽

し
い

で
す

。

1
1
や

り
た

い
仕

事
や

、
や

り
た

く
な

い
仕

事
を

人
と

比
較

し
て

、
自

分
が

興
味

な
い

仕
事

で
も

、
面

白
そ

う
な

部
分

を
見

つ
け

れ
た

。

自
分

の
大

切
な

モ
ノ

を
話

す
時

、
と

て
も

つ
ま

っ
た

。
本

当
に

大
切

な
モ

ノ
を

自
分

は
や

っ
ぱ

り
持

て
る

か
ら

重
要

視
し

て
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

た
。

人
前

で
発

表
し

て
改

め
て

、
伝

え
た

い
こ

と
を

も
っ

と
明

確
に

伝
え

れ
る

よ
う

に
練

習
し

な
い

と
い

け
な

い
な

と
思

い
ま

し
た

。

1
2
今

ま
で

や
り

た
い

o
r
や

り
た

く
な

い
仕

事
に

対
し

て
ボ

ン
ヤ

リ
し

た
イ

メ
ー

ジ
で

し
か

な
か

っ
た

け
ど

や
っ

ぱ
り

実
際

文
字

に
し

て
み

る
こ

と
で

、
よ

り
明

確
に

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
私

が
や

り
た

い
と

思
っ

た
仕

事
で

も
他

の
人

は
や

り
た

く
な

い
と

思
っ

て
い

た
り

、
価

値
観

の
違

い
が

分
か

っ
て

よ
か

っ
た

で
す

。

「
夢

」
と

聞
く

と
ど

う
し

て
も

仕
事

に
結

び
付

け
て

し
ま

う
の

で
す

が
、

実
際

ど
う

な
ん

だ
ろ

う
と

思
い

ま
し

た
。

普
段

話
さ

な
い

話
題

を
話

し
た

り
、

い
つ

も
一

緒
に

い
る

友
達

と
は

ち
が

う
雰

囲
気

の
中

で
の

話
し

合
い

は
と

て
も

参
考

に
な

り
ま

す
。

な
ん

だ
か

視
野

が
広

が
っ

た
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

1
3
や

っ
て

み
た

い
仕

事
、

や
っ

て
み

た
く

な
い

仕
事

に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
い

た
時

に
み

ん
な

同
じ

様
に

、
人

と
接

す
る

こ
と

が
好

き
で

自
分

が
好

き
な

こ
と

を
仕

事
に

し
た

い
と

考
え

て
い

る
と

分
か

っ
た

。
で

も
他

の
グ

ル
ー

プ
の

意
見

を
聞

い
て

み
て

、
同

じ
職

業
で

も
い

ろ
ん

な
見

方
が

で
き

る
こ

と
に

気
づ

か
さ

れ
た

。
た

と
え

ば
、

私
は

お
金

を
扱

っ
た

り
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
が

苦
手

だ
か

ら
、

銀
行

員
は

嫌
っ

て
考

え
て

た
け

ど
、

見
方

を
変

え
た

「
定

時
に

終
わ

れ
る

仕
事

だ
か

ら
や

っ
て

み
た

い
」

っ
て

人
も

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

大
切

に
し

た
い

こ
と

っ
て

い
う

の
は

な
か

な
か

難
し

か
っ

た
。

結
局

は
夢

を
大

切
に

し
た

い
と

思
っ

た
。

な
し

1
4
欠

席
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1
5
や

り
た

い
こ

と
、

や
り

た
く

な
い

仕
事

で
皆

と
同

じ
仕

事
だ

っ
た

と
し

て
も

、
そ

の
理

由
が

違
う

の
が

お
も

し
ろ

い
と

思
っ

た
。

一
人

一
人

意
見

が
あ

っ
て

、
そ

れ
を

聞
く

機
会

が
あ

っ
て

、
こ

れ
か

ら
と

て
も

役
立

ち
そ

う
だ

と
思

っ
た

。
自

分
の

意
見

を
言

う
だ

け
で

な
く

人
の

意
見

を
聞

く
大

切
さ

を
知

っ
た

。

自
分

の
夢

が
あ

ま
り

に
漠

然
と

し
て

る
し

、
身

近
な

こ
と

は
現

実
的

で
、

考
え

る
の

が
難

し
か

っ
た

。
や

り
た

い
こ

と
を

一
つ

一
つ

、
小

さ
な

こ
と

か
ら

で
も

見
つ

け
て

み
よ

う
と

思
っ

た
。

ま
た

皆
で

話
し

合
う

機
会

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

う
。

1
6
い

ろ
ん

な
考

え
を

持
っ

た
、

違
っ

た
考

え
を

持
つ

人
の

話
も

聞
け

て
よ

か
っ

た
。

や
っ

ぱ
り

自
分

は
人

と
接

す
る

仕
事

が
し

た
い

ん
だ

な
ぁ

と
思

っ
た

。

な
し

「
夢

」
と

か
「

大
切

に
し

た
い

も
の

」
に

つ
い

て
話

始
め

た
ら

キ
リ

が
な

い
！

！
も

っ
と

も
っ

と
し

ゃ
べ

り
た

い
、

し
ゃ

べ
り

た
ら

な
い

と
思

っ
た

。
人

そ
れ

ぞ
れ

考
え

方
は

違
う

ケ
ド

、
今

の
自

分
の

気
持

ち
に

素
直

に
正

直
に

行
こ

う
と

思
う

。

1
7
や

っ
て

み
た

い
仕

事
や

、
や

り
た

く
な

い
仕

事
と

か
は

今
ま

で
ず

っ
と

自
分

の
中

だ
け

で
思

っ
て

い
た

の
で

、
他

の
人

の
意

見
を

い
ろ

い
ろ

と
聞

か
せ

て
も

ら
っ

て
、

視
野

が
広

が
り

ま
し

た
。

自
分

が
や

り
た

い
と

思
っ

て
い

た
こ

と
で

も
、

あ
る

人
は

も
ち

ろ
ん

や
り

た
く

な
い

と
思

う
わ

け
だ

し
、

単
純

に
や

り
た

い
と

思
っ

て
い

る
だ

け
で

は
な

く
、

欠
点

も
し

っ
か

り
知

っ
て

お
く

べ
き

だ
と

思
い

ま
し

た
。

普
段

、
自

分
が

大
切

に
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

言
っ

た
り

し
な

い
の

で
、

は
じ

め
、

少
し

難
し

い
と

思
い

ま
し

た
。

今
日

は
、

新
し

い
環

境
で

い
ろ

い
ろ

経
験

を
積

み
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

学
び

ま
し

た
。

1
8
み

ん
な

が
や

り
た

い
仕

事
が

似
て

い
て

、
で

も
嫌

い
な

仕
事

は
共

通
部

分
も

多
か

っ
た

け
ど

似
て

な
く

て
、

面
白

い
と

思
い

ま
し

た
。

仕
事

っ
て

一
言

で
言

っ
て

も
い

っ
ぱ

い
あ

っ
て

、
人

の
意

見
を

聞
け

る
の

は
と

て
も

楽
し

い
で

す
。

あ
と

“
夢

”
を

語
る

時
に

、
今

の
自

分
に

つ
い

て
も

振
り

返
れ

ば
よ

か
っ

た
。

な
し

夢
を

語
る

コ
ト

で
、

今
、

自
分

が
本

当
に

何
を

す
べ

き
か

が
分

か
っ

た
。

夢
っ

て
い

っ
て

も
、

将
来

ず
っ

と
先

か
ら

現
在

ま
で

い
ろ

い
ろ

あ
っ

て
、

い
ろ

い
ろ

考
え

ま
し

た
。

1
9
や

り
た

い
仕

事
、

や
り

た
く

な
い

仕
事

の
話

し
合

い
の

中
で

、
自

分
の

分
か

ら
な

か
っ

た
職

業
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

こ
ん

な
事

も
あ

る
ん

だ
な

っ
て

勉
強

に
な

っ
た

。

漠
然

と
「

大
切

に
し

た
い

こ
と

」
は

？
と

か
、

「
夢

」
は

？
て

い
う

質
問

は
す

ご
く

難
し

く
て

考
え

さ
せ

ら
れ

た
。

け
ど

、
こ

う
い

う
事

を
考

え
る

時
間

も
大

切
だ

な
と

思
っ

た
。

今
は

あ
い

ま
い

で
あ

っ
た

り
、

あ
こ

が
れ

だ
け

で
動

い
て

い
る

よ
う

な
自

分
の

「
夢

」
も

い
つ

か
実

現
で

き
れ

ば
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。

2
0
や

り
た

い
仕

事
、

や
り

た
く

な
い

仕
事

を
あ

ら
た

め
て

考
え

て
み

て
、

少
し

し
た

い
方

向
が

分
か

っ
た

気
が

す
る

。
大

切
に

し
た

い
事

、
夢

な
ど

、
自

分
は

あ
ま

り
分

か
ら

な
か

っ
た

け
ど

、
人

の
話

を
聞

い
て

、
す

ご
く

参
考

に
な

っ
た

。
自

分
に

も
生

か
し

て
い

き
た

い
と

思
っ

た
。

自
分

の
夢

な
の

に
、

自
分

自
身

よ
く

分
か

っ
て

い
な

い
な

と
思

い
、

考
え

る
の

が
難

し
か

っ
た

。
今

日
は

、
今

ま
で

で
一

番
話

し
合

い
が

お
も

し
ろ

く
て

、
自

分
へ

の
参

考
に

し
た

い
と

思
っ

た
。

2
1
グ

ル
ー

プ
で

の
話

し
合

い
で

は
い

ろ
い

ろ
な

人
の

意
見

が
聞

け
て

参
考

に
も

な
っ

た
し

、
と

て
も

お
も

し
ろ

か
っ

た
で

す
。

特
に

や
り

た
い

仕
事

、
や

り
た

く
な

い
仕

事
に

つ
い

て
は

人
そ

れ
ぞ

れ
ま

っ
た

く
考

え
が

ち
が

う
ん

だ
と

思
い

ま
し

た
。

「
大

切
に

し
た

い
こ

と
」

と
言

わ
れ

る
と

す
ぐ

に
は

思
い

つ
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
き

っ
と

た
く

さ
ん

あ
り

す
ぎ

る
の

で
、

い
ざ

聞
か

れ
る

と
答

え
る

の
が

難
し

い
な

と
思

い
ま

し
た

。

残
り

の
１

回
も

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

を
し

た
い

で
す

。
い

ろ
ん

な
人

の
意

見
を

聞
く

と
視

野
が

広
が

る
気

が
し

ま
し

た
。

2
2
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
い

を
し

て
、

い
ろ

ん
な

人
の

考
え

を
知

る
こ

と
が

で
き

て
楽

し
か

っ
た

。
グ

ル
ー

プ
の

中
で

同
じ

よ
う

な
意

見
を

持
っ

て
い

る
人

が
結

構
い

て
、

話
し

や
す

か
っ

た
。

「
私

が
大

切
に

し
た

い
こ

と
」

は
、

な
か

な
か

答
え

が
出

て
こ

な
か

っ
た

。
「

私
が

大
切

に
し

た
い

こ
と

」
と

改
め

て
聞

か
れ

る
と

答
え

が
出

て
こ

な
か

っ
た

。
こ

れ
か

ら
少

し
ず

つ
、

こ
う

い
う

事
を

考
え

て
い

こ
う

と
思

う
。
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１
２

月
２

０
日

振
り

返
り

感
想

№
今

回
の

講
座

全
般

に
つ

い
て

の
感

想
・

意
見

若
年

者
支

援
に

つ
い

て
の

要
望

・
意

見
な

ど
講

座
実

施
支

援
者

へ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
1
欠

席

2
自

己
理

解
は

自
分

自
身

で
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
い

ま
す

が
、

い
ろ

い
ろ

な
方

法
で

自
分

自
身

と
向

き
合

お
う

と
試

み
れ

た
こ

と
が

本
当

に
良

か
っ

た
で

す
。

ま
た

や
ろ

う
や

ろ
う

と
思

う
だ

け
で

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

い
い

機
会

で
し

た
。

こ
の

よ
う

な
セ

ミ
ナ

ー
は

実
践

的
で

い
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

１
～

３
回

生
と

混
同

し
て

い
て

良
か

っ
た

で
す

。
私

は
３

回
生

で
し

た
が

、
１

～
２

回
生

の
意

見
も

と
て

も
参

考
に

な
り

ま
し

た
。

人
の

話
を

聞
く

と
、

具
体

的
に

目
標

を
持

っ
た

人
は

、
具

体
的

な
考

え
や

計
画

が
あ

る
こ

と
を

知
り

ま
し

た
。

５
回

に
わ

た
り

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
今

ま
で

の
自

分
を

振
り

返
り

、
自

分
自

身
気

づ
か

な
か

っ
た

変
化

を
知

り
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
社

会
で

、
ま

た
社

会
に

出
る

ま
で

に
学

ん
だ

知
識

を
活

か
し

、
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
真

剣
に

考
え

た
い

で
す

。

3
一

人
の

社
会

人
に

な
る

身
と

し
て

、
就

職
活

動
に

対
す

る
意

欲
を

、
実

際
ど

の
よ

う
に

行
動

し
て

い
け

ば
よ

い
の

か
、

ま
た

他
の

学
生

の
人

達
は

ど
ん

な
考

え
を

持
っ

て
い

る
の

か
不

安
で

し
た

が
、

こ
の

講
座

で
そ

の
不

安
は

皆
同

じ
よ

う
に

そ
れ

ぞ
れ

悩
ん

で
い

る
の

だ
な

、
と

い
う

安
心

へ
変

わ
り

ま
し

た
。

ま
た

、
知

ら
な

い
人

た
ち

の
中

で
、

個
性

を
出

せ
る

自
分

に
も

気
づ

き
ま

し
た

。
（

自
信

が
つ

き
ま

し
た

！
）

目
先

の
将

来
に

し
か

気
が

い
か

な
か

っ
た

け
れ

ど
、

だ
ん

だ
ん

会
社

に
入

っ
て

か
ら

し
て

み
た

い
こ

と
が

分
か

っ
て

き
ま

し
た

。
人

の
あ

り
が

た
み

も
再

認
識

で
き

ま
し

た
！

今
回

は
大

学
内

で
の

講
座

だ
っ

た
た

め
、

似
た

よ
う

な
興

味
を

持
っ

た
人

間
同

士
の

話
し

合
い

で
、

意
見

も
受

け
入

れ
や

す
か

っ
た

け
れ

ど
、

フ
リ

ー
タ

ー
の

人
た

ち
は

、
生

活
・

考
え

方
も

私
た

ち
の

メ
ン

バ
ー

以
上

に
、

バ
ラ

エ
テ

ィ
ー

に
と

ん
で

い
る

と
思

う
の

で
、

皆
が

他
者

を
理

解
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

を
し

て
み

た
ら

よ
い

と
思

い
ま

す
。

本
当

に
多

く
の

人
々

の
力

を
借

り
て

、
こ

ん
な

に
自

分
へ

の
理

解
を

深
め

、
就

職
に

前
向

き
に

立
ち

向
か

う
意

欲
が

わ
き

ま
し

た
。

ど
う

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
！

！
！

皆
様

の
お

力
を

無
駄

に
す

る
こ

と
な

く
、

自
分

が
満

足
の

い
く

人
生

を
歩

め
る

よ
う

努
力

し
ま

す
。

優
し

く
接

し
て

下
さ

っ
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
☆

☆

4
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
参

加
し

て
、

自
分

が
ど

の
よ

う
な

キ
ャ

リ
ア

イ
メ

ー
ジ

を
持

っ
て

い
る

か
を

、
文

を
書

い
た

り
、

口
に

出
し

て
発

表
し

た
り

す
る

こ
と

で
知

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ま
た

、
他

の
人

の
将

来
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
や

仕
事

に
対

す
る

価
値

観
も

知
る

こ
と

が
で

き
た

の
で

、
そ

の
点

も
参

考
に

し
な

が
ら

自
分

の
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

イ
メ

ー
ジ

を
作

っ
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

あ
と

、
こ

の
講

座
を

通
じ

て
友

人
が

で
き

た
の

も
良

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。

こ
の

よ
う

な
講

座
は

将
来

に
悩

む
人

た
ち

に
と

っ
て

、
自

分
の

将
来

を
考

え
る

第
一

歩
に

な
る

と
て

も
良

い
も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

こ
れ

か
ら

も
こ

の
よ

う
な

支
援

を
続

け
て

い
っ

て
、

み
ん

な
が

働
き

た
い

と
い

う
意

志
を

持
て

た
ら

い
い

と
思

い
ま

す
。

今
回

は
こ

の
講

座
を

通
じ

て
た

く
さ

ん
の

も
の

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

5
欠

席

6
自

分
と

同
じ

価
値

観
を

持
っ

て
い

る
人

が
い

て
嬉

し
か

っ
た

。
ま

た
、

み
ん

な
に

ほ
め

ら
れ

る
と

い
う

経
験

は
は

じ
め

て
て

で
照

れ
く

さ
か

っ
た

け
ど

、
嬉

し
か

っ
た

。
こ

れ
か

ら
は

自
分

の
周

り
の

人
に

温
か

い
言

葉
を

か
け

て
、

喜
ば

せ
て

あ
げ

ら
れ

る
人

に
な

り
た

い
と

思
う

。
今

日
、

た
て

た
行

動
目

標
を

し
っ

か
り

と
守

っ
て

い
け

る
よ

う
に

頑
張

っ
て

い
こ

う
と

思
い

ま
す

。
自

分
の

目
標

に
つ

い
て

、
み

ん
な

の
前

で
発

表
す

る
の

は
、

少
し

気
が

引
け

る
感

じ
も

し
ま

し
た

が
、

改
め

て
自

分
の

目
標

が
み

え
て

き
て

、
頑

張
ろ

う
と

い
う

気
持

ち
に

な
り

ま
し

た
。

自
分

と
同

じ
価

値
観

の
人

と
話

す
と

安
心

す
る

。
ま

た
逆

に
、

違
う

価
値

観
の

人
が

い
る

と
発

見
が

あ
る

。
私

達
の

日
常

で
は

、
一

つ
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

み
ん

な
で

熱
く

語
っ

た
り

、
話

し
合

う
事

は
あ

ま
り

な
い

。
こ

う
ゆ

う
、

人
と

話
せ

る
よ

う
な

機
会

を
多

く
作

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

積
極

的
に

行
え

る
場

を
ど

ん
ど

ん
増

や
し

て
ほ

し
い

。

今
回

の
講

座
で

は
、

初
め

て
の

事
も

多
く

、
で

き
る

か
ど

う
か

心
配

す
る

事
も

あ
っ

た
け

ど
、

有
意

義
な

時
間

を
過

ご
す

事
が

で
き

た
。

最
後

の
講

座
で

立
て

た
行

動
目

標
を

実
行

し
て

、
実

現
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
頑

張
り

ま
す

。
今

回
は

こ
の

よ
う

な
貴

重
な

講
座

を
実

施
し

て
頂

き
ま

し
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

7
自

分
で

思
っ

て
い

た
だ

け
の

事
を

口
に

出
し

て
言

う
事

で
実

感
が

わ
い

て
き

て
と

て
も

よ
い

機
会

に
恵

ま
れ

た
と

思
い

ま
す

。
同

世
代

の
人

た
ち

の
考

え
て

い
る

こ
と

が
聞

け
て

、
色

々
考

え
て

い
る

の
だ

と
思

い
ま

し
た

。

色
々

な
年

代
、

キ
ャ

リ
ア

の
人

々
と

話
し

合
う

機
会

が
ほ

し
い

と
思

い
ま

し
た

。
企

業
説

明
会

な
ど

で
は

、
立

場
が

対
等

で
は

な
い

の
で

学
生

が
本

当
に

聞
き

た
い

本
音

が
分

か
り

ま
せ

ん
。

お
忙

し
い

中
、

時
間

を
さ

い
て

い
た

だ
い

て
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
自

分
に

つ
い

て
を

人
前

で
話

す
機

会
が

あ
ま

り
な

い
の

で
、

と
て

も
よ

い
経

験
に

な
っ

た
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
か

ら
も

こ
の

よ
う

な
活

動
に

参
加

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
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8
人

前
で

自
分

の
意

見
を

言
っ

た
り

、
討

論
し

た
り

す
る

機
会

が
な

か
た

の
で

、
と

て
も

い
い

機
会

で
し

た
。

人
の

意
見

も
じ

っ
く

り
聞

け
て

と
て

も
よ

か
っ

た
で

す
。

こ
う

い
う

色
ん

な
人

と
接

す
る

機
会

を
も

っ
と

増
や

し
て

欲
し

い
で

す
。

心
理

テ
ス

ト
み

た
い

な
や

つ
が

と
て

も
楽

し
か

っ
た

で
す

。

自
分

の
意

見
を

言
い

や
す

い
穏

や
か

な
環

境
を

作
っ

て
く

だ
さ

っ
た

の
も

、
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

先
生

方
の

お
か

げ
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

短
い

時
間

で
し

た
が

、
と

て
も

楽
し

い
、

す
ば

ら
し

い
時

間
で

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

9
機

会
が

な
け

れ
ば

、
こ

ん
な

に
時

間
を

か
け

て
「

自
分

探
し

」
は

で
き

な
か

っ
た

と
思

う
。

知
っ

て
い

る
よ

う
で

、
あ

ま
り

自
分

を
知

ら
な

か
っ

た
。

い
つ

も
は

気
の

合
う

仲
間

と
ば

か
り

一
緒

に
い

て
、

こ
ん

な
に

も
価

値
観

も
考

え
方

も
違

う
人

た
ち

と
将

来
や

仕
事

な
ど

、
内

容
の

濃
い

話
を

し
た

こ
と

が
な

か
っ

た
。

同
じ

大
学

の
中

に
い

る
け

ど
、

み
ん

な
や

っ
て

る
こ

と
、

目
標

に
し

て
い

る
こ

と
、

そ
れ

ぞ
れ

の
夢

な
ど

、
話

し
て

い
て

刺
激

に
な

っ
た

。
で

も
、

み
ん

な
就

職
で

悩
ん

で
い

た
り

、
共

通
の

悩
み

が
あ

っ
て

、
私

だ
け

じ
ゃ

な
い

ん
だ

、
と

安
心

で
き

た
し

、
一

緒
に

が
ん

ば
ろ

う
、

と
い

う
気

持
ち

に
な

れ
た

。

参
加

す
る

ま
で

の
キ

ッ
カ

ケ
が

大
事

だ
と

思
っ

た
。

私
の

周
囲

に
も

こ
の

講
座

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

知
っ

て
い

た
人

は
い

た
け

れ
ど

、
参

加
し

よ
う

と
し

て
い

な
か

っ
た

。
「

め
ん

ど
く

さ
い

」
と

か
「

自
分

に
は

関
係

な
い

」
と

か
思

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

の
だ

と
思

う
。

経
験

し
て

み
る

と
、

講
座

の
良

さ
が

分
か

る
の

で
、

経
験

者
が

積
極

的
に

講
座

を
P
R
す

れ
ば

い
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

今
の

若
年

者
が

元
気

で
あ

る
こ

と
が

、
今

後
の

日
本

の
安

定
に

つ
な

が
る

と
思

う
。

先
生

方
が

こ
う

し
て

講
座

を
開

き
、

私
を

含
め

た
若

年
者

を
前

向
き

に
さ

せ
て

く
れ

る
こ

と
は

、
す

ご
く

重
要

な
こ

と
だ

。
今

回
の

機
会

を
与

え
て

く
れ

た
こ

と
に

感
謝

し
て

い
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
0
楽

し
か

っ
た

で
す

！
な

か
な

か
思

い
つ

か
な

か
っ

た
り

、
う

ま
く

説
明

で
き

ず
、

も
ど

か
し

い
事

も
あ

り
ま

し
た

が
、

全
般

的
に

書
く

事
・

言
う

事
で

、
気

持
ち

が
ま

と
ま

っ
た

り
、

気
づ

か
な

か
っ

た
自

分
に

気
づ

く
事

も
あ

り
ま

し
た

し
、

人
の

意
見

を
聞

い
て

「
な

る
ほ

ど
」

と
思

う
事

も
た

く
さ

ん
あ

り
、

刺
激

に
な

り
ま

し
た

。
今

回
の

メ
ン

バ
ー

も
皆

さ
ん

と
て

も
い

い
方

々
で

、
仲

良
く

な
れ

て
嬉

し
く

思
い

ま
し

た
。

今
回

や
っ

た
内

容
、

し
っ

か
り

生
か

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

口
だ

け
じ

ゃ
な

く
、

し
っ

か
り

役
立

て
ま

す
。

と
て

も
良

い
講

座
だ

と
思

い
ま

す
。

た
め

に
な

り
ま

し
た

。
し

か
し

、
こ

れ
を

私
た

ち
2
0
数

名
し

か
受

講
で

き
な

か
っ

た
の

は
申

し
訳

な
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

こ
う

い
う

の
は

き
ち

ん
と

情
報

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

て
、

積
極

的
で

、
か

つ
行

動
の

早
い

人
し

か
参

加
し

て
い

な
い

と
思

う
ん

で
す

。
そ

れ
こ

そ
自

己
責

任
な

の
で

何
と

も
言

え
ま

せ
ん

が
、

み
ん

な
が

受
け

れ
た

ら
い

い
な

ぁ
と

思
い

ま
す

。

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
毎

回
お

っ
し

ゃ
る

内
容

や
優

し
さ

に
感

動
し

て
い

ま
し

た
。

大
学

に
入

っ
て

か
ら

、
精

神
面

で
教

え
ら

れ
る

事
は

少
な

い
の

で
、

嬉
し

か
っ

た
で

す
。

今
日

の
最

後
の

「
人

に
プ

ラ
ス

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
」

っ
て

い
う

の
が

気
に

入
り

ま
し

た
。

1
1
・

人
の

意
見

を
た

く
さ

ん
聞

け
て

よ
か

っ
た

で
す

。
・

今
ま

で
自

分
が

言
葉

に
出

さ
な

か
っ

た
事

を
発

言
し

た
り

、
奥

深
く

考
え

れ
て

、
考

え
が

豊
か

に
な

り
ま

し
た

。
・

自
分

の
夢

を
叶

え
る

為
に

努
力

を
怠

っ
て

は
ダ

メ
だ

な
と

思
い

ま
し

た
。

・
人

に
自

分
の

意
見

が
上

手
に

伝
わ

る
よ

う
に

、
表

現
力

を
磨

き
た

い
な

と
思

い
ま

し
た

。

違
う

大
学

の
人

や
、

様
々

な
仕

事
の

関
係

者
か

ら
の

話
を

も
っ

と
聞

き
た

い
で

す
。

話
を

真
剣

に
聞

い
て

く
れ

て
、

す
ご

い
発

言
し

や
す

か
っ

た
で

す
。

丁
寧

な
言

葉
づ

か
い

に
心

づ
か

い
、

ど
う

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

1
2
普

段
な

ん
と

な
く

頭
の

中
で

考
え

て
い

る
こ

と
を

、
今

回
の

講
座

で
言

葉
に

し
て

表
す

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

明
確

に
私

の
目

指
す

も
の

が
は

っ
き

り
分

か
り

ま
し

た
。

講
座

の
内

容
以

外
で

も
、

人
の

話
を

聞
く

こ
と

の
大

切
さ

や
、

他
の

人
の

考
え

を
聞

く
こ

と
が

で
き

て
、

と
て

も
将

来
に

役
立

っ
て

い
く

だ
ろ

う
と

思
え

て
よ

か
っ

た
で

す
。

フ
リ

ー
タ

ー
や

ニ
ー

ト
の

方
と

話
す

機
会

が
あ

れ
ば

、
是

非
参

加
し

た
い

し
、

一
緒

に
何

か
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

み
た

い
な

企
画

が
あ

れ
ば

い
い

な
と

思
い

ま
す

。

今
回

の
講

座
、

受
け

て
良

か
っ

た
で

す
。

ま
た

違
う

内
容

で
の

講
座

が
あ

れ
ば

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
人

前
で

自
分

の
思

っ
て

い
る

こ
と

を
話

す
と

い
う

の
が

と
て

も
た

め
に

な
っ

た
と

思
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

－   －174



1
3
短

大
生

の
子

や
、

ス
ペ

イ
ン

語
学

科
の

子
、

３
回

生
の

子
な

ど
普

段
話

す
機

会
の

な
い

子
た

ち
と

話
し

合
い

が
で

き
て

、
い

ろ
ん

な
意

見
が

聞
け

て
良

か
っ

た
で

す
。

自
己

分
析

を
進

め
て

い
く

中
で

、
自

分
自

身
を

理
解

で
き

て
、

気
づ

く
事

が
た

く
さ

ん
あ

り
ま

し
た

。
自

分
の

夢
に

つ
い

て
、

実
際

に
口

に
出

し
て

、
誰

か
に

聞
い

て
も

ら
っ

た
り

、
ま

た
相

手
の

夢
に

つ
い

て
聞

く
こ

と
は

す
ご

く
や

る
気

に
つ

な
が

る
と

思
い

ま
し

た
。

意
見

交
換

が
で

き
る

場
を

増
や

し
た

ら
い

い
と

思
い

ま
す

。
最

初
は

や
っ

て
み

よ
う

か
な

っ
て

い
う

軽
い

気
持

ち
で

し
た

が
、

今
、

振
り

返
る

と
あ

っ
と

い
う

間
の

5
回

で
、

も
と

た
く

さ
ん

話
し

合
い

を
続

け
た

い
と

思
う

く
ら

い
楽

し
か

っ
た

で
す

。
こ

れ
か

ら
の

就
活

な
ど

に
役

立
て

た
い

と
思

い
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
4
み

ん
な

の
意

見
を

聞
け

た
こ

と
が

一
番

興
味

深
か

っ
た

。
し

っ
か

り
し

て
い

る
人

も
多

く
て

楽
し

か
っ

た
。

今
の

若
者

は
ア

メ
リ

カ
の

文
化

を
多

く
受

け
て

育
っ

て
き

た
の

で
、

ど
う

し
て

も
年

長
の

人
達

と
考

え
や

感
覚

が
合

わ
な

い
と

感
じ

て
い

る
と

思
う

。
（

例
え

ば
私

な
ら

仕
事

に
あ

ま
り

多
く

の
時

間
を

さ
さ

げ
る

気
に

は
な

れ
な

い
の

だ
け

れ
ど

、
現

実
は

残
業

も
多

く
あ

り
、

上
司

か
ら

頼
ま

れ
て

断
る

と
受

け
入

れ
て

も
ら

え
な

い
こ

と
な

ど
。

）
そ

の
ア

メ
リ

カ
文

化
を

多
く

受
け

て
育

っ
た

者
が

、
日

本
文

化
の

ま
ま

の
社

会
で

、
ど

う
順

応
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

、
戸

惑
っ

て
い

る
の

を
う

ま
く

導
い

て
く

れ
た

ら
、

と
て

も
助

か
る

と
思

う
。

う
ま

く
み

ん
な

の
気

持
ち

を
理

解
し

た
り

、
長

所
を

取
り

上
げ

て
く

れ
た

り
し

て
、

私
た

ち
の

や
る

気
を

倍
増

さ
せ

て
く

れ
ま

し
た

。
だ

か
ら

こ
そ

、
素

直
に

考
え

て
取

り
組

め
た

と
思

い
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
5
講

座
に

参
加

し
て

本
当

に
良

か
っ

た
。

私
は

今
ま

で
自

分
の

意
見

を
大

切
に

し
よ

う
と

思
っ

て
い

た
け

ど
、

グ
ル

ー
プ

活
動

で
他

人
の

意
見

を
大

切
に

し
よ

う
と

思
っ

て
い

た
人

も
い

て
、

一
人

一
人

の
考

え
方

の
違

い
、

そ
し

て
経

験
か

ら
学

ん
だ

こ
と

、
そ

し
て

こ
れ

か
ら

の
た

め
に

頑
張

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

話
し

合
う

の
は

と
て

も
有

意
義

だ
っ

た
。

小
さ

な
こ

と
か

ら
で

も
将

来
の

た
め

に
ニ

コ
ニ

コ
頑

張
ろ

う
と

思
っ

た
。

フ
リ

ー
タ

ー
の

人
と

話
し

た
こ

と
が

な
い

の
で

、
様

々
な

職
種

の
人

の
話

を
聞

き
た

い
と

思
っ

た
。

5
回

も
の

講
座

を
実

現
し

て
下

さ
っ

て
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

た
く

さ
ん

考
え

さ
せ

ら
れ

た
こ

と
、

参
考

に
な

っ
た

意
見

、
そ

し
て

将
来

の
こ

と
を

真
剣

に
考

え
て

い
る

人
達

と
話

せ
た

の
は

本
当

に
良

い
経

験
に

な
り

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

、
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

な
ど

を
見

つ
け

て
、

今
回

の
経

験
を

い
か

し
て

い
こ

う
と

思
い

ま
す

。
頑

張
り

ま
す

。

1
6
１

回
目

の
講

座
に

参
加

す
る

前
は

も
っ

と
カ

チ
カ

チ
し

た
堅

い
講

座
を

想
像

し
て

お
り

ま
し

た
の

で
、

多
少

緊
張

し
て

お
り

ま
し

た
。

し
か

し
、

実
際

参
加

し
て

み
る

と
講

師
の

方
は

と
て

も
話

し
や

す
く

、
や

さ
し

い
方

で
、

内
容

も
簡

単
で

楽
し

み
な

が
ら

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
友

人
も

増
え

、
普

段
で

き
な

い
よ

う
な

真
面

目
な

話
を

み
ん

な
で

で
き

た
こ

と
を

嬉
し

く
思

っ
て

お
り

ま
す

。

今
回

こ
の

よ
う

な
講

座
を

開
い

て
頂

い
て

、
本

当
に

感
謝

し
て

い
ま

す
。

会
社

が
欲

し
が

っ
て

い
る

人
材

、
そ

の
た

め
に

学
生

の
私

達
が

今
で

き
る

こ
と

を
考

え
る

き
っ

か
け

を
も

っ
と

作
っ

て
頂

き
た

い
で

す
。

誠
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

今
日

で
こ

れ
を

終
わ

ら
す

の
で

は
な

く
、

今
日

を
ス

タ
ー

ト
に

、
こ

れ
か

ら
も

「
本

当
の

自
分

」
を

見
つ

め
て

、
常

に
上

を
目

指
し

て
頑

張
っ

て
参

り
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

こ
の

よ
う

な
講

座
が

あ
れ

ば
、

参
加

さ
せ

て
頂

き
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
の

で
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

1
7
自

分
の

こ
と

、
他

の
人

の
こ

と
を

聞
い

た
り

話
し

た
り

で
き

た
の

は
す

ご
い

も
の

で
、

私
が

こ
れ

か
ら

就
職

活
動

を
し

て
い

く
と

き
に

は
も

ち
ろ

ん
、

生
き

て
い

く
う

え
で

、
大

切
な

経
験

に
な

っ
た

と
思

い
ま

す
。

参
加

す
る

前
に

比
べ

て
、

自
分

に
自

信
が

つ
き

ま
し

た
。

自
分

だ
け

の
力

で
は

何
も

で
き

な
い

に
等

し
い

私
た

ち
を

支
援

し
て

く
だ

さ
っ

て
と

て
も

あ
り

が
た

い
で

す
。

い
ろ

ん
な

人
の

前
で

、
自

分
の

こ
と

を
伝

え
、

聞
い

て
く

れ
る

人
が

必
ず

い
る

、
と

い
う

実
感

を
与

え
て

く
れ

て
、

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
こ

う
し

て
、

支
援

し
て

く
れ

て
い

る
方

々
が

い
る

の
で

、
今

私
は

生
活

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
て

い
ま

す
。

1
8
す

ご
い

お
も

し
ろ

か
っ

た
し

、
自

分
の

事
に

つ
い

て
こ

ん
な

真
剣

に
考

え
た

こ
と

が
な

か
っ

た
の

で
、

と
て

も
良

い
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

自
分

の
悪

い
部

分
ば

か
り

み
る

ん
じ

ゃ
な

く
て

良
い

部
分

に
つ

い
て

考
え

た
り

、
今

か
ら

自
分

が
ど

う
な

り
た

い
か

考
え

た
り

、
す

ご
い

前
向

き
に

な
れ

ま
し

た
。

い
ろ

ん
な

人
の

意
見

も
聞

け
、

す
ご

い
視

野
も

広
が

り
ま

し
た

。

も
っ

と
い

ろ
ん

な
人

に
ぜ

ひ
た

め
し

て
く

だ
さ

い
。

私
は

こ
の

講
座

に
来

る
の

が
実

際
楽

し
か

っ
た

の
で

、
も

っ
と

幅
広

い
年

齢
で

や
っ

た
ら

も
っ

と
い

ろ
ん

な
意

見
が

聞
け

れ
て

お
も

し
ろ

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。

ぜ
ひ

、
こ

こ
だ

け
で

な
く

、
い

ろ
ん

な
学

生
や

社
会

人
の

み
な

さ
ん

に
や

っ
て

い
た

だ
け

た
ら

い
い

と
思

い
ま

す
。

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
自

分
の

こ
と

が
見

え
て

き
た

気
が

し
ま

す
。

こ
れ

か
ら

も
こ

こ
で

学
ん

だ
こ

と
を

忘
れ

ず
、

心
に

お
い

て
や

っ
て

き
た

い
で

す
。
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1
9
１

ケ
月

と
い

う
期

間
的

に
は

長
い

よ
う

に
思

っ
て

た
け

ど
、

毎
回

充
実

し
た

時
間

が
過

ご
せ

て
、

す
ご

く
あ

っ
と

い
う

間
に

感
じ

ら
れ

ま
し

た
。

す
ご

く
有

意
義

な
時

間
だ

っ
た

し
、

普
段

関
わ

ら
な

い
人

の
意

見
な

ど
も

聞
け

て
良

か
っ

た
で

す
。

現
代

の
若

者
も

ま
だ

ま
だ

や
れ

ま
す

！
！

就
活

す
る

に
あ

た
っ

て
、

ま
ず

は
自

己
理

解
か

ら
。

よ
く

聞
く

言
葉

で
す

が
、

実
際

何
か

ら
始

め
れ

ば
い

い
の

か
、

手
つ

か
ず

な
状

態
で

し
た

。
だ

か
ら

、
私

に
と

っ
て

は
す

ご
く

有
益

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

2
0
自

分
の

事
を

ど
う

考
え

て
理

解
す

れ
ば

よ
い

か
、

分
か

ら
な

か
っ

た
け

ど
、

み
ん

な
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

、
前

よ
り

自
分

と
い

う
も

の
を

考
え

や
す

く
な

っ
た

気
が

す
る

。

こ
れ

か
ら

社
会

に
出

よ
う

と
頑

張
っ

て
い

る
人

は
、

期
待

と
か

よ
り

、
不

安
と

か
心

配
と

か
の

方
が

た
く

さ
ん

あ
る

人
達

が
多

く
い

る
と

思
う

の
で

、
励

ま
し

て
あ

げ
て

ほ
し

い
で

す
。

自
分

だ
け

で
な

く
、

い
ろ

い
ろ

な
人

の
意

見
を

聞
け

て
と

て
も

参
考

に
な

っ
た

と
思

い
ま

す
。

こ
の

講
座

を
支

援
し

て
い

た
だ

い
て

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

2
1
初

め
は

堅
苦

し
い

も
の

な
の

か
な

と
思

っ
て

い
ま

し
た

が
実

際
始

ま
っ

て
み

る
と

そ
う

で
は

な
く

、
楽

し
ん

で
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

そ
し

て
参

加
し

て
い

た
人

た
ち

は
み

ん
な

し
っ

か
り

と
し

た
考

え
を

持
っ

て
い

た
の

で
、

良
い

刺
激

に
な

り
ま

し
た

。

こ
う

い
っ

た
講

座
は

と
て

も
良

い
刺

激
に

な
る

と
思

う
の

で
、

ど
ん

ど
ん

い
ろ

い
ろ

な
所

で
開

い
て

い
っ

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

い
ろ

い
ろ

と
支

援
し

て
く

だ
さ

っ
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

こ
の

講
座

で
学

ん
だ

こ
と

を
無

駄
に

し
な

い
よ

う
こ

れ
か

ら
が

ん
ば

ろ
う

と
思

い
ま

す
。

2
2
こ

の
講

座
に

参
加

す
る

ま
で

は
、

あ
ま

り
就

職
や

将
来

に
つ

い
て

話
し

合
う

機
会

が
な

か
っ

た
の

で
、

こ
の

経
験

は
自

分
に

と
っ

て
と

て
も

貴
重

な
も

の
と

な
り

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
講

座
は

学
生

以
外

の
人

（
フ

リ
ー

タ
ー

な
ど

）
に

も
、

と
て

も
良

い
経

験
に

な
る

と
思

う
の

で
、

ぜ
ひ

色
ん

な
と

こ
ろ

で
開

催
し

て
く

だ
さ

い
。

初
め

は
ど

う
い

う
事

を
す

る
の

か
不

安
で

し
た

が
、

回
を

重
ね

る
ご

と
に

慣
れ

て
楽

し
く

受
講

で
き

ま
し

た
。

指
導

し
て

く
だ

さ
っ

た
先

生
方

に
は

、
色

々
な

事
を

教
え

て
頂

き
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

あ
と

、
毎

回
メ

ー
ル

で
連

絡
を

し
て

下
さ

っ
た

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

の
先

生
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
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大学担当者側からの意見 

 

１．外部キャリア・コンサルタントに依頼して良かった点 

大学での就職を中心とした学生支援・指導は、学内スケジュールや対象の学生数の多

さ等のため、即席的、目的的、講演的方法で実施せざるを得ない状況である。 

また、学生も深く自己を見つめる、自己のあり方を考えることは少なく、我々への相

談も即席的、目的的な内容である。 

外部キャリア・コンサルタントに依頼した今回の事例では、学生の支援部門ではなか

なか実施できない、主に学生間での話し合いによる、キャリア形成にとって根本的な、

より深い自己の認識、認識の必要性を学生に考えてもらえたのではないかと考える。 

 

２．今後、外部キャリア・コンサルタントに要望したい点 

今回実施した内容は少人数でしか実施は不可能と考える。より多くの学生、学生全員

がこうした機会を得られるような手法の開発、国の制度として教科への組み入れの検

討・働きかけを、お願いしたい。 

 

３．その他自由感想 

外部キャリア・コンサルタントには遅くまで対応いただき、大変ありがたかった。学

生間の話し合いによる自己の認識など外部キャリア・コンサルタント実施手法も、今後

の我々の指導の中に少しでも取り入れられないかと考えた。 
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資料１ 

 

２００４ .１１ .１５  

キャリア・ワークショップ ガイダンス 

 

１ . 「キャリア」って何？ 

◎ 「キャリア＝仕事人生」 

「仕事」とは何だろう？ 

 

 

◎ 「外的キャリア」と「内的キャリア」 

外的キャリア：「役割」 

職業・能力・役職・組織名など 

 

内的キャリア：「価値」「感覚」「スキル」 

性格・能力・価値観・興味・関心など 

 

２ . 「キャリアワークショップ」の目的 

１） まず「自分」のことを自分できちんと理解する 

 

 

２） 「未来」は「今」の積み重ね 

 

 

３） 「社会（他の人）」と「自分」の関わりを理解する 

 

 

４） 「わかる」から「できる」「行動する」へ 
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資
料
２
 

ワ
ー
ク
２
 

「
経
験
」
と
「
気
持
ち
」
の
棚
卸
 

 

自
分

の
こ

れ
ま

で
を

振
り

返
っ

て
、

気
持

ち
の

動
き

を
波

線
で

書
い

て
く

だ
さ

い
。

 

 

 
幼

稚
園

ま
で

 
小

学
校

時
代

 
中

学
校

時
代

 
高

校
時

代
 

短
大

・
大

学
 

   
 

 
 

 

      

 
 

 
 

(＋
) 

や
る

気
満

々
 

    
普

通
 

   (－
) 落
ち

込
み

 

   
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

出
来

事
 

（
や

る
気

 

落
ち

込
み

 

の
素

）
 

◎
楽

し
か

っ
た

、

辛
か

っ
た

、
や

り

が
い

を
感

じ
た

 

等
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資料３ 

 

２００４ .１２ .１３  

ワーク１ 

 前回（１１月２９日の話し合い～私にとって仕事とは～）の結果を振り返りながら、今

自分がやってみたい仕事、やりたくない仕事について、整理してみましょう。仕事は具体

的な職業・職種名でも、「こんなことをする仕事」でも、表現は自由です。「理由」につい

ては、できる限り詳しく書いてみてください。  

 

やってみたい仕事  やってみたい理由  
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やりたくない仕事  やりたくないってみたい理由  
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